
令和７年度 令和６年度

      区               分

予 算 額 当初予算額 増  減  額 増減率

      千円       千円       千円 　    ％

一 　     般　     会　      計    80,770,000 73,670,000 7,100,000 9.6

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 12,187,829 12,519,317 △ 331,488 △ 2.6

国  民  健  康  保  険  特 別 会 計
（事業勘定）

12,140,018 12,472,532 △ 332,514 △ 2.7

国  民  健  康  保  険  特 別 会 計
（直営診療施設勘定）

47,811 46,785 1,026 2.2

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 特 別 会 計 2,082,659 1,973,587 109,072 5.5

介 護 保 険 特 別 会 計 16,077,921 16,189,736 △ 111,815 △ 0.7

休 日 夜 間 診 療 所 特 別 会 計 60,823 57,242 3,581 6.3

墓 園 事 業 特 別 会 計 7,508 7,501 7 0.1

小              計 30,416,740 30,747,383 △ 330,643 △ 1.1

病 院 事 業 会 計 18,653,763 19,149,489 △ 495,726 △ 2.6

水 道 事 業 会 計 4,951,681 4,762,904 188,777 4.0

下 水 道 事 業 会 計 13,534,111 13,053,950 480,161 3.7

小              計 37,139,555 36,966,343 173,212 0.5

148,326,295 141,383,726 6,942,569 4.9合　　　　　　　　　計

令和７年度予算総括表(会計別)

比 較 増 減

対 前 年 度 当 初 予 算

特
　
別
　
会
　
計

企
　
業
　
会
　
計
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令和７年度 令和６年度

令和７年度 令和６年度

予   算   額 当 初 予 算 額 増　減　額 増　減　率 予　算　額 当初予算額

　　　　千円 　　　　千円  　　　千円 　　　％ 　　　　％ 　　　　％

① 市 税 15,730,946 14,808,774 922,172 6.2 19.5 20.1

2 地 方 譲 与 税 675,253 667,430 7,823 1.2 0.8 0.9

3 利 子 割 交 付 金 7,286 3,197 4,089 127.9 0.0 0.0

4 配 当 割 交 付 金 64,903 54,817 10,086 18.4 0.1 0.1

5 株式等譲渡所得割交付金 157,996 92,666 65,330 70.5 0.2 0.1

6 法人事業税交付金 226,614 200,657 25,957 12.9 0.3 0.3

7 地方消費税交付金 3,378,081 3,099,162 278,919 9.0 4.2 4.2

8 ゴルフ場利用税交付金 7,162 7,353 △ 191 △ 2.6 0.0 0.0

9 環境性能割交付金 62,426 74,069 △ 11,643 △ 15.7 0.1 0.1

10 地方特例交付金 98,867 578,169 △ 479,302 △ 82.9 0.1 0.8

11 地 方 交 付 税 23,858,906 23,106,750 752,156 3.3 29.5 31.4

12 交通安全対策特別交付金 18,658 18,808 △ 150 △ 0.8 0.0 0.0

⑬ 分担金及び負担金 502,582 494,548 8,034 1.6 0.6 0.7

⑭ 使用料及び手数料 949,364 929,358 20,006 2.2 1.2 1.3

15 国 庫 支 出 金 11,326,586 9,371,910 1,954,676 20.9 14.0 12.7

16 県 支 出 金 5,991,882 5,520,204 471,678 8.5 7.4 7.5

⑰ 財 産 収 入 283,493 293,477 △ 9,984 △ 3.4 0.4 0.4

⑱ 寄 附 金 2,897,606 2,441,575 456,031 18.7 3.6 3.3

⑲ 繰 入 金 3,735,029 1,974,020 1,761,009 89.2 4.6 2.7

⑳ 繰 越 金 100,000 100,000 0 0.0 0.1 0.1

㉑ 諸 収 入 3,278,160 3,634,456 △ 356,296 △ 9.8 4.1 4.9

22 市 債 7,418,200 6,198,600 1,219,600 19.7 9.2 8.4

合 計 80,770,000 73,670,000 7,100,000 9.6 100.0 100.0

※○付き数字は自主財源 0 0 自主財源比率 34.0% 33.5%

令和７年度　一般会計予算総括表（歳入）
［　歳　　　　　　入　］

比  較  増  減 構　成　比　率

区　　   　分 対前年度当初予算
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令和7年度　一般会計予算　市税の内訳表

　区　　　分
構成比 構成比

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

市　  民　  税 6,357,625 40.4 5,699,365 38.5 658,260 11.5

　個　　  人 5,558,022 35.3 4,933,445 33.3 624,577 12.7

　法　　  人 799,603 5.1 765,920 5.2 33,683 4.4

固 定 資 産 税 7,171,625 45.6 6,943,877 46.9 227,748 3.3

 固 定 資 産 税 7,049,569 44.8 6,818,216 46.1 231,353 3.4

　国有資産等所在
　市町村交付金 122,056 0.8 125,661 0.8 △ 3,605 △ 2.9

軽 自 動 車 税 504,805 3.2 497,772 3.3 7,033 1.4

環 境 性 能 割 34,800 0.2 34,500 0.2 300 0.9

種　　別　　割 470,005 3.0 463,272 3.1 6,733 1.5

た  ば  こ  税 806,021 5.1 815,475 5.5 △ 9,454 △ 1.2

入    湯    税 105,171 0.7 100,225 0.7 4,946 4.9

都 市 計 画 税 785,531 5.0 751,861 5.1 33,670 4.5

168 0.0 199 0.0 △ 31 △ 15.6

　合　　　計 15,730,946 100.0 14,808,774 100.0 922,172 6.2

令和7年度予算 令和6年度予算
増減 伸率

旧法による税
(旧軽自動車税R1.9.30以前分)
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令和７年度 令和６年度

令和７年度 令和６年度

予   算   額 当 初 予 算 額 増　減　額 増　減　率 予　算　額 当初予算額

　　　　千円 　　　　千円  　　　千円  　　％ 　　　　％ 　　　　％

1 議 会 費 439,435 355,355 84,080 23.7 0.6 0.5

2 総 務 費 12,773,475 9,564,964 3,208,511 33.5 15.8 13.0

3 民 生 費 23,757,648 22,399,453 1,358,195 6.1 29.4 30.4

4 衛 生 費 6,332,724 7,412,414 △ 1,079,690 △ 14.6 7.8 10.1

5 労 働 費 75,842 84,364 △ 8,522 △ 10.1 0.1 0.1

6 農 林 水 産 業 費 3,949,052 3,902,380 46,672 1.2 4.9 5.3

7 商 工 費 5,981,445 4,738,166 1,243,279 26.2 7.4 6.4

8 土 木 費 7,424,312 5,364,869 2,059,443 38.4 9.2 7.3

9 消 防 費 3,207,099 2,471,049 736,050 29.8 4.0 3.3

10 教 育 費 8,417,768 8,680,984 △ 263,216 △ 3.0 10.4 11.8

11 災 害 復 旧 費 87,897 230,946 △ 143,049 △ 61.9 0.1 0.3

12 公 債 費 8,248,521 8,415,056 △ 166,535 △ 2.0 10.2 11.4

13 予 備 費 74,782 50,000 24,782 49.6 0.1 0.1

合 計 80,770,000 73,670,000 7,100,000 9.6 100.0 100.0

令和７年度　一般会計予算総括表（歳出）
［　歳　　　　　　出　］

比  較  増  減 構　成　比　率

区　　   　分 対前年度当初予算
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　　　（単位：千円・％）

令和7年度　Ａ 構成比 令和6年度　Ｂ 構成比 増減額 A-B 増減率

1 　人　　件　　費 12,465,348 15.4 11,911,796 16.2 553,552 4.6

2 議員報酬手当 201,398 0.2 193,790 0.3 7,608 3.9

3 委員等報酬 263,139 0.3 231,236 0.3 31,903 13.8

4 市町村長等特別職 38,643 0.1 36,479 0.1 2,164 5.9

5 職員給 7,497,819 9.3 7,360,123 10.0 137,696 1.9

6 共済組合 1,749,213 2.2 1,706,700 2.3 42,513 2.5

7 退職金 820,875 1.0 829,297 1.1 △ 8,422 △ 1.0

8 会計年度任用職員 1,880,652 2.3 1,539,661 2.1 340,991 22.1

9 その他 13,609 0.0 14,510 0.0 △ 901 △ 6.2

10 　物　　件　　費 13,531,846 16.8 10,304,012 14.0 3,227,834 31.3

11 旅費 142,617 0.2 151,888 0.2 △ 9,271 △ 6.1

12 交際費 3,723 0.0 3,848 0.0 △ 125 △ 3.2

13 需用費 2,630,347 3.3 2,626,753 3.6 3,594 0.1

14 役務費 665,882 0.8 562,767 0.8 103,115 18.3

15 備品購入費 1,092,737 1.4 115,322 0.1 977,415 847.6

16 委託料 7,911,900 9.8 5,987,509 8.1 1,924,391 32.1

17 その他 1,084,640 1.3 855,925 1.2 228,715 26.7

18 　維　持　補　修　費 1,122,281 1.4 1,087,974 1.5 34,307 3.2

19 　扶　　助　　費 14,848,290 18.4 13,980,301 19.0 867,989 6.2

20 　補　助　費　等 11,156,121 13.8 10,514,392 14.3 641,729 6.1

21 負担金・寄附金 351,403 0.4 405,730 0.5 △ 54,327 △ 13.4

22 補助金 5,781,551 7.2 4,616,364 6.3 1,165,187 25.2

23 その他 5,023,167 6.2 5,492,298 7.5 △ 469,131 △ 8.5

24 　普通建設事業費 10,434,010 12.9 7,939,142 10.8 2,494,868 31.4

25 補助事業 2,308,597 2.9 3,869,786 5.3 △ 1,561,189 △ 40.3

26 単独事業 7,932,124 9.8 3,894,777 5.3 4,037,347 103.7

27 県事業負担金 193,289 0.2 174,579 0.2 18,710 10.7

28 　災害復旧事業費 87,897 0.1 230,946 0.3 △ 143,049 △ 61.9

29 　公　　債　　費 8,248,521 10.2 8,415,056 11.4 △ 166,535 △ 2.0

30 　積　　立　　金 176,822 0.2 190,025 0.2 △ 13,203 △ 6.9

31 　投資　及び　出資金 972,041 1.2 1,126,866 1.5 △ 154,825 △ 13.7

32 　貸　　付　　金 2,188,960 2.7 2,491,020 3.4 △ 302,060 △ 12.1

33 　繰　　出　　金 5,463,081 6.8 5,428,470 7.3 34,611 0.6

34 　予　　備　　費 74,782 0.1 50,000 0.1 24,782 49.6

35 80,770,000 100.0 73,670,000 100.0 7,100,000 9.6

1,255,006 3.7
(人件費、扶助費、公債費）

令和7年度当初予算性質別比較表 2025/3/25

合        計

義　務　的　経　費
35,562,159 44.0 34,307,153 46.6
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　　　令和7年度当初予算節別比較表

令和7年度　Ａ 令和6年度　Ｂ 増減額 Ａ-Ｂ 増減率
1 報酬 1,831,421 1,548,468 282,953 18.3

2 給料 4,750,707 4,710,580 40,127 0.9

3 職員手当等 4,090,950 3,889,878 201,072 5.2

4 共済費 1,948,460 1,859,808 88,652 4.8

5 災害補償費 3,034 3,008 26 0.9

6 恩給及び退職年金 0 1,133 △ 1,133 △ 100.0

7 報償費 1,093,652 926,724 166,928 18.0

8 旅費 156,416 160,609 △ 4,193 △ 2.6

9 交際費 3,723 3,848 △ 125 △ 3.2

10 需用費 3,156,456 3,198,170 △ 41,714 △ 1.3

11 役務費 709,011 605,409 103,602 17.1

12 委託料 12,806,554 9,801,652 3,004,902 30.7

13 使用料及び賃借料 1,100,106 869,309 230,797 26.5

14 工事請負費 6,051,768 5,695,146 356,622 6.3

15 原材料費 9,315 54,206 △ 44,891 △ 82.8

16 公有財産購入費 790,670 244,744 545,926 223.1

17 備品購入費 1,556,790 482,724 1,074,066 222.5

18 負担金補助及び交付金 13,125,736 12,177,328 948,408 7.8

19 扶助費 11,910,762 10,996,870 913,892 8.3

20 貸付金 2,188,960 2,491,020 △ 302,060 △ 12.1

21 補償補填及び賠償金 62,616 151,166 △ 88,550 △ 58.6

22 償還金利子及び割引料 8,345,596 8,523,283 △ 177,687 △ 2.1

23 投資及び出資金 972,041 1,126,866 △ 154,825 △ 13.7

24 積立金 176,822 190,025 △ 13,203 △ 6.9

26 公課費 5,335 5,011 324 6.5

27 繰出金 3,848,317 3,903,015 △ 54,698 △ 1.4

98 予備費 74,782 50,000 24,782 49.6

80,770,000 73,670,000 7,100,000 9.6

需用費の比較
令和7年度　Ａ 令和6年度　Ｂ 増減額 Ａ-Ｂ 増減率

1 消耗品費 360,363 337,224 23,139 6.9

2 燃料費 236,992 242,502 △ 5,510 △ 2.3

3 食糧費 9,394 10,203 △ 809 △ 7.9

4 印刷製本費 143,012 124,166 18,846 15.2

5 光熱水費 1,226,966 1,319,697 △ 92,731 △ 7.0

6 修繕料 465,630 483,395 △ 17,765 △ 3.7

7 賄材料費 713,362 680,246 33,116 4.9

8 医薬材料費 737 737 0 0.0

3,156,456 3,198,170 △ 41,714 △ 1.3

    

役務費の比較
令和7年度　Ａ 令和6年度　Ｂ 増減額 Ａ-Ｂ 増減率

1 通信運搬費 509,707 433,549 76,158 17.6

2 広告料 18,896 8,823 10,073 114.2

3 手数料 138,779 122,905 15,874 12.9

4 筆耕翻訳料 1,340 1,130 210 18.6

5 保険料 40,289 39,002 1,287 3.3

709,011 605,409 103,602 17.1

    

（単位：千円・％）

細  節

合  計

（単位：千円・％）

節

合計

（単位：千円・％）

細  節

合  計
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・
令
和
７
年
度
当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
主
な
重
点
事
業
に
つ
い
て
、
総
合
計
画
の
「
未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
、

「
施
策
の
大
綱
」
に
基
づ
き
分
類
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

・
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
お
い
て
今
後
５
年
間
で
特
に
重
視
す
べ
き
視
点
を
「
５
つ
の
加
速
化
ア
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て

位
置
付
け
て
お
り
、
主
な
重
点
事
業
の
う
ち
該
当
す
る
事
業
に
は
、
項
目
名
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
当
初
予
算

主
な
重
点
事
業
に
つ
い
て

①
若
者
・
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り

②
S
D
G
s未
来
都
市
の
実
現

③
産
業
振
興
と
人
材
育
成

④
定
住
・
交
流
人
口
の
拡
大

⑤
総
合
的
な
デ
ジ
タ
ル
化
戦
略
の
推
進

特
に
重
視
す
べ
き
視
点
と
位
置
付
け
、

取
組
を
更
に
加
速
化

分
野
別
の
基
本
方
針
７
つ
の
施
策
の
大
綱

--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
-

暮
ら
し
と
防
災
、
福
祉
と
医
療
、
農
林
水
産
業
な
ど
分
野
別
に
取
り
組
む
施
策

分
野
横
断
・
連
携
の
取
組
７
つ
の
未
来
創
造
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--

個
々
の
施
策
だ
け
で
は
解
決
が
難
し
い
課
題
や
部
署
横
断
で
取
り
組
む

こ
と
で
相
乗
効
果
が
期
待
さ
れ
る
施
策

5
つ
の

加
速
化

ア
ク
シ
ョ
ン

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
構
成
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令
和
７
年
度
当
初
予
算
　
主
な
重
点
事
業

★
　

・
・

・
・

　
新

規
・

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

事
業

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

項
目

事
業

名
事

業
費

（
千

円
）

事
業

内
容

款
項

目
加

速
化

ア
ク

シ
ョ

ン

１
 総

合
計
画
　
未
来

創
造

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

主
な

関
連

事
業

）

1
（

1
）

若
者

・
子

育
て

世
代

応
援

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

婚
活

支
援

事
業

　
★

3
2
,
5
6
3

　
国

の
制

度
を

活
用

し
、

結
婚

に
伴

う
新

生
活

の
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

費
用

を
支

援
す

る
ほ

か
、

「
つ

る
お

か
婚

シ
ェ

ル
ジ

ュ
」

の
活

動
を

支
援

す
る

。
　

ま
た

、
県

で
運

用
し

て
い

る
「

A
i
ナ

ビ
や

ま
が

た
」

（
A
I
マ

ッ
チ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

）
へ

の
登

録
料

を
支

援
す

る
ほ

か
、

「
つ

る
お

か
恋

す
る

一
句

」
（

写
真

付
き

川
柳

）
を

募
集

し
、

入
賞

作
品

を
カ

レ
ン

ダ
ー

、
ポ

ス
タ

ー
等

に
活

用
す

る
な

ど
、

社
会

全
体

で
結

婚
を

支
援

す
る

環
境

づ
く

り
を

行
う

。

2
1

7

2
生

殖
補

助
医

療
費

助
成

事
業

5
,
0
8
5
　

生
殖

補
助

医
療

（
体

外
受

精
・

顕
微

授
精

等
）

を
受

け
る

夫
婦

に
対

し
、

経
済

的
負

担
を

軽
減

し
治

療
を

受
け

や
す

く
す

る
た

め
、

先
進

医
療

を
含

め
た

保
険

適
用

後
の

自
己

負
担

額
の

一
部

を
助

成
す

る
。

4
１

1
①

若
者

・
子

育
て

3
妊

婦
の

た
め

の
支

援
給

付
事

業
5
7
,
6
5
1
　

妊
産

婦
に

対
し

、
妊

娠
届

出
時

及
び

出
産

後
の

乳
児

家
庭

訪
問

時
の

面
談

後
に

各
5
万

円
を

給
付

す
る

「
経

済
的

支
援

」
と

面
談

や
継

続
的

な
情

報
発

信
を

通
じ

て
必

要
な

支
援

に
つ

な
ぐ

「
伴

走
型

相
談

支
援

」
を

一
体

的
に

実
施

す
る

。
3

2
5

4
母

子
保

健
相

談
支

援
事

業
（

子
育

て
世

帯
訪

問
支

援
事

業
）

7
5
9
　

家
事

、
育

児
等

に
対

し
て

不
安

や
負

担
を

抱
え

る
子

育
て

家
庭

、
妊

産
婦

、
ヤ

ン
グ

ケ
ア

ラ
ー

等
に

無
償

又
は

低
額

で
家

事
支

援
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

を
行

う
。

3
2

5
①

若
者

・
子

育
て

5
妊

婦
健

康
診

査
・

家
庭

子
育

て
機

能
育

成
事

業
（

妊
婦

歯
科

健
康

診
査

業
務

）
1
,
3
5
4
　

妊
婦

歯
科

健
診

を
無

料
で

実
施

し
、

妊
婦

の
歯

科
口

腔
の

健
康

保
持

を
図

る
。

4
1

1

6
妊

婦
健

康
診

査
・

家
庭

子
育

て
機

能
育

成
事

業
 
★

（
産

婦
健

康
診

査
助

成
事

業
）

3
,
3
9
0
　

産
後

の
初

期
段

階
に

お
け

る
母

子
へ

の
支

援
を

強
化

す
る

た
め

、
産

後
2
週

間
及

び
産

後
1
か

月
の

健
康

診
査

費
用

を
助

成
す

る
。

4
1

1

7
乳

幼
児

健
康

診
査

・
健

康
教

育
事

業
　

★
（

1
か

月
児

健
康

診
査

助
成

事
業

）
2
,
2
6
0
　

産
後

の
初

期
段

階
に

お
け

る
母

子
へ

の
支

援
を

強
化

す
る

た
め

、
乳

児
の

1
か

月
健

康
診

査
費

用
を

助
成

す
る

。
4

1
1

8
子

育
て

支
援

医
療

給
付

事
業

（
1
8
歳

ま
で

の
医

療
費

無
償

化
）

5
4
6
,
6
3
9
　

子
ど

も
の

医
療

費
を

1
8
歳

ま
で

無
償

化
す

る
。

4
1

4
①

若
者

・
子

育
て

- 8 -
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令
和
７
年
度
当
初
予
算
　
主
な
重
点
事
業

★
　

・
・

・
・

　
新

規
・

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

事
業

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

項
目

事
業

名
事

業
費

（
千

円
）

事
業

内
容

款
項

目
加

速
化

ア
ク

シ
ョ

ン

1
7
（

1
）

若
者

・
子

育
て

世
代

応
援

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

奨
学

金
返

済
支

援
事

業
3
0
,
7
5
0
　

県
の

奨
学

金
返

還
支

援
事

業
に

上
乗

せ
す

る
本

市
独

自
の

「
つ

る
お

か
エ

ー
ル

奨
学

金
返

済
支

援
事

業
」

に
よ

り
支

援
を

行
い

、
若

者
の

地
元

回
帰

や
地

元
就

職
を

促
進

す
る

。
2

1
6

①
若

者
・

子
育

て

1
8

若
者

つ
な

が
り

促
進

事
業

2
,
0
5
0
　

本
市

公
式

Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ

及
び

イ
ン

ス
タ

グ
ラ

ム
を

活
用

し
、

就
職

や
進

学
に

よ
る

本
市

か
ら

の
転

出
者

に
対

し
て

プ
ッ

シ
ュ

型
で

就
職

支
援

や
移

住
定

住
に

関
す

る
情

報
提

供
を

行
い

、
若

い
世

代
の

地
元

回
帰

を
促

進
す

る
。

2
1

6
①

若
者

・
子

育
て

1
9

若
者

地
元

定
着

・
回

帰
促

進
事

業
　

★
（

大
学

生
等

就
業

マ
ッ

チ
ン

グ
推

進
事

業
補

助
金

）
（

U
I
タ

ー
ン

就
職

希
望

者
実

態
調

査
）

8
,
6
9
7

　
若

者
の

地
元

定
着

・
地

元
回

帰
を

促
進

す
る

た
め

、
地

元
大

学
生

向
け

の
若

手
社

員
と

の
交

流
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

や
長

期
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
な

ど
を

実
施

す
る

ほ
か

、
「

つ
る

お
か

仕
事

ナ
ビ

」
の

コ
ン

テ
ン

ツ
充

実
及

び
掲

載
企

業
の

拡
大

、
U
I
タ

ー
ン

就
職

希
望

者
へ

の
就

職
活

動
に

関
す

る
実

態
調

査
を

行
う

。

5
1

1
①

若
者

・
子

育
て

2
0

地
域

住
宅

活
性

化
事

業
　

★
（

地
域

住
宅

活
性

化
事

業
補

助
金

）
6
,
0
0
0
　

つ
る

お
か

住
宅

活
性

化
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

行
う

鶴
岡

産
木

材
を

使
用

し
た

「
つ

る
お

か
住

宅
」

の
新

築
を

支
援

す
る

当
該

補
助

金
に

つ
い

て
、

移
住

世
帯

や
新

婚
・

子
育

て
世

帯
に

対
し

て
加

算
措

置
を

行
っ

て
い

る
が

、
令

和
7
年

度
は

新
た

に
、

中
心

市
街

地
の

場
合

の
加

算
措

置
を

設
け

る
。

8
7

1
①

若
者

・
子

育
て

④
定

住
・

交
流

人
口

2
1

地
域

住
宅

活
性

化
事

業
　

★
（

地
域

住
宅

リ
フ

ォ
ー

ム
支

援
事

業
補

助
金

）
8
4
,
0
0
0

　
住

宅
の

リ
フ

ォ
ー

ム
工

事
を

支
援

す
る

当
該

補
助

金
に

つ
い

て
、

移
住

世
帯

や
新

婚
・

子
育

て
世

帯
に

対
し

て
補

助
率

、
上

限
額

を
優

遇
す

る
ほ

か
、

移
住

世
帯

に
よ

る
空

き
家

の
リ

フ
ォ

ー
ム

に
対

す
る

特
別

枠
を

設
け

て
い

る
が

、
令

和
7
年

度
は

新
た

に
、

中
心

市
街

地
の

場
合

の
特

別
枠

を
設

け
る

。

8
7

1
①

若
者

・
子

育
て

④
定

住
・

交
流

人
口

2
2
（

2
）

全
世

代
全

対
象

型
地

域
包

括
ケ

ア
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
地

域
医

療
推

進
事

業
8
,
9
2
2

　
地

域
医

療
市

民
勉

強
会

を
継

続
的

に
実

施
し

、
地

域
の

医
療

に
関

す
る

理
解

を
深

め
る

と
と

も
に

、
市

民
一

人
ひ

と
り

が
医

療
に

つ
い

て
主

体
的

に
考

え
る

こ
と

を
通

し
て

、
医

療
を

地
域

全
体

で
支

え
る

地
域

づ
く

り
を

推
進

す
る

。
ま

た
、

地
域

の
医

療
機

関
の

連
携

を
推

進
し

、
良

質
か

つ
安

定
的

な
地

域
医

療
体

制
の

構
築

に
向

け
て

取
り

組
む

。

3
1

1
②

S
D
G
s

2
3

地
域

福
祉

計
画

策
定

事
業

　
★

3
,
5
9
8
　

市
民

、
学

識
経

験
者

、
福

祉
・

保
健

・
医

療
関

係
者

等
に

よ
る

「
地

域
福

祉
計

画
策

定
委

員
会

」
を

開
催

し
、

研
究

機
関

と
と

も
に

令
和

3
年

度
策

定
の

現
計

画
の

評
価

や
住

民
座

談
会

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
通

し
て

課
題

等
を

把
握

、
整

理
し

て
次

期
地

域
福

祉
計

画
を

策
定

す
る

。
3

1
1

2
4

避
難

行
動

要
支

援
者

個
別

避
難

計
画

作
成

支
援

事
業

3
,
9
0
1
　

災
害

時
の

避
難

に
支

援
が

必
要

な
人

の
個

別
避

難
計

画
に

つ
い

て
、

福
祉

専
門

職
の

参
画

に
よ

り
町

内
会

等
の

負
担

を
軽

減
し

、
計

画
作

成
を

促
進

す
る

。
3

1
1

②
S
D
G
s

2
5

重
層

的
支

援
体

制
整

備
事

業
　

★
2
8
,
3
9
4
　

地
域

住
民

の
複

合
・

複
雑

化
し

た
支

援
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
包

括
的

な
支

援
体

制
を

整
備

す
る

た
め

、
対

象
者

の
属

性
を

問
わ

な
い

相
談

支
援

、
多

様
な

参
加

支
援

、
地

域
づ

く
り

に
向

け
た

支
援

を
一

体
的

に
行

う
重

層
的

支
援

体
制

整
備

事
業

を
令

和
7
年

度
か

ら
本

格
実

施
す

る
。

3
1

1
②

S
D
G
s
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令
和
７
年
度
当
初
予
算
　
主
な
重
点
事
業

★
　

・
・

・
・

　
新

規
・

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

事
業

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

項
目

事
業

名
事

業
費

（
千

円
）

事
業

内
容

款
項

目
加

速
化

ア
ク

シ
ョ

ン

2
6
（

2
）

全
世

代
全

対
象

型
地

域
包

括
ケ

ア
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
孤

独
・

孤
立

対
策

推
進

事
業

4
7
0
　

深
刻

化
す

る
孤

独
・

孤
立

問
題

に
対

応
す

る
支

援
体

制
を

整
備

し
、

孤
独

・
孤

立
を

予
防

す
る

地
域

づ
く

り
を

推
進

す
る

た
め

、
研

修
会

や
孤

立
防

止
サ

ポ
ー

タ
ー

の
養

成
に

取
り

組
む

。
3

1
1

②
S
D
G
s

2
7

地
域

の
福

祉
力

強
化

推
進

事
業

8
6
1
　

地
域

課
題

の
解

決
力

の
強

化
を

図
る

た
め

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
研

修
を

行
う

。
3

1
1

②
S
D
G
s

2
8

生
活

困
窮

者
自

立
支

援
事

業
3
9
,
3
4
2
　

生
活

困
窮

者
自

立
支

援
法

に
基

づ
き

、
生

活
困

窮
者

に
対

し
自

立
相

談
支

援
事

業
及

び
就

労
準

備
支

援
事

業
（

就
農

訓
練

を
含

む
。

）
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

子
ど

も
の

学
習

支
援

事
業

を
継

続
実

施
す

る
。

3
1

1

2
9

ひ
き

こ
も

り
支

援
事

業
　

★
1
1
,
4
0
0
　

ひ
き

こ
も

り
に

関
す

る
相

談
窓

口
の

設
置

や
本

人
、

家
族

の
居

場
所

づ
く

り
な

ど
に

新
た

に
取

り
組

む
。

3
1

1
②

S
D
G
s

3
0

医
療

的
ケ

ア
児

者
等

支
援

事
業

2
5
,
9
9
6

　
医

療
的

ケ
ア

児
を

看
護

し
て

い
る

家
庭

が
、

自
宅

以
外

の
場

所
及

び
医

療
保

険
の

適
用

時
間

を
超

え
て

看
護

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。

ま
た

、
医

療
的

ケ
ア

児
の

入
浴

環
境

を
確

保
す

る
た

め
、

特
殊

浴
槽

を
整

備
し

て
い

る
通

所
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

と
訪

問
入

浴
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

の
報

酬
に

加
算

措
置

を
設

け
る

。

3
1

5
②

S
D
G
s

3
1

障
害

者
施

策
推

進
事

業
1
,
5
1
5

　
障

害
者

の
様

々
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

た
め

、
関

係
す

る
各

種
の

機
関

・
団

体
、

相
談

支
援

事
業

者
、

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
等

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（

自
立

支
援

協
議

会
）

を
活

性
化

す
る

と
と

も
に

、
医

療
的

ケ
ア

児
を

介
護

す
る

家
族

の
交

流
事

業
や

障
害

福
祉

制
度

の
周

知
な

ど
を

行
い

、
障

害
福

祉
施

策
の

充
実

を
図

る
。

3
1

1

3
2

在
宅

介
護

サ
ー

ビ
ス

提
供

体
制

確
保

事
業

　
★

2
4
,
4
5
0
　

遠
隔

地
に

訪
問

し
在

宅
介

護
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

事
業

所
に

対
し

、
燃

料
費

等
を

支
援

す
る

。
3

1
4

3
3

生
活

支
援

体
制

整
備

事
業

4
8
,
8
6
5

　
各

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

に
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

配
置

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
の

社
会

資
源

を
掘

り
起

こ
し

、
生

活
課

題
の

解
決

を
図

る
。

ま
た

、
他

の
地

域
づ

く
り

関
係

者
と

連
携

し
、

不
足

す
る

サ
ー

ビ
ス

の
創

出
に

向
け

働
き

か
け

を
行

い
、

住
民

同
士

の
支

え
合

い
に

よ
る

地
域

づ
く

り
の

取
組

を
推

進
す

る
。

3
1

4
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令
和
７
年
度
当
初
予
算
　
主
な
重
点
事
業

★
　

・
・

・
・

　
新

規
・

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

事
業

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

項
目

事
業

名
事

業
費

（
千

円
）

事
業

内
容

款
項

目
加

速
化

ア
ク

シ
ョ

ン

3
4
（

2
）

全
世

代
全

対
象

型
地

域
包

括
ケ

ア
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
成

年
後

見
制

度
中

核
機

関
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

機
能

強
化

事
業

2
,
7
0
0

3
1

4

3
5

成
年

後
見

制
度

利
用

支
援

事
業

3
,
5
4
1

3
6
（

3
）

食
文

化
・

食
産

業
創

造
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

食
文

化
創

造
都

市
推

進
事

業
　

★
（

海
外

ユ
ネ

ス
コ

創
造

都
市

と
の

学
び

の
交

流
事

業
）

7
,
3
9
4
　

海
外

ユ
ネ

ス
コ

創
造

都
市

と
の

交
流

を
深

め
、

食
・

食
文

化
の

「
学

び
」

を
テ

ー
マ

と
し

た
相

互
交

流
の

促
進

や
交

流
人

口
の

拡
大

を
図

る
。

2
1

6
④

定
住

・
交

流
人

口

3
7

食
文

化
創

造
都

市
推

進
事

業
（

鶴
岡

ふ
う

ど
ガ

イ
ド

活
動

促
進

事
業

）
1
,
4
7
6
　

ガ
ス

ト
ロ

ノ
ミ

ー
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
推

進
に

向
け

て
、

食
や

食
文

化
の

魅
力

を
発

信
す

る
「

鶴
岡

ふ
う

ど
ガ

イ
ド

」
を

育
成

し
、

交
流

人
口

の
拡

大
や

満
足

度
の

向
上

を
図

る
。

2
1

6
④

定
住

・
交

流
人

口

3
8

食
文

化
創

造
都

市
推

進
事

業
　

★
（

つ
る

お
か

在
来

作
物

未
来

継
承

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

事
業

）
6
7
4

　
在

来
作

物
の

継
承

に
向

け
て

、
「

つ
る

お
か

在
来

作
物

未
来

継
承

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
を

立
ち

上
げ

、
生

産
者

及
び

関
係

者
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

と
課

題
解

決
の

た
め

の
講

習
会

等
を

開
催

す
る

と
と

も
に

、
在

来
作

物
の

需
要

創
出

に
向

け
、

市
民

へ
の

周
知

を
目

的
と

し
た

収
穫

体
験

や
料

理
教

室
を

開
催

す
る

。

2
1

6

3
9

食
文

化
創

造
都

市
推

進
事

業
　

★
（

次
世

代
料

理
人

コ
ン

ペ
テ

ィ
シ

ョ
ン

の
開

催
）

2
,
9
0
0
　

次
世

代
料

理
人

コ
ン

ペ
テ

ィ
シ

ョ
ン

を
開

催
し

、
料

理
人

の
自

己
研

鑽
の

機
会

を
設

け
る

と
と

も
に

、
鶴

岡
市

の
食

・
食

文
化

の
情

報
発

信
を

図
る

。
2

1
6

③
産

業
振

興
と

人
材

育
成

4
0

食
文

化
創

造
都

市
推

進
事

業
　

★
（

つ
る

お
か

ふ
う

ど
マ

ル
シ

ェ
開

催
事

業
）

8
7
8
　

食
文

化
情

報
発

信
拠

点
で

あ
る

Ｆ
Ｏ

Ｏ
Ｄ

Ｅ
Ｖ

Ｅ
Ｒ

に
お

い
て

、
つ

る
お

か
ふ

う
ど

マ
ル

シ
ェ

を
定

期
的

に
開

催
し

、
交

流
人

口
の

拡
大

及
び

鶴
岡

市
の

食
・

食
文

化
の

情
報

発
信

を
図

る
。

2
1

6
④

定
住

・
交

流
人

口

4
1

循
環

型
農

業
拡

大
推

進
事

業
（

学
校

給
食

有
機

米
提

供
事

業
補

助
金

）
3
5
9
　

将
来

を
担

う
子

ど
も

た
ち

に
有

機
農

業
等

の
環

境
に

配
慮

し
た

農
業

へ
の

理
解

を
深

め
て

も
ら

う
た

め
、

市
内

小
中

学
校

の
学

校
給

食
に

鶴
岡

産
有

機
米

を
提

供
す

る
。

6
1

4

4
2

循
環

型
農

業
拡

大
推

進
事

業
　

★
（

有
機

・
循

環
型

農
業

支
援

事
業

補
助

金
）

2
2
,
5
0
4

　
藤

島
エ

コ
有

機
セ

ン
タ

ー
や

羽
黒

高
品

質
堆

肥
製

造
施

設
の

管
理

運
営

を
行

う
と

と
も

に
、

農
産

物
認

証
事

業
や

学
校

給
食

有
機

米
提

供
事

業
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

有
機

農
業

や
堆

肥
散

布
等

の
循

環
型

農
業

に
取

り
組

む
農

業
者

の
機

械
導

入
を

新
た

に
支

援
し

、
有

機
農

業
の

担
い

手
確

保
や

有
機

農
産

物
の

生
産

拡
大

を
図

る
。

6
1

4
③

産
業

振
興

と
人

材
育

成

4
3

在
来

作
物

次
世

代
伝

承
事

業
3
0
0
　

在
来

作
物

を
次

世
代

へ
伝

承
し

、
地

域
資

源
と

し
て

有
効

活
用

を
図

る
た

め
、

種
子

の
継

承
や

品
質

の
向

上
、

消
費

者
へ

の
普

及
啓

発
等

の
取

組
を

支
援

す
る

。
6

1
4

特
別

会
計

（
介

護
）

　
国

の
「

成
年

後
見

制
度

利
用

促
進

基
本

計
画

」
に

基
づ

き
、

成
年

後
見

制
度

中
核

機
関

の
運

営
を

社
会

福
祉

協
議

会
へ

委
託

す
る

。
　

ま
た

、
権

利
擁

護
支

援
検

討
会

議
、

成
年

後
見

制
度

利
用

促
進

連
携

協
議

会
を

開
催

し
、

制
度

の
普

及
及

び
利

用
の

促
進

を
図

る
。
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令
和
７
年
度
当
初
予
算
　
主
な
重
点
事
業

★
　

・
・

・
・

　
新

規
・

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

事
業

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

項
目

事
業

名
事

業
費

（
千

円
）

事
業

内
容

款
項

目
加

速
化

ア
ク

シ
ョ

ン

4
4
（

3
）

食
文

化
・

食
産

業
創

造
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
魚

の
お

い
し

い
ま

ち
鶴

岡
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
推

進
事

業
2
,
2
8
8

　
飲

食
店

・
旅

館
等

で
の

地
魚

の
消

費
拡

大
を

図
る

た
め

、
低

利
用

魚
の

活
用

を
促

進
す

る
。

ま
た

、
一

般
家

庭
で

の
魚

食
文

化
の

普
及

を
図

る
た

め
、

園
児

・
児

童
・

保
護

者
を

対
象

と
す

る
お

魚
教

室
や

お
魚

出
前

教
室

を
開

催
す

る
。

さ
ら

に
、

水
産

物
の

地
産

地
消

を
推

進
す

る
た

め
、

学
校

給
食

へ
の

地
場

産
魚

介
類

の
納

入
支

援
を

行
う

。

6
3

2
③

産
業

振
興

と
人

材
育

成

4
5

魚
の

お
い

し
い

ま
ち

鶴
岡

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

事
業

2
,
5
0
0
　

漁
獲

量
の

減
少

が
続

く
中

で
も

漁
業

収
入

を
確

保
す

る
た

め
、

鮮
魚

店
等

で
の

地
魚

販
売

促
進

と
一

般
家

庭
で

の
魚

食
普

及
に

向
け

た
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
事

業
を

秋
に

実
施

す
る

。
6

3
2

4
6

み
ど

り
の

食
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

緊
急

対
策

事
業

2
,
4
7
5
　

環
境

負
荷

を
低

減
し

持
続

可
能

な
農

業
を

構
築

す
る

た
め

、
有

機
農

業
技

術
講

座
や

先
進

的
省

力
機

材
の

活
用

実
証

、
新

規
で

有
機

J
A
S
に

取
り

組
む

ほ
場

へ
の

支
援

な
ど

を
行

う
。

6
1

4

4
7

農
業

6
次

産
業

化
推

進
事

業
6
4
6
　

農
産

物
の

付
加

価
値

向
上

と
販

路
拡

大
を

図
る

た
め

、
加

工
品

開
発

や
加

工
施

設
の

整
備

な
ど

農
業

の
6
次

産
業

化
に

向
け

た
取

組
を

支
援

す
る

。
6

1
4

③
産

業
振

興
と

人
材

育
成

4
8

鶴
岡

Ｄ
Ｍ

Ｏ
支

援
事

業
（

観
光

地
域

づ
く

り
推

進
補

助
金

）
1
,
1
4
4

　
一

般
社

団
法

人
Ｄ

Ｅ
Ｇ

Ａ
Ｍ

鶴
岡

ツ
ー

リ
ズ

ム
ビ

ュ
ー

ロ
ー

（
以

下
「

Ｄ
Ｅ

Ｇ
Ａ

Ｍ
」

）
が

実
施

す
る

旅
行

商
品

開
発

や
地

域
と

連
携

し
た

コ
ン

テ
ン

ツ
の

造
成

に
係

る
取

組
を

支
援

し
、

食
文

化
体

験
イ

ベ
ン

ト
や

「
詣

で
る

 
つ

か
る

 
頂

き
ま

す
」

を
核

と
し

て
「

ガ
ス

ト
ロ

ノ
ミ

ー
ツ

ー
リ

ズ
ム

」
の

推
進

を
図

る
。

7
1

4
④

定
住

・
交

流
人

口

4
9

ビ
ス

ト
ロ

下
水

道
調

査
検

討
事

業
1
6
,
0
0
0

　
下

水
道

の
処

理
水

や
消

化
ガ

ス
の

余
剰

熱
な

ど
を

有
効

利
用

し
、

飼
料

用
米

や
農

産
物

、
水

産
物

等
の

生
産

に
つ

い
て

実
証

実
験

を
進

め
る

と
と

も
に

、
持

続
可

能
な

食
糧

生
産

と
資

源
の

地
域

内
循

環
を

図
る

。
令

和
7
年

度
は

コ
ン

ポ
ス

ト
使

用
に

よ
る

痩
せ

た
土

地
の

地
力

回
復

や
ア

ユ
養

殖
の

事
業

化
・

民
営

化
を

進
め

る
。

②
S
D
G
s

5
0
（

4
）

産
業

強
化

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
慶

應
義

塾
連

携
協

定
推

進
事

業
3
5
0
,
4
3
5
　

第
6
期

の
三

者
協

定
に

基
づ

き
、

慶
應

先
端

研
の

研
究

教
育

活
動

に
対

し
、

県
と

協
調

し
て

支
援

す
る

。
2

1
6

③
産

業
振

興
と

人
材

育
成

5
1

が
ん

メ
タ

ボ
ロ

ー
ム

研
究

推
進

事
業

9
7
,
0
2
0
　

庄
内

地
域

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

が
、

国
立

が
ん

研
究

セ
ン

タ
ー

及
び

慶
應

先
端

研
と

連
携

し
て

行
う

が
ん

メ
タ

ボ
ロ

ー
ム

研
究

活
動

や
、

が
ん

・
生

活
習

慣
病

な
ど

の
評

価
法

の
確

立
な

ど
を

目
指

す
が

ん
地

域
医

療
モ

デ
ル

構
築

の
取

組
を

県
と

協
調

し
て

支
援

す
る

。
2

1
6

5
2

企
業

立
地

促
進

事
業

　
★

2
9
0
,
7
2
3
　

新
た

な
産

業
団

地
を

は
じ

め
、

本
市

へ
の

投
資

拡
大

を
促

進
す

る
た

め
、

企
業

の
新

規
立

地
や

設
備

投
資

を
支

援
す

る
新

た
な

助
成

制
度

を
創

設
す

る
ほ

か
、

既
存

の
事

業
場

設
置

助
成

金
の

補
助

上
限

額
を

引
き

上
げ

る
。

7
1

2
③

産
業

振
興

と
人

材
育

成

企
業

会
計

（
下

水
道

）
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令
和
７
年
度
当
初
予
算
　
主
な
重
点
事
業

★
　

・
・

・
・

　
新

規
・

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

事
業

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

項
目

事
業

名
事

業
費

（
千

円
）

事
業

内
容

款
項

目
加

速
化

ア
ク

シ
ョ

ン

5
3
（

4
）

産
業

強
化

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
産

業
団

地
開

発
推

進
事

業
6
6
2
,
2
9
7
　

開
発

業
務

を
鶴

岡
市

開
発

公
社

に
委

託
し

て
い

る
新

た
な

産
業

団
地

整
備

に
つ

い
て

、
令

和
7
年

度
は

造
成

工
事

等
を

行
う

。
7

1
2

③
産

業
振

興
と

人
材

育
成

5
4

地
方

大
学

・
地

域
産

業
創

生
事

業
 
★

4
4
1
,
2
3
0

　
食

文
化

創
造

都
市

鶴
岡

に
ガ

ス
ト

ロ
ノ

ミ
ッ

ク
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
主

導
す

る
研

究
開

発
拠

点
を

構
築

し
、

そ
こ

か
ら

生
ま

れ
る

新
食

材
や

技
術

の
活

用
に

よ
る

産
業

の
創

出
を

図
る

。
そ

の
実

現
の

た
め

、
山

形
大

学
農

学
部

と
慶

應
先

端
研

と
が

連
携

し
て

研
究

開
発

と
専

門
人

材
の

育
成

を
行

い
 
、

拠
点

に
お

け
る

研
究

開
発

力
の

強
化

と
専

門
研

究
人

材
の

集
積

を
図

る
。

2
1

6
③

産
業

振
興

と
人

材
育

成

5
5

新
産

業
創

出
地

域
基

盤
事

業
4
,
7
0
9

　
慶

應
先

端
研

の
高

度
な

研
究

機
能

・
成

果
を

生
か

し
た

地
元

企
業

と
の

共
同

研
究

及
び

新
産

業
の

開
拓

を
進

め
る

ほ
か

、
慶

應
先

端
研

と
連

携
し

た
各

種
事

業
、

バ
イ

オ
産

業
の

集
積

に
向

け
た

取
組

を
進

め
る

。
ま

た
、

鶴
岡

サ
イ

エ
ン

ス
パ

ー
ク

の
地

域
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

地
元

企
業

と
の

連
携

強
化

を
図

る
イ

ベ
ン

ト
や

産
学

官
連

携
強

化
に

資
す

る
取

組
へ

の
支

援
を

行
う

。

2
1

6

5
6

創
業

支
援

事
業

　
★

3
0
,
0
0
0
　

新
規

創
業

者
、

移
住

開
業

者
等

の
開

業
を

支
援

す
る

新
規

創
業

促
進

助
成

金
に

つ
い

て
、

事
業

内
容

等
に

応
じ

た
新

た
な

支
援

メ
ニ

ュ
ー

を
設

け
る

。
ま

た
、

令
和

6
年

度
に

引
き

続
き

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
を

支
援

す
る

。
7

1
2

③
産

業
振

興
と

人
材

育
成

5
7

公
共

下
水

道
事

業
（

雨
水

対
策

）
5
1
7
,
5
9
4
　

特
に

中
央

工
業

団
地

内
の

雨
水

対
策

工
事

の
進

捗
を

図
り

、
安

全
・

安
心

な
企

業
の

活
動

基
盤

を
整

備
す

る
。

5
8
（

5
）

城
下

町
つ

る
お

か
リ

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
中

心
市

街
地

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

推
進

事
業

　
★

3
6
,
8
1
2
　

今
後

の
街

路
整

備
の

在
り

方
を

検
討

す
る

た
め

、
銀

座
通

り
で

の
パ

ー
ク

レ
ッ

ト
化

の
社

会
実

験
や

交
通

環
境

の
変

化
に

対
応

し
た

調
査

・
検

証
を

行
う

。
ま

た
、

老
朽

化
し

た
Ｄ

ａ
ｄ

ａ
広

場
を

改
修

し
、

中
心

市
街

地
の

賑
わ

い
創

出
を

図
る

。
8

5
1

④
定

住
・

交
流

人
口

5
9

中
心

市
街

地
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
推

進
事

業
　

★
（

ま
ち

な
か

住
環

境
整

備
応

援
補

助
金

）
3
,
0
0
0
　

中
心

市
街

地
の

空
き

地
・

空
き

家
を

解
消

し
、

居
住

促
進

を
図

る
た

め
、

小
規

模
な

区
画

再
編

を
行

う
事

業
者

に
対

し
て

支
援

を
行

う
。

8
5

1
④

定
住

・
交

流
人

口

6
0

地
域

ま
ち

づ
く

り
未

来
事

業
（

羽
黒

）
　

★
（

手
向

地
区

持
続

可
能

な
歴

史
ま

ち
づ

く
り

推
進

事
業

）
6
,
0
6
6
　

手
向

地
区

ま
ち

な
み

景
観

形
成

事
業

に
お

け
る

建
物

所
有

者
の

住
所

要
件

を
廃

止
す

る
ほ

か
、

世
界

の
持

続
可

能
な

観
光

地
T
O
P
1
0
0
選

に
選

定
さ

れ
た

手
向

地
区

の
持

続
可

能
な

ま
ち

づ
く

り
の

推
進

に
向

け
た

調
査

、
研

修
等

を
行

う
。

8
5

2
④

定
住

・
交

流
人

口

企
業

会
計

（
下

水
道

）
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令
和
７
年
度
当
初
予
算
　
主
な
重
点
事
業

★
　

・
・

・
・

　
新

規
・

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

事
業

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

項
目

事
業

名
事

業
費

（
千

円
）

事
業

内
容

款
項

目
加

速
化

ア
ク

シ
ョ

ン

6
1
（

5
）

城
下

町
つ

る
お

か
リ

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
鶴

岡
市

歴
史

的
風

致
維

持
向

上
計

画
事

業
　

★
1
2
,
4
6
0

　
歴

史
的

・
文

化
的

資
源

の
特

性
を

活
か

し
た

魅
力

あ
る

ま
ち

づ
く

り
を

推
進

す
る

た
め

、
令

和
5

年
度

か
ら

1
0
か

年
を

計
画

期
間

と
す

る
「

鶴
岡

市
歴

史
的

風
致

維
持

向
上

計
画

（
第

2
期

）
」

に
基

づ
き

、
各

重
点

区
域

の
整

備
方

針
を

実
現

す
る

た
め

の
歴

史
的

建
造

物
の

調
査

を
行

う
。

　
令

和
7
年

度
は

、
重

点
地

区
の

一
つ

で
あ

る
手

向
地

区
に

地
域

の
歴

史
や

文
化

等
に

関
す

る
サ

イ
ン

看
板

を
設

置
す

る
。

8
5

2
④

定
住

・
交

流
人

口

6
2

空
き

家
対

策
事

業
　

★
9
,
1
0
4
　

空
き

家
管

理
者

に
対

す
る

指
導

・
勧

告
を

強
化

し
、

周
辺

住
民

及
び

財
産

の
安

全
確

保
の

た
め

、
応

急
処

置
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

危
険

空
き

家
等

解
体

補
助

金
に

つ
い

て
、

ま
ち

な
み

形
成

や
ま

ち
づ

く
り

の
取

組
等

に
対

す
る

要
件

緩
和

及
び

加
算

措
置

を
新

た
に

設
け

る
。

4
3

2
④

定
住

・
交

流
人

口

6
3

文
化

財
管

理
保

存
事

業
1
5
,
9
2
1

　
地

域
文

化
の

発
展

に
資

す
る

た
め

、
文

化
財

の
保

存
修

理
及

び
未

指
定

文
化

財
調

査
を

推
進

す
る

。
　

令
和

7
年

度
は

、
安

倍
家

住
宅

の
維

持
管

理
・

環
境

整
備

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

鶴
岡

公
園

周
辺

の
未

指
定

文
化

財
調

査
の

報
告

書
を

編
集

製
作

す
る

。

1
0

5
4

6
4

歴
史

的
建

造
物

保
存

事
業

　
★

（
国

史
跡

松
ヶ

岡
開

墾
場

貯
桑

土
蔵

の
保

存
修

理
工

事
等

）
1
2
1
,
0
1
9
　

国
史

跡
松

ヶ
岡

開
墾

場
貯

桑
土

蔵
の

保
存

修
理

工
事

（
令

和
7
年

度
～

令
和

8
年

度
）

、
市

史
跡

「
安

倍
家

住
宅

」
の

屋
根

葺
替

工
事

（
令

和
7
年

度
～

令
和

8
年

度
）

及
び

実
施

設
計

、
県

指
定

文
化

財
「

旧
遠

藤
家

住
宅

」
の

保
存

修
理

工
事

に
向

け
た

実
施

設
計

を
行

う
。

1
0

5
4

6
5

史
跡

松
ヶ

岡
開

墾
場

管
理

運
営

事
業

2
6
,
2
4
5
　

国
史

跡
松

ヶ
岡

開
墾

場
の

維
持

管
理

・
一

般
公

開
を

通
し

て
、

歴
史

的
・

文
化

的
資

源
の

保
存

と
活

用
を

図
る

。
1
0

5
5

6
6
（

6
）

輝
く

女
性

活
躍

推
進

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

男
女

共
同

参
画

推
進

事
業

3
6
3

　
男

女
が

と
も

に
家

庭
や

地
域

、
職

場
で

そ
の

能
力

を
一

層
発

揮
で

き
る

よ
う

、
「

第
2
次

鶴
岡

市
男

女
共

同
参

画
計

画
」

（
令

和
3
年

度
～

令
和

7
年

度
）

の
推

進
を

図
る

。
 
 
令

和
7
年

度
は

、
令

和
8
年

度
か

ら
5
か

年
を

計
画

期
間

と
す

る
「

第
3
次

鶴
岡

市
男

女
共

同
参

画
計

画
」

（
令

和
8
年

度
～

令
和

1
2
年

度
）

を
策

定
す

る
。

2
1

6
②

S
D
G
s

6
7

中
央

公
民

館
市

民
学

習
促

進
事

業
（

女
性

講
座

等
）

9
8
4
　

女
性

の
学

習
意

欲
を

高
め

、
男

女
共

同
参

画
社

会
の

実
現

や
家

庭
支

援
を

目
的

と
し

て
、

か
が

や
き

女
性

塾
、

就
労

支
援

を
は

じ
め

と
す

る
各

種
講

座
等

を
開

催
す

る
。

1
0

5
2

6
8

輝
く

女
性

活
躍

推
進

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
業

5
3
7

　
市

職
員

の
新

規
管

理
職

等
を

対
象

と
す

る
イ

ク
ボ

ス
研

修
会

を
開

催
し

、
仕

事
と

家
庭

生
活

の
両

立
の

重
要

性
に

つ
い

て
の

意
識

付
け

を
行

い
、

全
て

の
職

員
に

と
っ

て
働

き
や

す
い

職
場

環
境

整
備

を
図

る
。

ま
た

、
市

民
の

女
性

を
対

象
と

し
た

「
つ

る
お

か
小

町
C
a
f
é
」

を
開

催
し

、
自

分
ら

し
く

働
き

暮
ら

す
た

め
の

ヒ
ン

ト
を

得
る

交
流

の
場

を
提

供
し

、
総

合
計

画
の

目
指

す
「

み
ん

な
が

暮
し

や
す

い
鶴

岡
」

へ
と

繋
げ

て
い

く
。

2
1

1
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令
和
７
年
度
当
初
予
算
　
主
な
重
点
事
業

★
　

・
・

・
・

　
新

規
・

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

事
業

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

項
目

事
業

名
事

業
費

（
千

円
）

事
業

内
容

款
項

目
加

速
化

ア
ク

シ
ョ

ン

6
9
（

7
）

地
域

国
際

化
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
未

来
都

市
推

進
事

業
1
,
1
8
3
　

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

未
来

都
市

と
し

て
、

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

の
普

及
啓

発
を

行
う

と
と

も
に

、
企

業
や

団
体

等
の

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

の
達

成
に

向
け

た
取

組
を

後
押

し
す

る
た

め
、

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

宣
言

登
録

制
度

「
つ

る
お

か
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
推

進
パ

ー
ト

ナ
ー

」
に

よ
り

、
官

民
連

携
の

取
組

を
推

進
す

る
。

2
1

6
②

S
D
G
s

7
0

こ
こ

ろ
の

健
康

づ
く

り
推

進
事

業
4
,
3
9
1
　

市
民

の
自

殺
予

防
に

対
す

る
意

識
向

上
と

相
互

理
解

を
深

め
る

た
め

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
し

、
普

及
啓

発
活

動
や

こ
こ

ろ
の

健
康

相
談

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

ハ
イ

リ
ス

ク
者

や
ひ

き
こ

も
り

の
若

者
に

対
し

て
個

別
相

談
支

援
を

実
施

す
る

。
4

1
3

7
1

森
林

文
化

都
市

構
想

推
進

事
業

7
2
9
　

森
林

学
習

・
体

感
講

座
「

つ
る

お
か

森
の

時
間

」
や

「
つ

る
お

か
森

の
散

歩
道

」
の

見
直

し
な

ど
の

各
種

事
業

を
展

開
し

、
貴

重
な

地
域

資
源

で
あ

る
森

林
環

境
の

活
用

を
推

進
す

る
。

4
3

2

7
2

庄
内

自
然

博
物

園
構

想
推

進
事

業
　

★
3
6
,
3
5
3

　
県

内
初

の
「

庄
内

セ
ブ

ン
の

森
」

協
定

に
基

づ
き

、
都

沢
湿

地
の

さ
ら

な
る

活
用

を
行

う
と

と
も

に
、

県
内

唯
一

の
ラ

ム
サ

ー
ル

条
約

登
録

湿
地

で
あ

る
大

山
上

池
・

下
池

及
び

高
館

山
を

フ
ィ

ー
ル

ド
に

、
自

然
学

習
交

流
館

を
拠

点
と

し
て

、
自

然
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
の

実
施

や
湿

地
の

保
全

活
動

を
推

進
す

る
。

4
3

2
②

S
D
G
s

7
3

環
境

教
育

推
進

事
業

1
,
0
5
6
　

地
球

環
境

保
全

や
資

源
循

環
型

社
会

の
実

現
な

ど
に

向
け

て
市

民
意

識
の

向
上

を
図

る
た

め
、

「
環

境
つ

る
お

か
推

進
協

議
会

」
が

主
催

す
る

総
合

環
境

イ
ベ

ン
ト

「
環

境
フ

ェ
ア

つ
る

お
か

」
の

開
催

を
支

援
す

る
と

と
も

に
、

環
境

出
前

講
座

な
ど

の
学

習
・

啓
発

事
業

を
実

施
す

る
。

4
3

2

7
4

地
域

エ
ネ

ル
ギ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
推

進
事

業
2
,
0
0
0
　

本
市

地
域

エ
ネ

ル
ギ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
に

基
づ

き
、

家
庭

等
に

お
け

る
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

設
備

の
導

入
等

を
支

援
す

る
。

4
3

2

7
5

地
球

温
暖

化
対

策
実

行
計

画
推

進
事

業
（

鶴
岡

市
地

球
温

暖
化

対
策

実
行

計
画

の
中

間
見

直
し

）
5
7
0
　

ゼ
ロ

カ
ー

ボ
ン

シ
テ

ィ
の

推
進

に
向

け
て

、
市

内
事

業
所

の
取

組
等

を
取

り
入

れ
な

が
ら

、
第

3
次

鶴
岡

市
地

球
温

暖
化

対
策

実
行

計
画

（
平

成
3
0
年

度
～

令
和

1
2
年

度
）

の
中

間
見

直
し

を
行

う
。

4
3

2
②

S
D
G
s

7
6

庁
舎

管
理

施
設

改
修

等
事

業
　

★
（

藤
島

庁
舎

・
櫛

引
庁

舎
の

L
E
D
更

新
工

事
）

1
5
5
,
0
0
0
　

ゼ
ロ

カ
ー

ボ
ン

シ
テ

ィ
の

実
現

に
向

け
て

、
藤

島
庁

舎
・

櫛
引

庁
舎

の
照

明
設

備
を

L
E
D
に

更
新

す
る

。
2

1
1

7
7

道
路

照
明

灯
改

修
事

業
　

★
2
8
0
,
0
0
0
　

道
路

照
明

灯
の

L
E
D
化

改
修

及
び

そ
の

後
の

保
守

管
理

を
一

括
し

て
発

注
し

、
省

エ
ネ

削
減

保
証

に
よ

り
、

確
実

に
電

気
料

の
削

減
が

見
込

ま
れ

る
E
S
C
O
（

E
n
e
r
g
y
 
S
e
r
v
i
c
e
 
C
o
m
p
a
n
y
）

事
業

に
よ

り
実

施
す

る
。

8
2

2
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令
和
７
年
度
当
初
予
算
　
主
な
重
点
事
業

★
　

・
・

・
・

　
新

規
・

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

事
業

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

項
目

事
業

名
事

業
費

（
千

円
）

事
業

内
容

款
項

目
加

速
化

ア
ク

シ
ョ

ン

7
8
（

7
）

地
域

国
際

化
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

ご
み

減
量

・
リ

サ
イ

ク
ル

推
進

事
業

　
★

（
生

活
系

ご
み

の
分

け
方

・
出

し
方

の
多

言
語

化
）

4
3
2
　

外
国

人
住

民
に

わ
か

り
や

す
く

本
市

の
ご

み
出

し
ル

ー
ル

の
周

知
を

図
る

た
め

、
や

さ
し

い
日

本
語

版
及

び
外

国
語

版
の

ご
み

の
分

け
方

・
出

し
方

を
作

成
す

る
。

4
2

2
②

S
D
G
s

7
9

多
文

化
共

生
推

進
事

業
　

★
（

国
際

交
流

事
業

支
援

）
（

出
羽

庄
内

国
際

村
の

利
活

用
に

向
け

た
改

修
工

事
）

5
2
2
,
5
3
2

　
鶴

岡
市

国
際

化
推

進
プ

ラ
ン

（
令

和
5
年

度
～

令
和

1
0
年

度
）

に
基

づ
き

、
市

民
が

主
体

の
国

際
交

流
事

業
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
出

羽
庄

内
国

際
村

を
活

用
し

、
在

住
外

国
人

の
サ

ポ
ー

ト
体

制
や

受
入

体
制

の
充

実
を

図
る

。
　

ま
た

、
同

プ
ラ

ン
に

基
づ

き
、

出
羽

庄
内

国
際

村
の

利
活

用
に

向
け

た
改

修
工

事
を

行
う

。

2
1

1
5

②
S
D
G
s

8
0

食
文

化
創

造
都

市
推

進
事

業
（

鶴
岡

型
Ｅ

Ｓ
Ｄ

構
築

・
展

開
事

業
）

7
1
7
　

鶴
岡

型
Ｅ

Ｓ
Ｄ

（
持

続
可

能
な

開
発

の
た

め
の

教
育

）
の

展
開

に
向

け
て

多
様

な
主

体
の

参
画

に
よ

る
食

育
事

業
の

展
開

を
図

る
と

と
も

に
、

市
民

団
体

等
に

よ
る

郷
土

料
理

・
在

来
作

物
等

の
食

文
化

の
継

承
に

向
け

た
取

組
を

支
援

す
る

。
2

1
6

8
1

森
林

環
境

譲
与

税
活

用
事

業
　

★
1
3
7
,
7
0
2

　
森

林
環

境
譲

与
税

を
活

用
し

、
担

い
手

の
育

成
・

確
保

、
木

材
生

産
の

拡
大

、
森

林
資

源
の

利
用

拡
大

、
森

林
の

保
全

の
各

種
施

策
を

実
施

す
る

。
　

ま
た

、
森

林
境

界
明

確
化

及
び

森
林

経
営

管
理

に
つ

い
て

は
、

施
業

の
効

率
化

な
ど

の
事

業
効

果
を

考
慮

し
て

取
り

組
む

。

6
2

2
③

産
業

振
興

と
人

材
育

成

8
2

国
際

観
光

推
進

事
業

1
3
,
0
3
0
　

鶴
岡

市
中

期
観

光
戦

略
プ

ラ
ン

（
令

和
6
年

度
～

令
和

1
0
年

度
）

に
基

づ
き

、
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
向

け
情

報
発

信
の

強
化

を
図

る
。

令
和

7
年

度
は

、
台

湾
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

や
外

国
語

ガ
イ

ド
育

成
研

修
、

国
際

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

U
1
6
出

場
選

手
へ

の
エ

ク
ス

カ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
を

実
施

す
る

。
7

1
4

④
定

住
・

交
流

人
口
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令
和
７
年
度
当
初
予
算
　
主
な
重
点
事
業

★
　

・
・

・
・

　
新

規
・

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

事
業

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

項
目

事
業

名
事

業
費

（
千

円
）

事
業

内
容

款
項

目
加

速
化

ア
ク

シ
ョ

ン

２
 
総

合
計

画
　

施
策

の
大

綱
に

基
づ

く
主

な
重

点
事

業

（
1
）

暮
ら

し
と

防
災

　
～

環
境

を
保

全
し

、
一

人
ひ

と
り

が
尊

重
さ

れ
、

心
が

通
い

合
い

、
お

互
い

を
見

守
り

支
え

合
う

、
安

全
で

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
構

築
し

ま
す

～

83
①

助
け

合
い

、
支

え
合
う

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

づ
く

り
の
推

進

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

等
管

理
運

営
事

業
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
推

進
事

業
（

算
定

基
準

の
見

直
し

）
71

7,
77

0

　
単

位
住

民
自

治
組

織
、

広
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

組
織

の
組

織
運

営
を

支
援

し
、

基
盤

強
化

と
地

域
の

維
持

・
活

性
化

を
図

る
。

　
ま

た
、

広
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

組
織

の
強

化
に

向
け

て
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

支
援

員
を

配
置

し
、

地
域

ビ
ジ

ョ
ン

の
策

定
や

地
域

の
課

題
解

決
に

向
け

た
取

組
を

支
援
す

る
。

　
令

和
7年

度
は

、
令

和
6年

度
に

引
き

続
き

、
賃
金

上
昇

や
業

務
量

等
を

考
慮

し
た

指
定

管
理

業
務

委
託

料
、

広
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

組
織

運
営

・
地

域
づ

く
り

交
付
金

等
の

算
定

基
準

の
見

直
し

を
行

う
。

2
1

13

84
①

助
け

合
い

、
支

え
合
う

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

づ
く

り
の
推

進
生

涯
学

習
振

興
事

業
16

,5
75

　
住

民
自

治
組

織
に

よ
る

生
涯

学
習

事
業

が
多

様
な

学
習

・
交

流
活

動
の

機
会

と
な

り
、

ま
た

、
地

域
づ

く
り

等
に

対
応

し
た

取
組

に
つ

な
が

る
よ

う
支

援
す

る
。

2
1

13

85
①

助
け

合
い

、
支

え
合
う

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

づ
く

り
の
推

進
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
整

備
事

業
　

★
27

,7
27

　
旧

加
茂

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

の
解

体
工

事
の

ほ
か

、
泉

地
区

地
域

活
動

セ
ン

タ
ー

・
羽

黒
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
の

機
能

集
約

に
向

け
た

検
討

委
員

会
を
開

催
す

る
。

2
1

13

86
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

子
育

て
拠

点
整

備
事

業
　

★
37

,7
17

　
旧

二
小

跡
地

へ
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
子

育
て

拠
点

の
整

備
に

向
け

た
基

本
計

画
の

策
定

及
び

基
本

設
計

を
行

う
。

2
1

13
①

若
者

・
子

育
て

87
①

助
け

合
い

、
支

え
合
う

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

づ
く

り
の
推

進
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
改

修
事

業
（

湯
野

浜
コ

ミ
セ

ン
大

規
模

改
修

工
事

）
31

1,
86

6

　
地

域
活

動
の

拠
点

と
な

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
の

う
ち

、
老

朽
化

が
著

し
い

施
設

に
つ

い
て

大
規

模
な

施
設

設
備

改
修

等
を

計
画

的
に

実
施

し
、

長
寿

命
化
、

利
便

性
の

向
上

、
安

全
性

の
確

保
及

び
機

能
維

持
を

図
る

。
　

令
和

7年
度

は
、

湯
野

浜
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
の

大
規

模
改

修
及

び
朝

日
中

央
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
の

改
修

に
向

け
た

実
施

設
計

等
を

行
う

。

2
1

13

88
①

助
け

合
い

、
支

え
合
う

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

づ
く

り
の
推

進
公

民
館

類
似

施
設

整
備

事
業

（
公

民
館

類
似

施
設

整
備

費
補

助
金

）
8,

27
5
　

公
民

館
類

似
施

設
の

整
備

を
図

る
た

め
、

施
設
を

運
営

す
る

団
体

に
補

助
金

を
交

付
す

る
こ

と
で

、
住

民
負

担
の

軽
減

を
図

り
、

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

活
動

の
活
性

化
を

推
進

す
る

。
2

1
13

89
②

地
域

の
防

災
・

防
犯
力

の
強

化
地

域
防

災
対

策
事

業
　

★
（

音
声

情
報

配
信

シ
ス

テ
ム

の
実

証
）

95
7
　

市
内

2地
区

を
モ

デ
ル

と
し

て
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
ア

プ
リ

を
活

用
し

た
音

声
情

報
配

信
シ

ス
テ

ム
の

実
証

を
行

う
。

9
1

5
⑤

デ
ジ

タ
ル

90
②

地
域

の
防

災
・

防
犯
力

の
強

化
地

域
防

災
対

策
事

業
（

災
害

図
上

訓
練

の
開

催
）

44
8
　

大
規

模
災

害
発

生
時

の
情

報
収

集
や

関
係

機
関
・

団
体

等
と

の
連

絡
体

制
を

適
切

に
機

能
さ

せ
る

た
め

、
災

害
図

上
訓

練
を

実
施

す
る

。
9

1
5

91
②

地
域

の
防

災
・

防
犯
力

の
強

化
地

域
防

災
対

策
事

業
（

鶴
岡

市
地

区
防

災
計

画
普

及
事

業
補

助
金

）
60

0
　

住
民

の
防

災
意

識
向

上
と

防
災

、
災

害
対

応
に
実

効
性

を
高

め
る

た
め

、
自

主
防

災
組

織
の

地
区

防
災

計
画

の
作

成
や

住
民

周
知

を
支

援
す

る
。

9
1

5
②

SD
Gs

92
地

域
防

災
対

策
事

業
　

★
（

雨
水

対
策

）
2,

00
0
　

大
雨

時
の

樋
門

の
ゲ

ー
ト

封
鎖

に
よ

る
浸

水
被
害

対
策

と
し

て
、

水
中

ポ
ン

プ
を

配
備

す
る

。
9

1
5

93
②

地
域

の
防

災
・

防
犯
力

の
強

化
災

害
に

強
い

ま
ち

づ
く

り
事

業
（

防
災

講
演

会
の

開
催

）
53

1
　

災
害

に
強

い
地

域
づ

く
り

を
考

え
る

防
災

講
演
会

等
を

開
催

し
、

近
年

頻
発

す
る

自
然

災
害

の
被

害
を

未
然

に
防

ぐ
対

策
と

災
害

時
の

対
応

策
を

学
び

、
地

域
の
防

災
体

制
を

強
化

し
安

全
で

安
心

な
地

域
づ

く
り

を
目

指
す

。
9

1
5

②
SD
Gs

94
②

地
域

の
防

災
・

防
犯
力

の
強

化
防

犯
推

進
事

業
（

防
犯

活
動

推
進

補
助

金
）

88
4
　

安
全

で
住

み
よ

い
地

域
づ

く
り

の
推

進
と

防
犯
意

識
の

高
揚

に
向

け
た

防
犯

協
会

の
取

組
を

支
援

す
る

。
2

1
12

95
⑨

市
民

に
寄

り
添

っ
た
窓

口
サ

ー
ビ

ス
の

推
進

市
民

相
談

事
業

　
★

（
犯

罪
被

害
者

等
見

舞
金

）
30

0
　

犯
罪

被
害

者
等

に
対

す
る

支
援

と
し

て
、

令
和
7年

度
か

ら
「

犯
罪

被
害

者
等

支
援

条
例

」
を

制
定

し
、

見
舞

金
制

度
を

創
設

す
る

。
2

1
12

96
③

消
防

・
救

急
体

制
の
充

実
・

強
化

朝
日

分
署

改
築

事
業

66
,6

82
　

新
朝

日
分

署
の

供
用

を
開

始
し

、
旧

分
署

の
解
体

等
を

行
う

。
9

1
3

97
消

防
用

通
信

指
令

設
備

更
新

事
業

77
9,

80
0
　

老
朽

化
し

た
通

信
指

令
設

備
を

更
新

す
る

。
9

1
1
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業

★
　

・
・

・
・

　
新

規
・

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

事
業

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

項
目

事
業

名
事

業
費

（
千

円
）

事
業

内
容

款
項

目
加

速
化

ア
ク

シ
ョ

ン

98
③

消
防

・
救

急
体

制
の
充

実
・

強
化

非
常

備
消

防
維

持
管

理
事

業
　

★
（

消
防

団
支

援
ア

プ
リ

の
導

入
）

1,
84

0
　

災
害

時
の

消
防

団
と

消
防

本
部

と
の

迅
速

・
正
確

な
情

報
共

有
や

出
動

報
告

等
で

の
消

防
団

員
の

事
務

負
担

軽
減

の
た

め
、

消
防

団
支

援
ア

プ
リ

を
導

入
す

る
。

9
1

2
⑤

デ
ジ

タ
ル

99
非

常
備

消
防

施
設

新
営

改
良

事
業

77
,6

12
　

消
防

団
の

班
の

統
合

に
併

せ
て

、
消

防
団

の
機
能

・
資

機
材

を
強

化
し

、
広

域
的

な
活

動
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
消

防
団

の
消

防
力

強
化

を
図

る
た

め
、

消
防
ポ

ン
プ

庫
、

消
防

小
型

動
力

ポ
ン

プ
等

の
更

新
・

整
備

を
行

う
。

9
1

3

1
00

④
過

疎
地

域
の

活
性

化
過

疎
対

策
推

進
事

業
（

集
落

支
援

員
配

置
、

集
落

対
策

事
業

）
6,

67
0
　

朝
日

・
温

海
地

域
に

集
落

支
援

員
を

配
置

し
、
住

民
と

の
協

働
に

よ
り

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
実

効
性

の
あ

る
集

落
対

策
を

推
進

す
る

。
2

1
7

1
01

⑤
移

住
・

定
住

の
促

進

移
住

・
定

住
促

進
事

業
　

★
（

つ
る

お
か

暮
ら

し
・

し
ご

と
支

援
セ

ン
タ

ー
(仮

称
)

の
開

設
）

（
短

期
お

試
し

住
宅

の
整

備
）

12
,3

74
　

従
来

の
移

住
相

談
に

加
え

、
新

た
に

無
料

の
職
業

紹
介

を
行

う
「

つ
る

お
か

暮
ら

し
・

し
ご

と
支

援
セ

ン
タ

ー
(仮

称
)」

を
開

設
す

る
ほ

か
、

短
期

の
利

用
者

向
け

に
お

試
し

住
宅

を
増

設
し

て
移

住
・

定
住

の
促

進
を

図
る

。
2

1
7

④
定

住
・

交
流

人
口

1
02

⑤
移

住
・

定
住

の
促

進
移

住
・

定
住

促
進

事
業

（
移

住
支

援
金

）
12

,0
00

　
国

の
制

度
を

活
用

し
、

東
京

23
区

等
の

在
住

者
（

直
近

10
年

間
で

通
算

5年
以

上
）

が
本

市
に

移
住

・
就

職
し

た
場

合
等

に
移

住
に

要
す

る
経

費
を

支
援

す
る

。
2

1
7

④
定

住
・

交
流

人
口

1
03

移
住

・
定

住
促

進
事

業
　

★
（

移
住

者
世

帯
向

け
の

食
文

化
推

進
事

業
）

1,
00

0
　

移
住

世
帯

を
対

象
に

「
鶴

岡
」

独
自

の
食

の
支
援

を
行

い
、

食
文

化
創

造
都

市
の

理
解

促
進

を
図

る
。

2
1

7
④

定
住

・
交

流
人

口

1
04

⑥
環

境
の

保
全

・
美

化
活

動
の

推
進

生
活

環
境

保
全

対
策

事
業

7,
40

9
　

生
活

環
境

保
全

の
指

導
啓

発
を

行
い

、
地

域
住
民

と
協

力
し

て
騒

音
・

振
動

・
悪

臭
等

に
関

す
る

公
害

を
未

然
に

防
ぐ

。
4

3
2

1
05

⑥
環

境
の

保
全

・
美

化
活

動
の

推
進

保
健

衛
生

一
般

管
理

費
　

★
（

猫
の

不
妊

・
去

勢
手

術
費

用
補

助
金

）
1,

47
0
　

飼
い

主
の

い
な

い
猫

等
の

繁
殖

を
抑

制
し

、
人
と

猫
の

良
好

な
共

生
環

境
づ

く
り

を
推

進
す

る
た

め
、

当
該

猫
の

不
妊

・
去

勢
手

術
に

要
す

る
費

用
を

新
た

に
助
成

す
る

。
財

源
と

し
て

ガ
バ

メ
ン

ト
ク

ラ
ウ

ド
フ

ァ
ン

デ
ィ

ン
グ

を
活

用
す

る
。

4
1

1

1
06

⑦
資

源
循

環
型

社
会

の
形

成
ご

み
減

量
・

リ
サ

イ
ク

ル
推

進
事

業
34

,1
30

　
市

民
、

事
業

者
に

対
す

る
一

般
廃

棄
物

の
発

生
抑

制
、

分
別

排
出

の
啓

発
活

動
や

住
民

組
織

に
よ

る
集

団
資

源
回

収
運

動
へ

の
支

援
に

よ
り

ご
み

減
量

を
推

進
す
る

。
4

2
2

1
07

⑦
資

源
循

環
型

社
会

の
形

成
ご

み
資

源
化

処
理

事
業

（
発

火
性

危
険

ご
み

の
分

別
収

集
処

理
）

9,
97

7
　

ス
プ

レ
ー

缶
等

の
処

理
に

あ
た

り
、

ガ
ス

抜
き
処

理
を

行
う

工
程

を
追

加
し

、
よ

り
安

全
で

安
定

的
な

ご
み

収
集

、
資

源
化

処
理

体
制

の
構

築
を

図
る

。
4

2
2

1
08

⑦
資

源
循

環
型

社
会

の
形

成
ご

み
資

源
化

処
理

事
業

22
9,

41
3
　

安
定

的
な

廃
棄

物
処

理
施

設
の

機
能

を
保

持
す
る

た
め

、
リ

サ
イ

ク
ル

プ
ラ

ザ
の

老
朽

化
し

た
主

要
設

備
の

改
修

を
行

う
。

ま
た

、
令

和
7年

度
は

、
リ

サ
イ

ク
ル

プ
ラ

ザ
の

将
来

構
想

の
策

定
に

向
け

た
調

査
・

分
析

を
行

う
。

4
2

2

1
09

⑦
資

源
循

環
型

社
会

の
形

成
塵

芥
収

集
事

業
（

高
齢

者
等

ご
み

出
し

支
援

事
業

補
助

金
）

50
0
　

ご
み

出
し

困
難

者
（

高
齢

者
・

障
害

者
の

み
の
世

帯
等

）
の

ご
み

出
し

を
支

援
す

る
た

め
、

町
内

会
な

ど
の

支
援

団
体

の
活

動
を

支
援

す
る

。
4

2
2

②
SD
Gs

1
10

⑧
持

続
可

能
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
ミ

ッ
ク

ス
の

実
現

地
域

エ
ネ

ル
ギ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
推

進
事

業
2,

00
0
　

本
市

地
域

エ
ネ

ル
ギ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
に

基
づ

き
、
家

庭
等

に
お

け
る

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
設

備
の

導
入

等
を

支
援

す
る

。
4

3
2

1
11

⑨
市

民
に

寄
り

添
っ

た
窓

口
サ

ー
ビ

ス
の

推
進

住
民

基
本

台
帳

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

事
業

60
,0

28
　

マ
イ

ナ
ン

バ
ー

カ
ー

ド
未

取
得

の
市

民
へ

の
普
及

促
進

の
た

め
、

高
齢

者
施

設
等

へ
申

請
サ

ポ
ー

ト
を

行
う

と
と

も
に

、
戸

籍
事

務
へ

の
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
制

度
導
入

を
進

め
る

た
め

、
住

民
記

録
シ

ス
テ

ム
及

び
戸

籍
シ

ス
テ

ム
に

必
要

な
整

備
を

行
う

。
2

3
1

1
12

住
民

票
等

各
種

証
明

書
コ

ン
ビ

ニ
交

付
事

業
17

,2
28

　
住

民
票

等
各

種
証

明
書

を
全

国
の

コ
ン

ビ
ニ

店
舗

で
取

得
で

き
る

シ
ス

テ
ム

の
適

切
な

運
用

を
図

り
、

市
民

の
利

便
性

向
上

と
窓

口
業

務
の

負
担

軽
減

を
図

る
。

　
ま

た
、

こ
れ

ま
で

本
市

に
住

民
登

録
・

本
籍

が
な

い
場

合
に

対
応

で
き

な
か

っ
た

証
明

書
を

出
力

可
能

と
す

る
た

め
の

シ
ス

テ
ム

改
修

を
行

う
。

2
3

1
⑤

デ
ジ

タ
ル
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令
和
７
年
度
当
初
予
算
　
主
な
重
点
事
業

★
　

・
・

・
・

　
新

規
・

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

事
業

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

項
目

事
業

名
事

業
費

（
千

円
）

事
業

内
容

款
項

目
加

速
化

ア
ク

シ
ョ

ン

1
13

⑨
市

民
に

寄
り

添
っ

た
窓

口
サ

ー
ビ

ス
の

推
進

窓
口

業
務

デ
ジ

タ
ル

導
入

推
進

事
業

　
★

3,
36

8
　

行
財

政
改

革
大

綱
実

施
計

画
に

基
づ

き
、

市
民
窓

口
の

改
善

と
ス

マ
ー

ト
市

役
所

の
推

進
に

向
け

て
、

令
和

7年
度

に
供

用
開

始
す

る
朝

日
庁

舎
を

デ
ジ

タ
ル

化
の
先

行
モ

デ
ル

と
し

て
、

市
民

窓
口

に
キ

オ
ス

ク
端

末
を

設
置

す
る

。
2

3
1

⑤
デ

ジ
タ

ル

1
14

固
定

資
産

税
賦

課
事

務
　

★
（

窓
口

閲
覧

シ
ス

テ
ム

の
導

入
）

21
,3

95
　

税
務

地
図

シ
ス

テ
ム

の
更

新
に

合
わ

せ
、

市
民
の

利
便

性
を

向
上

す
る

た
め

、
来

庁
し

た
市

民
が

地
番

図
、

航
空

写
真

等
の

デ
ー

タ
を

閲
覧

で
き

る
シ

ス
テ

ム
を
導

入
す

る
。

2
2

1
⑤

デ
ジ

タ
ル

1
15

⑨
市

民
に

寄
り

添
っ

た
窓

口
サ

ー
ビ

ス
の

推
進

市
民

相
談

事
業

4,
68

8
　

総
合

相
談

室
、

消
費

生
活

セ
ン

タ
ー

を
設

置
す
る

と
と

も
に

、
各

種
相

談
会

の
定

期
開

催
に

よ
り

市
民

が
抱

え
る

問
題

や
悩

み
等

へ
の

対
応

を
図

る
。

2
1

12

（
２

）
福

祉
と

医
療

　
～

地
域

の
福

祉
や

医
療

の
充

実
を

図
り

、
市

民
一

人
ひ

と
り

が
生

涯
を

通
じ

て
安

心
し

て
健

や
か

に
暮

ら
す

こ
と

が
で

き
る

社
会

を
形

成
し

ま
す

～

1
16

①
子

ど
も

・
家

庭
・

地
域

が
と

も
に

健
や

か
に

育
つ

環
境
の

充
実

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業
12

9,
63

4
　

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー
を

核
と

し
て

、
子
育

て
に

関
す

る
相

談
や

支
援

体
制

を
強

化
し

、
安

心
し

て
子

育
て

で
き

る
環

境
づ

く
り

を
促

進
す

る
。

3
2

5

1
17

フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
事

業
8,

13
4
　

子
育

て
に

関
す

る
援

助
を

必
要

と
す

る
会

員
と
援

助
を

提
供

す
る

会
員

を
マ

ッ
チ

ン
グ

す
る

フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
事

業
を

行
う

。
3

2
5

1
18

発
達

障
害

児
支

援
事

業
2,

12
7
　

発
達

に
課

題
を

抱
え

る
子

ど
も

に
対

し
、

そ
れ
ぞ

れ
の

特
性

に
応

じ
た

支
援

を
行

う
た

め
、

保
育

職
員

や
家

族
等

療
育

者
の

た
め

の
研

修
会

の
開

催
、

保
育

所
等
へ

の
訪

問
に

よ
る

支
援

を
行

う
。

3
2

5

1
19

要
保

護
児

童
対

策
事

業
　

★
11

,6
14

　
児

童
虐

待
を

防
止

し
、

子
ど

も
の

養
育

環
境

を
支

援
す

る
。

　
令

和
7年

度
は

、
ヤ

ン
グ

ケ
ア

ラ
ー

の
相

談
窓

口
と

し
て

、
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

配
置

し
、

小
学

校
等

の
関

係
機

関
と

の
連

携
や

世
帯

の
実

態
把

握
を

行
い

、
よ
り

き
め

細
な

支
援

を
行

う
。

3
2

5
①

若
者

・
子

育
て

1
20

①
子

ど
も

・
家

庭
・

地
域

が
と

も
に

健
や

か
に

育
つ

環
境
の

充
実

乳
幼

児
健

康
診

査
・

健
康

教
育

事
業

　
★

11
,3

73

　
乳

幼
児

の
心

身
の

健
康

増
進

の
た

め
、

乳
幼

児
健

康
診

査
及

び
健

康
相

談
を

実
施

し
て

育
児

不
安

の
軽

減
と

子
育

て
支

援
を

行
う

。
　

令
和

7年
度

は
、

新
た

に
1か

月
児

健
康

診
査

費
用

の
助

成
や

精
神

発
達

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
相

談
を

行
い

、
子

ど
も

の
特

性
を

早
期

に
捉

え
就

学
前

ま
で

の
支

援
を
強

化
す

る
。

4
1

1

1
21

①
子

ど
も

・
家

庭
・

地
域

が
と

も
に

健
や

か
に

育
つ

環
境
の

充
実

保
育

サ
ー

ビ
ス

関
連

事
業

・
子

ど
も

の
た

め
の

教
育

・
保

育
給

付
事

業
・

民
間

保
育

所
等

へ
の

各
種

補
助

事
業

 
★

・
市

立
保

育
園

管
理

運
営

事
業

・
一

時
預

か
り

事
業

・
届

出
保

育
施

設
等

運
営

費
補

助
事

業
・

私
立

幼
稚

園
振

興
事

業

5,
56

1,
99

7

　
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

新
制

度
に

基
づ

き
、

公
立

保
育

所
の

運
営

や
、

民
間

立
認

可
保

育
所

、
公

設
民

営
認

可
保

育
所

、
民

間
立

認
定

こ
ど

も
園

及
び

地
域

型
保
育

施
設

へ
の

保
育

委
託

又
は

教
育

・
保

育
の

実
施

に
対

す
る

給
付

を
行

う
。

ま
た

、
届

出
保

育
施

設
等

の
運

営
に
対

し
補

助
金

を
交

付
す

る
ほ

か
、

多
様

な
保

育
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
、

一
時

預
か

り
、

延
長

保
育

、
発

達
支
援

保
育

な
ど

の
特

別
保

育
事

業
を

行
う

保
育

所
等

に
補

助
金

を
交

付
す

る
な

ど
し

て
、

保
育

サ
ー

ビ
ス

の
量

と
質
の

向
上

を
図

る
。

　
令

和
7年

度
は

、
保

護
者

の
就

労
要

件
等

を
問

わ
ず

、
児

童
を

受
け

入
れ

る
保

育
所

に
支

援
す

る
。

3
2

2

1
22

①
子

ど
も

・
家

庭
・

地
域

が
と

も
に

健
や

か
に

育
つ

環
境
の

充
実

病
児

保
育

事
業

10
,4

94
　

保
育

が
必

要
な

児
童

が
病

気
に

よ
り

集
団

保
育
が

困
難

な
期

間
に

一
時

的
に

児
童

を
預

か
る

病
児

保
育

事
業

を
行

う
。

3
2

1

1
23

①
子

ど
も

・
家

庭
・

地
域

が
と

も
に

健
や

か
に

育
つ

環
境
の

充
実

つ
る

お
か

森
の

保
育

事
業

1,
63

0
　

森
の

保
育

推
進

員
を

配
置

し
、

子
ど

も
た

ち
が
地

域
の

森
林

や
自

然
環

境
で

の
体

験
を

通
じ

て
、

豊
か

な
感

性
や

健
康

な
心

と
身

体
を

養
う

自
然

体
験

プ
ロ

グ
ラ
ム

を
開

発
・

実
践

す
る

。
3

2
1

1
24

放
課

後
児

童
対

策
事

業
　

★
30

1,
85

5
　

安
定

的
な

運
営

と
取

組
を

行
い

、
児

童
の

健
全
育

成
を

図
る

た
め

、
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
に

対
し

て
支

援
を

す
る

。
　

令
和

7年
度

は
、

京
田

地
区

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

の
整

備
に

向
け

て
、

意
見

交
換

や
調

査
・

検
討

を
行

う
。

3
2

1
①

若
者

・
子

育
て

1
25

家
庭

・
地

域
が

と
も

に
健

や
か

に
育

つ
環

境
の

充
実

子
ど

も
見

守
り

サ
ポ

ー
ト

事
業

2,
80

0
　

小
学

校
の

長
期

休
業

中
等

に
地

域
団

体
が

コ
ミ
セ

ン
等

を
活

用
し

て
地

域
児

童
を

預
か

る
取

組
を

支
援

す
る

。
3

2
1

1
26

放
課

後
子

ど
も

教
室

推
進

事
業

13
,7

50
　

放
課

後
の

子
ど

も
の

安
全

で
安

心
な

居
場

所
づ
く

り
と

子
ど

も
の

体
験

活
動

の
充

実
を

図
る

た
め

、
放

課
後

子
ど

も
教

室
の

実
施

を
推

進
す

る
。

10
5

1

1
27

①
子

ど
も

・
家

庭
・

地
域

が
と

も
に

健
や

か
に

育
つ

環
境
の

充
実

第
三

学
区

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

整
備

事
業

21
,6

78
　

第
三

学
区

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

の
整

備
に

向
け
て

、
実

施
設

計
等

を
行

う
。

3
2

3
①

若
者

・
子

育
て
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項
目

事
業

名
事

業
費

（
千

円
）

事
業

内
容

款
項

目
加

速
化

ア
ク

シ
ョ

ン

1
28

②
こ

こ
ろ

と
体

の
健

康
づ

く
り

の
推

進
長

沼
温

泉
ぽ

っ
ぽ

の
湯

管
理

運
営

事
業

86
,4

19
　

長
沼

温
泉

ぽ
っ

ぽ
の

湯
を

地
元

密
着

型
組

織
に
よ

り
運

営
し

、
フ

レ
イ

ル
予

防
を

は
じ

め
と

し
た

各
種

取
組

を
実

施
し

、
地

域
住

民
の

健
康

増
進

に
係

る
利

活
用
を

図
る

。
4

1
1

1
29

く
し

び
き

温
泉

ゆ
ー

To
w
n
管

理
運

営
事

業
10

8,
33

5
　

く
し

び
き

温
泉

ゆ
ー

To
wn

を
地

元
密

着
型

組
織
に

よ
り

運
営

し
、

フ
レ

イ
ル

予
防

を
は

じ
め

と
し

た
各

種
取

組
を

実
施

し
、

地
域

住
民

の
健

康
増

進
に

係
る

利
活
用

を
図

る
。

4
1

1

1
30

地
域

ま
ち

づ
く

り
未

来
事

業
（

朝
日

）
（

か
た

く
り

温
泉

運
営

支
援

事
業

）
（

朝
日

地
域

フ
レ

イ
ル

予
防

事
業

）
12

,5
00

　
か

た
く

り
温

泉
ぼ

ん
ぼ

の
利

活
用

に
よ

る
地

域
住

民
の

健
康

増
進

と
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
の

充
実

を
図

り
、

暮
ら

し
や

す
い

地
域

づ
く

り
を

推
進

す
る

た
め

、
温
泉

運
営

や
フ

レ
イ

ル
予

防
を

支
援

す
る

。
4

1
1

1
31

か
た

く
り

温
泉

ぼ
ん

ぼ
施

設
管

理
事

業
3,

12
4
　

当
該

施
設

の
管

理
上

必
要

な
修

繕
、

点
検

、
保
守

等
を

行
う

。
4

1
1

1
32

②
こ

こ
ろ

と
体

の
健

康
づ

く
り

の
推

進
い

き
い

き
市

民
の

健
康

づ
く

り
推

進
事

業
1,

69
1
　

地
域

住
民

や
関

連
団

体
と

の
健

康
づ

く
り

事
業
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
健

康
づ

く
り

活
動

の
リ

ー
ダ

ー
育

成
を

図
る

。
4

1
3

1
33

②
こ

こ
ろ

と
体

の
健

康
づ

く
り

の
推

進
健

康
教

育
・

相
談

事
業

　
★

3,
80

7

　
生

活
習

慣
病

の
予

防
の

た
め

、
働

き
ざ

か
り

の
年

代
に

対
し

て
健

康
づ

く
り

セ
ミ

ナ
ー

や
個

別
健

康
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
活

用
し

た
ヘ

ル
ス

ア
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

「
健

康
づ

く
り

サ
ポ

ー
タ

ー
」

を
支

援
す

る
。

　
令

和
7年

度
は

、
若

い
世

代
を

対
象

と
し

て
、

将
来

の
妊

娠
の

た
め

の
正

し
い

知
識

を
学

び
、

健
康

管
理

を
促

す
プ

レ
コ

ン
セ

プ
シ

ョ
ン

ケ
ア

の
普

及
啓

発
を

行
う
。

4
1

3

1
34

②
こ

こ
ろ

と
体

の
健

康
づ

く
り

の
推

進
健

康
診

査
事

業
後

期
高

齢
者

医
療

保
険

健
康

診
査

事
業

27
4,

61
0

　
が

ん
、

心
臓

病
、

脳
卒

中
な

ど
の

生
活

習
慣

病
予

防
や

早
期

発
見

の
た

め
の

健
康

診
査

を
そ

れ
ぞ

れ
の

年
代

に
応

じ
て

適
切

に
実

施
し

、
市

民
の

健
康

の
保

持
増
進

を
図

る
。

  
ま

た
、

40
歳

未
満

の
若

年
層

を
対

象
と

し
た

健
康

づ
く

り
へ

の
意

識
啓

発
、

健
診

の
実

施
に

よ
り

生
活

習
慣

病
の

予
防

を
図

る
。

4
1

3

1
35

②
こ

こ
ろ

と
体

の
健

康
づ

く
り

の
推

進
が

ん
検

診
受

診
率

向
上

対
策

事
業

6,
56

4
　

受
診

機
会

の
確

保
の

た
め

、
日

曜
日

が
ん

検
診
、

被
扶

養
者

の
未

受
診

者
検

診
、

障
害

者
検

診
等

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
に

よ
る

普
及

啓
発

や
、

未
受

診
者

・
未

申
込

者
へ

の
受

診
勧

奨
、

が
ん

予
防

重
点

地
区

へ
の

健
康

教
育

等
に

よ
り

、
が

ん
検

診
の

受
診
率

向
上

を
図

る
。

4
1

3

1
36

予
防

接
種

事
業

　
★

30
3,

14
0

　
感

染
症

の
発

生
・

蔓
延

の
防

止
を

図
る

た
め

、
乳

幼
児

、
学

童
、

生
徒

な
ど

の
定

期
予

防
接

種
や

成
人

の
風

し
ん

予
防

接
種

を
実

施
す

る
ほ

か
、

高
齢

者
の

イ
ン
フ

ル
エ

ン
ザ

・
肺

炎
球

菌
の

予
防

接
種

費
用

の
一

部
助

成
を

行
う

。
　

令
和

7年
度

は
、

新
た

に
高

校
生

ま
で

の
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

予
防

接
種

や
高

齢
者

帯
状

疱
疹

予
防

接
種

へ
の

助
成

を
行

う
。

4
1

2
①

若
者

・
子

育
て

1
37

②
こ

こ
ろ

と
体

の
健

康
づ

く
り

の
推

進
中

学
生

胃
が

ん
予

防
事

業
1,

91
7
　

中
学

2年
生

を
対

象
に

し
た

ピ
ロ

リ
菌

検
査

と
除

菌
治

療
の

実
施

に
よ

り
、

胃
が

ん
発

症
を

予
防

し
、

胃
が

ん
の

撲
滅

を
目

指
す

。
検

査
や

治
療

に
関

す
る

正
し

い
情

報
発

信
と

、
家

族
の

相
談

支
援

も
併

せ
て

行
い

胃
が

ん
予

防
を

推
進

す
る

。
4

1
3

1
38

③
安

心
し

て
暮

ら
し

続
け

ら
れ

る
地

域
福

祉
の

推
進

民
生

児
童

委
員

サ
ポ

ー
タ

ー
事

業
　

★
98

0
　

民
生

児
童

委
員

を
補

佐
す

る
民

生
児

童
委

員
サ
ポ

ー
タ

ー
を

新
設

し
、

民
生

児
童

委
員

業
務

の
負

担
軽

減
や

成
り

手
不

足
解

消
を

図
る

。
3

1
1

1
39

④
障

害
者

が
自

立
し

て
暮

ら
せ

る
地

域
共

生
社

会
の

実
現

地
域

生
活

支
援

事
業

　
★

（
日

常
生

活
用

具
給

付
等

事
業

費
）

33
,5

81
　

重
度

の
障

害
者

や
難

病
患

者
等

が
日

常
生

活
を
営

む
上

で
の

不
便

を
解

消
し

、
自

立
し

た
生

活
を

営
む

こ
と

を
目

的
と

し
、

日
常

生
活

用
具

に
係

る
費

用
を

支
援
す

る
。

　
令

和
7年

度
は

、
ス

ト
ー

マ
用

装
具

と
仮

ス
ト

ー
マ

造
設

者
へ

の
支

援
を

拡
充

す
る

。
3

1
5

1
40

障
害

者
通

所
交

通
費

助
成

事
業

1,
80

0
　

在
宅

心
身

障
害

者
が

事
業

所
等

に
通

所
す

る
た
め

に
要

す
る

交
通

費
を

助
成

す
る

。
3

1
5

1
41

重
度

心
身

障
害

（
児

）
者

社
会

参
加

促
進

事
業

（
福

祉
タ

ク
シ

ー
利

用
料

金
助

成
費

、
福

祉
給

油
券

助
成

費
）

23
,5

00
　

社
会

参
加

促
進

の
た

め
、

重
度

心
身

障
害

者
と
医

療
的

ケ
ア

児
に

対
し

て
福

祉
タ

ク
シ

ー
券

又
は

給
油

券
を

支
給

す
る

。
3

1
2
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項
目

事
業

名
事

業
費

（
千

円
）

事
業

内
容

款
項

目
加

速
化

ア
ク

シ
ョ

ン

1
42

⑤
高

齢
者

が
健

康
で

生
き

活
き

と
し

た
地

域
の

実
現

地
域

介
護

予
防

活
動

支
援

事
業

17
,4

33
　

専
門

職
等

の
効

果
的

な
指

導
を

取
り

入
れ

、
地
域

に
お

け
る

住
民

主
体

の
介

護
予

防
活

動
の

場
（

通
い

の
場

）
づ

く
り

を
支

援
す

る
。

3
1

4

1
43

つ
る

お
か

聴
こ

え
サ

ポ
ー

ト
事

業
72

1

　
高

齢
者

の
聴

力
低

下
に

よ
っ

て
生

じ
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

問
題

や
社

会
参

加
の

低
下

等
に

起
因

す
る

フ
レ

イ
ル

状
態

を
予

防
す

る
た

め
、

関
連

す
る

専
門
職

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

し
普

及
啓

発
活

動
や

個
別

相
談

会
な

ど
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

医
師

の
診

察
等

に
よ
り

補
聴

器
の

利
用

が
適

当
で

あ
る

と
認

め
ら

れ
た

65
歳

以
上

の
高

齢
者

の
補

聴
器

の
購

入
費

用
に

対
し

、
支

援
を
行

う
。

1
44

地
域

ケ
ア

会
議

推
進

事
業

1,
28

2
　

高
齢

者
の

身
体

機
能

の
維

持
と

生
活

の
質

の
向
上

の
た

め
の

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
普

及
を

図
る

と
と

も
に

、
地

域
課

題
の

発
見

や
ニ

ー
ズ

の
集

積
を

行
い

、
こ
れ

ら
の

解
決

に
必

要
な

地
域

づ
く

り
、

資
源

開
発

、
政

策
形

成
に

つ
な

げ
る

た
め

に
地

域
ケ

ア
会

議
を

開
催

す
る
。

1
45

⑤
高

齢
者

が
健

康
で

生
き

活
き

と
し

た
地

域
の

実
現

認
知

症
対

策
関

連
事

業
・

認
知

症
地

域
支

援
推

進
員

設
置

事
業

・
認

知
症

ケ
ア

向
上

推
進

事
業

・
認

知
症

初
期

集
中

支
援

事
業

・
認

知
症

家
族

介
護

者
支

援
事

業

8,
06

1

　
認

知
症

へ
の

理
解

と
対

応
力

を
深

め
る

た
め

、
予

防
に

対
す

る
啓

発
や

対
応

力
向

上
研

修
、

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

等
の

育
成

を
行

う
と

と
も

に
、

医
師

等
専

門
職

で
構

成
さ

れ
る

認
知

症
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

に
よ

り
認

知
症

の
早

期
発

見
・

早
期

対
応

を
図

る
。

ま
た

、
地
域

に
お

け
る

支
援

体
制

の
構

築
を

図
る

た
め

、
認

知
症

カ
フ

ェ
等

に
よ

り
認

知
症

高
齢

者
と

そ
の

家
族

を
支

え
る
仕

組
み

づ
く

り
を

行
う

。

1
46

⑤
高

齢
者

が
健

康
で

生
き

活
き

と
し

た
地

域
の

実
現

介
護

給
付

適
正

化
事

業
17

,0
74

　
介

護
保

険
制

度
の

理
念

で
あ

る
自

立
支

援
と

重
度

化
防

止
の

実
現

に
向

け
、

介
護

支
援

専
門

員
の

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
質

の
向

上
、

事
業

者
へ

の
指

導
、

要
介
護

認
定

の
適

正
化

に
向

け
た

認
定

審
査

員
並

び
に

認
定

調
査

員
に

対
す

る
研

修
等

で
の

指
導

を
行

う
と

と
も

に
、
市

民
等

へ
の

啓
発

を
実

施
す

る
。

1
47

⑥
医

療
提

供
体

制
の

充
実

病
院

事
業

会
計

（
臨

床
研

修
医

受
入

）
13

,1
35

　
臨

床
研

修
医

の
募

集
を

行
い

、
臨

床
研

修
医

秘
書

を
配

置
す

る
な

ど
受

入
体

制
を

整
備

す
る

こ
と

に
よ

り
、

研
修

環
境

の
充

実
を

図
る

。

1
48

⑥
医

療
提

供
体

制
の

充
実

休
日

夜
間

診
療

所
運

営
事

業
58

,8
23

　
鶴

岡
市

総
合

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

（
に

こ
・

ふ
る

）
内

に
お

い
て

休
日

・
平

日
夜

間
診

療
及

び
休

日
歯

科
診

療
を

行
い

、
応

急
医

療
体

制
を

確
保

す
る

。

1
49

⑥
医

療
提

供
体

制
の

充
実

病
院

事
業

会
計

（
高

度
医

療
機

器
等

整
備

）
79

1,
75

7
　

地
域

の
基

幹
病

院
と

し
て

医
療

機
能

の
充

実
を
図

る
た

め
、

高
度

医
療

機
器

等
の

計
画

的
な

整
備

を
行

う
。

　
令

和
7年

度
は

、
Ｃ

Ｔ
装

置
更

新
等

を
行

う
。

ま
た

、
湯

田
川

温
泉

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

院
で

は
電

子
カ

ル
テ

シ
ス

テ
ム

を
導

入
す

る
。

1
50

⑥
医

療
提

供
体

制
の

充
実

病
院

事
業

会
計

（
医

師
修

学
資

金
貸

与
）

16
,1

15
　

荘
内

病
院

に
勤

務
す

る
医

師
の

確
保

に
向

け
て
、

大
学

卒
業

後
、

病
院

に
勤

務
す

る
意

志
を

有
す

る
医

学
生

に
対

し
て

修
学

に
必

要
な

資
金

を
貸

与
す

る
。

1
51

⑥
医

療
提

供
体

制
の

充
実

病
院

事
業

会
計

（
医

師
確

保
対

策
）

33
5,

88
5
　

診
療

体
制

の
充

実
を

図
る

た
め

、
出

張
医

の
派
遣

を
受

け
る

と
と

も
に

、
医

療
人

材
紹

介
会

社
を

活
用

し
た

医
師

確
保

に
取

り
組

む
な

ど
、

医
療

提
供

体
制

の
充
実

を
図

る
。

②
SD
Gs

1
52

病
院

事
業

会
計

　
★

（
荘

内
看

護
専

門
学

校
学

生
確

保
対

策
）

3,
78

0
　

荘
内

看
護

専
門

学
校

の
学

生
確

保
を

図
る

た
め
、

市
外

の
入

学
者

で
市

内
ア

パ
ー

ト
等

へ
入

居
す

る
学

生
へ

の
家

賃
補

助
や

、
学

生
が

研
修

会
・

実
習

等
に

参
加
す

る
際

の
諸

経
費

等
に

対
し

支
援

す
る

。
②

SD
Gs

（
３

）
学

び
と

交
流

　
～

歴
史

と
伝

統
に

育
ま

れ
た

優
れ

た
文

化
の

も
と

、
ふ

る
さ

と
鶴

岡
を

愛
す

る
、

い
の

ち
輝

く
人

を
育

て
、

歴
史

や
文

化
で

つ
な

が
る

交
流

を
拡

げ
ま

す
～

1
53

①
次

代
を

担
う

人
づ

く
り

の
推

進
小

学
校

Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ

ス
ク

ー
ル

構
想

推
進

事
業

　
★

中
学

校
Ｇ

Ｉ
Ｇ

Ａ
ス

ク
ー

ル
構

想
推

進
事

業
　

★
1,

10
7,

87
7
　

一
人

一
台

端
末

や
デ

ジ
タ

ル
ド

リ
ル

を
活

用
し
、

多
様

な
学

習
形

態
に

よ
る

児
童

生
徒

の
情

報
活

用
能

力
の

育
成

を
図

る
。

  
令

和
7年

度
は

、
導

入
か

ら
5年

を
経

過
す

る
タ
ブ

レ
ッ

ト
型

パ
ソ

コ
ン

を
更

新
す

る
。

10
2 3

2

1
54

①
次

代
を

担
う

人
づ

く
り

の
推

進
教

育
相

談
・

適
応

指
導

事
業

41
,9

20

　
専

門
的

な
知

識
を

有
す

る
教

育
相

談
員

を
配

置
し

、
発

達
心

理
・

知
能

検
査

な
ど

に
よ

り
子

ど
も

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

で
、

保
護

者
や

教
師

に
適

切
な

指
導
・

助
言

を
行

う
。

　
不

登
校

児
童

生
徒

の
増

加
に

よ
り

、
不

登
校

児
童

支
援

の
充

実
を

図
る

た
め

、
新

た
に

東
京

か
ら

講
師

を
招

き
不

登
校

支
援

の
研

修
会

や
、

調
査

研
究

を
実

施
す
る

。

10
1

2

1
55

い
じ

め
対

策
等

生
徒

指
導

推
進

事
業

43
7
　

い
じ

め
防

止
対

策
推

進
法

に
基

づ
き

、
市

条
例
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、

鶴
岡

市
い

じ
め

問
題

対
策

連
絡

協
議

会
及

び
鶴

岡
市

い
じ

め
問

題
対

応
委

員
会

を
設
置

運
営

す
る

。
ま

た
、

弁
護

士
へ

の
相

談
体

制
を

構
築

す
る

。
10

1
2

特
別

会
計

（
介

護
）

特
別

会
計

（
介

護
）

特
別

会
計

（
介

護
）

特
別

会
計

（
介

護
）

企
業

会
計

（
病

院
）

企
業

会
計

（
病

院
）

特
別

会
計

（
休

診
）

企
業

会
計

（
病

院
）

企
業

会
計

（
病

院
）

企
業

会
計

（
病

院
）
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令
和
７
年
度
当
初
予
算
　
主
な
重
点
事
業

★
　

・
・

・
・

　
新

規
・

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

事
業

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

項
目

事
業

名
事

業
費

（
千

円
）

事
業

内
容

款
項

目
加

速
化

ア
ク

シ
ョ

ン

1
56

①
次

代
を

担
う

人
づ

く
り

の
推

進
外

国
語

教
育

振
興

事
業

32
,5

47
　

外
国

語
指

導
の

充
実

を
図

る
た

め
、

JE
Tプ

ロ
グ

ラ
ム

を
活

用
し

て
AL
Tを

招
聘

し
、

小
中

学
校

へ
配

置
す

る
。

10
1

2

1
57

「
ふ

る
さ

と
鶴

岡
を

愛
す

る
子

ど
も

」
育

成
推

進
事

業
10

,2
09

　
地

域
と

連
携

し
、

地
域

の
人

材
を

活
用

し
な

が
ら

、
郷

土
の

自
然

や
歴

史
、

文
化

、
産

業
な

ど
に

つ
い

て
積

極
的

に
学

ぶ
と

と
も

に
、

「
親

子
で

楽
し

む
庄

内
論
語

」
の

活
用

や
小

学
生

ス
キ

ー
教

室
を

行
い

、
「

ふ
る

さ
と

鶴
岡

」
を

愛
す

る
心

を
育

む
活

動
を

実
施

す
る

。
10

1
2

1
58

①
次

代
を

担
う

人
づ

く
り

の
推

進
海

洋
教

育
推

進
事

業
16

,0
00

　
海

洋
教

育
を

推
進

す
る

た
め

、
教

員
向

け
の

研
修

を
行

う
と

と
も

に
海

洋
教

育
を

行
う

市
内

の
小

中
学

校
に

対
し

て
補

助
金

を
交

付
す

る
。

10
1

2

1
59

特
別

支
援

教
育

充
実

事
業

2,
17

4
　

特
別

な
支

援
を

要
す

る
児

童
・

生
徒

等
へ

の
適
切

な
支

援
の

た
め

、
教

職
員

の
特

別
支

援
教

育
力

の
向

上
に

資
す

る
教

職
員

研
修

や
、

専
門

家
チ

ー
ム

に
よ

る
巡
回

相
談

の
実

施
な

ど
、

特
別

支
援

教
育

推
進

体
制

を
充

実
さ

せ
る

。
10

1
2

1
60

①
次

代
を

担
う

人
づ

く
り

の
推

進
チ

ー
ム

学
校

の
推

進
支

援
事

業
18

1,
26

4
　

発
達

障
害

や
い

じ
め

、
不

登
校

、
虐

待
な

ど
に
よ

る
不

安
等

の
課

題
を

抱
え

る
児

童
生

徒
を

支
援

す
る

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

や
支

援
員

、
外

国
語

学
習

を
支
援

す
る

外
国

語
サ

ポ
ー

タ
ー

等
を

配
置

す
る

。
10

1
2

1
61

①
次

代
を

担
う

人
づ

く
り

の
推

進
地

域
と

と
も

に
あ

る
学

校
づ

く
り

推
進

事
業

3,
31

7
　

学
校

運
営

の
改

善
や

児
童

生
徒

の
健

全
育

成
を
図

る
た

め
、

学
校

と
地

域
が

連
携

、
協

働
し

て
学

校
運

営
に

取
り

組
む

体
制

と
し

て
、

学
校

運
営

協
議

会
制

度
を
導

入
す

る
学

校
（

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ス
ク

ー
ル

）
の

設
置

を
支

援
す

る
。

10
1

2

1
62

①
次

代
を

担
う

人
づ

く
り

の
推

進
地

域
ス

ポ
ー

ツ
・

文
化

ク
ラ

ブ
活

動
体

制
整

備
事

業
15

,7
85

　
国

が
進

め
る

「
休

日
の

部
活

動
の

段
階

的
な

地
域

移
行

」
を

円
滑

に
行

う
た

め
、

中
学

校
の

部
活

動
の

受
け

皿
と

な
る

団
体

の
整

備
や

指
導

体
制

の
充

実
を

図
る
。

10
3

2

1
63

①
次

代
を

担
う

人
づ

く
り

の
推

進
小

学
校

大
規

模
改

修
事

業
中

学
校

大
規

模
改

修
事

業
11

0,
07

0

　
老

朽
化

が
進

ん
で

い
る

小
中

学
校

の
改

修
工

事
等

を
行

う
。

　
・

櫛
引

東
小

、
あ

さ
ひ

小
、

あ
つ

み
小

、
鼠

ヶ
関

小
体

育
館

LE
D化

工
事

設
計

　
・

鼠
ヶ

関
小

冷
房

設
備

改
修

工
事

　
・

朝
暘

二
小

体
育

館
窓

断
熱

工
事

　
・

羽
黒

小
、

京
田

小
、

櫛
引

東
小

地
下

タ
ン

ク
改

修
工

事
　

・
あ

つ
み

小
消

火
栓

ポ
ン

プ
改

修
工

事
　

・
京

田
小

下
水

道
切

替
工

事
　

・
五

中
校

舎
棟

大
規

模
改

修
工

事
設

計
　

・
温

海
中

屋
体

棟
大

規
模

改
修

工
事

設
計

　
・

豊
浦

中
下

水
道

切
替

工
事

設
計

　
・

温
海

中
火

災
受

信
機

更
新

工
事

10
2 3

3

1
64

朝
暘

第
五

小
学

校
改

築
事

業
43

7,
60

0
　

令
和

7年
度

中
の

完
全

竣
工

に
向

け
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
、

プ
ー

ル
の

整
備

工
事

を
行

う
。

10
2

3

1
65

事
務

局
管

理
運

営
事

業
　

★
（

藤
島

地
域

義
務

教
育

学
校

設
立

準
備

委
員

会
（

仮
称

）
）

80
　

義
務

教
育

学
校

の
開

校
に

向
け

た
検

討
組

織
を
設

置
し

、
教

育
課

程
等

の
検

討
を

進
め

る
。

10
1

2
①

若
者

・
子

育
て

1
66

藤
島

地
域

義
務

教
育

学
校

整
備

事
業

　
★

61
,8

00
　

義
務

教
育

学
校

の
整

備
に

向
け

た
基

礎
調

査
（
耐

力
度

調
査

、
地

質
調

査
、

敷
地

測
量

）
を

実
施

す
る

。
10

4
1

①
若

者
・

子
育

て

1
67

①
次

代
を

担
う

人
づ

く
り

の
推

進
小

学
校

通
学

対
策

事
業

中
学

校
通

学
対

策
事

業
（

遠
距

離
通

学
等

児
童

・
生

徒
の

熱
中

症
対

策
）

12
,1

25
　

児
童

・
生

徒
の

熱
中

症
事

故
防

止
の

徹
底

を
図
る

た
め

、
猛

暑
下

に
お

け
る

通
学

支
援

策
と

し
て

夏
季

の
ス

ク
ー

ル
バ

ス
運

行
等

を
実

施
す

る
。

10
2 3

2
①

若
者

・
子

育
て

1
68

新
産

業
創

出
地

域
基

盤
事

業
（

高
校

生
バ

イ
オ

サ
ミ

ッ
ト

ｉ
ｎ

鶴
岡

）
1,

25
0
　

次
代

の
バ

イ
オ

サ
イ

エ
ン

ス
や

バ
イ

オ
関

連
産
業

を
担

う
人

材
育

成
・

確
保

を
図

る
た

め
、

全
国

の
高

校
生

を
対

象
に

「
高

校
生

バ
イ

オ
サ

ミ
ッ

ト
ｉ

ｎ
鶴

岡
」
を

開
催

す
る

。
2

1
6
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令
和
７
年
度
当
初
予
算
　
主
な
重
点
事
業

★
　

・
・

・
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新

規
・

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

事
業

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

項
目

事
業

名
事

業
費

（
千

円
）

事
業

内
容

款
項

目
加

速
化

ア
ク

シ
ョ

ン

1
69

①
次

代
を

担
う

人
づ

く
り

の
推

進
高

等
教

育
機

関
連

携
促

進
事

業
2,

54
5

　
東

北
公

益
文

科
大

学
が

行
う

地
域

課
題

解
決

事
業

、
4つ

の
高

等
教

育
機

関
の

連
携

や
研

究
成

果
の

地
域

へ
の

情
報

発
信

を
推

進
す

る
「

知
の

拠
点

庄
内

ワ
ー

ク
シ
ョ

ッ
プ

委
員

会
」

に
よ

る
各

種
連

携
事

業
、

高
校

生
等

が
Ａ

Ｉ
（

人
工

知
能

）
の

活
用

に
つ

い
て

学
ぶ

や
ま

が
た
Ａ

Ｉ
部

の
活

動
等

、
市

内
の

高
等

教
育

機
関

が
実

施
す

る
各

事
業

に
支

援
す

る
。

2
1

6

1
70

②
地

域
に

お
け

る
人

づ
く

り
の

推
進

致
道

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

運
営

事
業

（
市

民
講

座
の

開
催

）
50

6
　

生
命

科
学

の
基

礎
や

公
益

学
を

交
え

た
地

域
共
創

、
慶

應
先

端
研

の
最

新
の

研
究

や
東

北
公

益
文

科
大

学
の

取
組

を
広

く
市

民
に

伝
え

る
た

め
、

第
一

線
で

活
躍
す

る
研

究
者

等
を

講
師

に
招

い
た

市
民

講
座

を
開

催
す

る
。

2
1

6

1
71

鶴
岡

市
制

施
行

記
念

式
典

事
業

　
★

（
市

制
施

行
2
0
周

年
特

別
表

彰
）

4,
42

0
　

市
制

施
行

記
念

式
典

を
挙

行
し

、
市

政
の

伸
展
に

功
績

の
あ

っ
た

個
人

・
団

体
を

市
政

功
労

者
と

し
て

表
彰

す
る

と
と

も
に

、
市

制
施

行
20

周
年

特
別

表
彰

を
実
施

す
る

。
2

1
1

1
72

地
域

学
校

協
働

活
動

推
進

事
業

2,
96

9
　

地
域

と
学

校
が

連
携

・
協

働
し

、
幅

広
い

地
域
住

民
等

の
参

画
に

よ
る

教
育

活
動

を
推

進
し

、
地

域
の

活
性

化
を

図
る

。
10

5
1

1
73

②
地

域
に

お
け

る
人

づ
く

り
の

推
進

中
央

公
民

館
市

民
学

習
促

進
事

業
6,

62
3
　

デ
ジ

タ
ル

デ
バ

イ
ド

対
策

に
基

づ
い

た
シ

ニ
ア
層

向
け

デ
ジ

タ
ル

講
座

を
は

じ
め

、
幅

広
い

年
代

を
対

象
と

し
た

各
種

講
座

の
開

催
、

天
文

学
習

及
び

プ
ラ

ネ
タ
リ

ウ
ム

を
活

用
し

た
事

業
等

を
実

施
す

る
。

10
5

2

1
74

②
地

域
に

お
け

る
人

づ
く

り
の

推
進

家
庭

教
育

推
進

事
業

2,
42

8
　

社
会

全
体

で
子

育
て

を
応

援
し

、
子

ど
も

の
健
全

な
育

成
を

図
る

た
め

、
家

庭
や

地
域

の
中

で
子

育
て

を
担

う
大

人
に

対
し

、
教

育
力

の
向

上
に

資
す

る
情

報
や
知

識
を

得
る

学
習

機
会

を
提

供
す

る
。

10
5

1

1
75

②
地

域
に

お
け

る
人

づ
く

り
の

推
進

読
書

奨
励

事
業

　
★

（
第

3次
子

ど
も

読
書

活
動

推
進

計
画

の
策

定
）

2,
18

9

　
幼

児
か

ら
大

人
ま

で
読

書
に

親
し

む
習

慣
の

形
成

を
図

る
た

め
に

、
各

種
読

書
推

進
事

業
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
学

校
や

児
童

館
、

幼
児

サ
ー

ク
ル

等
読

書
推
進

団
体

へ
の

団
体

貸
出

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

派
遣

な
ど

に
よ

り
、

各
団

体
の

読
書

活
動

を
推

進
す

る
。

ま
た

、
第

3次
子

ど
も

読
書

活
動

推
進

計
画

の
策

定
（

令
和

8年
度

～
令

和
12

年
度

）
に

向
け

、
子

ど
も

読
書

活
動

推
進

委
員

委
員

会
を

開
催

し
て

協
議

す
る

。

10
5

3

1
76

②
地

域
に

お
け

る
人

づ
く

り
の

推
進

図
書

館
本

館
整

備
事

業
　

★
25

,2
95

　
基

本
計

画
の

策
定

委
員

会
、

図
書

館
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
、

デ
ジ

タ
ル

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

な
ど

に
よ

り
市

民
と

の
対

話
を

継
続

し
な

が
ら

、
新

図
書

館
整

備
に

向
け
た

基
本

計
画

を
策

定
す

る
。

10
5

3
④

定
住

・
交

流
人

口

1
77

③
文

化
芸

術
の

振
興

芸
術

文
化

振
興

事
業

17
,7

50

　
芸

術
文

化
協

会
と

の
共

催
に

よ
る

鶴
岡

市
芸

術
祭

や
地

域
の

文
化

祭
の

開
催

、
芸

術
文

化
団

体
の

支
援

に
よ

り
芸

術
文

化
の

振
興

を
図

る
。

　
ま

た
、

鶴
岡

市
文

化
芸

術
推

進
基

本
計

画
 第

2期
計

画
の

策
定

に
向

け
て

、
計

画
策

定
委

員
会

を
設

置
し

、
専

門
家

の
指

導
、

助
言

の
も

と
協

議
を

行
う

。

10
5

4

1
78

丸
谷

才
一

氏
生

誕
1
0
0年

記
念

事
業

　
★

2,
71

8
　

丸
谷

才
一

氏
生

誕
10

0年
を

記
念

し
、

記
念

講
演

会
や

市
内

観
光

ツ
ア

ー
の

開
催

を
通

じ
て

、
日

本
文

学
の

興
隆

に
貢

献
さ

れ
た

氏
の

功
績

と
作

品
の

魅
力

を
再

認
識

す
る

と
と

も
に

、
文

学
の

ま
ち

鶴
岡

の
魅

力
を

県
内

外
に

発
信

す
る

。
2

1
16

1
79

④
文

化
資

源
の

保
存

・
継

承
・

活
用

民
俗

芸
能

等
保

存
伝

承
事

業
1,

90
3
　

民
俗

芸
能

等
の

保
存

団
体

が
実

施
す

る
担

い
手
育

成
な

ど
保

存
継

承
の

た
め

の
取

組
を

支
援

す
る

。
10

5
4

1
80

市
史

編
さ

ん
事

業
　

★
（

鶴
岡

市
史

現
代

編
上

巻
の

発
刊

）
7,

10
1
　

戦
後

～
昭

和
48

年
ま

で
を

ま
と

め
た

「
鶴

岡
市
史

現
代

編
　

上
巻

」
を

発
刊

す
る

。
2

1
2

1
81

平
和

都
市

推
進

事
業

　
★

（
戦

後
8
0
年

を
記

念
し

た
平

和
の

集
い

等
の

実
施

）
32

3
　

戦
後

80
年

を
記

念
し

た
平

和
の

集
い

を
開

催
し
、

戦
争

体
験

者
の

遺
族

に
よ

る
講

話
、

疎
開

経
験

者
を

招
い

て
の

対
談

等
を

行
う

。
ま

た
、

戦
争

に
関

連
す

る
史
跡

め
ぐ

り
等

を
行

い
、

戦
争

の
悲

惨
さ

と
平

和
の

尊
さ

を
再

認
識

し
、

若
い

世
代

へ
継

承
す

る
。

2
1

16

1
82

⑤
市

民
ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

保
健

体
育

総
務

費
(国

際
バ

ド
ミ

ン
ト

ン
Ｕ

1
6推

進
協

議
会

負
担

金
)

4,
00

0
  

国
際

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

Ｕ
16

推
進

協
議

会
が

実
施
す

る
「

国
際

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

Ｕ
16
大

会
」

を
支

援
す

る
。

10
6

1

1
83

ス
ポ

ー
ツ

施
設

改
修

事
業

22
3,

10
0
　

小
真

木
原

陸
上

競
技

場
改

修
工

事
の

ほ
か

、
老
朽

化
し

た
市

有
施

設
の

改
修

工
事

を
行

う
。

10
6

2
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業

★
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新
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・

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

事
業

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

項
目

事
業

名
事

業
費

（
千

円
）

事
業

内
容

款
項

目
加

速
化

ア
ク

シ
ョ

ン

1
84

⑤
市

民
ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

人
工

芝
グ

ラ
ウ

ン
ド

整
備

事
業

48
,6

26
　

人
工

芝
グ

ラ
ウ

ン
ド

の
整

備
に

向
け

て
、

令
和
7年

度
も

引
き

続
き

旧
鶴

岡
病

院
の

解
体

工
事

を
行

う
と

と
も

に
、

人
工

芝
グ

ラ
ウ

ン
ド

整
備

基
本

計
画

に
基

づ
き

、
基

本
設

計
・

実
施

設
計

を
行

う
。

10
6

2
①

若
者

・
子

育
て

1
85

⑤
市

民
ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

健
康

・
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
推

進
事

業
16

,9
79

　
ス

ポ
ー

ツ
少

年
団

や
各

地
域

の
体

育
協

会
な

ど
へ

の
支

援
等

を
通

じ
て

幼
少

期
か

ら
の

ス
ポ

ー
ツ

活
動

の
推

進
や

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

の
振

興
を

図
る

。
10

6
1

1
86

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

活
動

支
援

事
業

3,
52

7
　

地
域

住
民

に
よ

る
主

体
的

な
ス

ポ
ー

ツ
環

境
の
整

備
、

ス
ポ

ー
ツ

振
興

を
図

る
た

め
、

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

の
活

動
を

支
援

す
る

。
10

6
1

1
87

⑥
学

校
給

食
の

充
実

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

管
理

運
営

事
業

　
★

1,
06

3,
50

6
　

成
長

期
に

あ
る

児
童

、
生

徒
等

の
健

康
増

進
と
体

位
の

向
上

を
図

る
た

め
、

健
康

的
で

バ
ラ

ン
ス

の
と

れ
た

給
食

の
提

供
に

努
め

、
食

育
・

栄
養

指
導

の
充

実
を
図

る
。

ま
た

、
食

育
用

教
材

と
し

て
大

量
調

理
場

か
ら

の
給

食
提

供
と

発
祥

の
地

の
歴

史
の

2パ
タ

ー
ン

の
映

像
を

製
作

、
DV
D化

し
て

学
校

の
授

業
等

で
活

用
す

る
。

10
6

3

1
88

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

整
備

事
業

　
★

18
5
　

新
鶴

岡
市

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

整
備

基
本

計
画
の

策
定

に
向

け
て

、
令

和
７

年
度

に
検

討
体

制
を

整
備

し
、

専
門

家
、

市
民

、
関

係
者

の
意

見
を

聞
き

な
が

ら
協
議

を
進

め
る

。
10

6
3

①
若

者
・

子
育

て

1
89

⑦
都

市
交

流
の

推
進

東
京

事
務

所
各

種
活

動
事

業
5,

03
7
　

首
都

圏
に

お
け

る
人

材
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用
し

た
市

政
情

報
の

Ｐ
Ｒ

等
を

行
う

と
と

も
に

、
友

好
都

市
等

と
の

交
流

を
支

援
す

る
。

2
1

14

1
90

国
内

都
市

提
携

事
業

9,
54

5
　

姉
妹

都
市

等
の

盟
約

を
締

結
し

た
各

市
町

村
と
の

交
流

を
促

進
す

る
た

め
、

各
団

体
の

交
流

事
業

を
支

援
す

る
。

2
1

16

1
91

ふ
る

さ
と

会
支

援
事

業
2,

88
1
　

各
地

域
出

身
者

に
よ

る
ふ

る
さ

と
会

の
活

動
を
支

援
す

る
と

と
も

に
、

人
材

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
通

し
た

情
報

発
信

を
行

う
。

2
1

16

1
92

⑧
国

際
化

の
推

進
ニ

ュ
ー

ブ
ラ

ン
ズ

ウ
ィ

ッ
ク

市
交

流
推

進
事

業
68

6
　

姉
妹

都
市

で
あ

る
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

の
ニ

ュ
ー
ブ

ラ
ン

ズ
ウ

ィ
ッ

ク
市

と
の

友
好

関
係

を
深

め
る

た
め

、
中

学
生

の
派

遣
と

受
け

入
れ

を
隔

年
で

実
施

し
、

文
化
施

設
の

見
学

や
ホ

ー
ム

ス
テ

イ
等

に
よ

り
交

流
を

図
る

。
　

令
和

7年
度

は
、

中
学

生
訪

問
団

の
受

け
入

れ
を

予
定

す
る

。
10

1
2

②
SD
Gs

（
４

）
農

・
林

・
水

産
業

　
～

人
が

集
い

新
し

い
こ

と
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
で

き
る

、
魅

力
あ

る
農

山
漁

村
を

形
成

し
、

豊
か

な
食

文
化

を
支

え
る

農
林

水
産

業
の

生
産

拡
大

と
所

得
向

上
を

実
現

し
ま

す
～

1
93

①
農

業
を

支
え

る
人

材
の

育
成

・
確

保
地

域
定

住
農

業
者

育
成

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
業

3,
58

8
　

学
卒

後
の

就
農

希
望

者
や

Ｉ
タ

ー
ン

者
の

自
立
に

向
け

、
山

形
大

学
農

学
部

を
中

心
に

地
域

の
関

係
機

関
・

企
業

等
で

構
成

す
る

地
域

定
住

農
業

者
育

成
コ

ン
ソ
ー

シ
ア

ム
に

よ
る

人
材

育
成

の
た

め
の

総
合

的
な

取
組

を
支

援
す

る
。

6
1

3

1
94

農
業

人
材

育
成

確
保

事
業

13
3,

49
3

　
優

れ
た

経
営

感
覚

を
持

っ
た

農
業

者
の

育
成

・
確

保
を

図
る

た
め

、
就

農
初

期
の

雇
用

就
農

者
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

や
独

立
就

農
者

が
実

施
す

る
初

期
投

資
の

負
担
軽

減
な

ど
、

就
農

の
形

態
や

新
規

就
農

者
を

取
り

巻
く

情
勢

の
変

化
に

応
じ

た
段

階
別

の
支

援
を

実
施

す
る

。
ま
た

、
令

和
７

年
度

か
ら

庄
内

町
、

三
川

町
と

連
携

し
、

新
た

に
「

庄
内

南
部

新
規

就
農

者
研

修
受

入
協

議
会

」
と
し

て
、

広
域

化
に

よ
る

研
修

受
入

活
動

を
実

施
す

る
。

6
1

3
③
産
業
振
興
と
人
材
育
成

1
95

農
業

経
営

者
育

成
学

校
管

理
運

営
事

業
44

,3
50

　
地

元
は

も
と

よ
り

、
域

外
や

農
外

か
ら

新
た

な
人

材
を

呼
び

込
み

、
鶴

岡
市

立
農

業
経

営
者

育
成

学
校

「
Ｓ

Ｅ
Ａ

Ｄ
Ｓ

（
シ

ー
ズ

）
」

を
管

理
運

営
し

、
研

修
生
の

研
修

開
始

か
ら

就
農

に
向

け
た

準
備

、
営

農
開

始
後

の
経

営
安

定
化

ま
で

サ
ポ

ー
ト

し
、

農
業

の
未

来
を

担
う
人

材
を

育
成

す
る

。
6

1
3

③
産
業
振
興
と
人
材
育
成

1
96

①
農

業
を

支
え

る
人

材
の

育
成

・
確

保
地

域
計

画
推

進
事

業
66

3
　

目
指

す
べ

き
将

来
の

農
地

利
用

の
姿

を
明

確
に
す

る
地

域
計

画
の

具
体

化
に

向
け

て
、

将
来

の
地

域
の

農
業

の
あ

り
方

、
農

地
利

用
に

つ
い

て
地

域
の

話
し

合
い
を

推
進

す
る

。
6

1
3

③
産
業
振
興
と
人
材
育
成

1
97

②
地

域
経

済
を

支
え

る
農

業
生

産
の

拡
大

水
田

農
業

低
コ

ス
ト

・
高

付
加

価
値

化
基

盤
整

備
事

業
88

,4
00

　
作

業
効

率
の

向
上

や
規

模
拡

大
を

通
じ

て
、

安
定

的
な

農
業

経
営

体
を

育
成

す
る

た
め

県
が

行
う

、
農

地
の

基
盤

整
備

事
業

に
つ

い
て

、
事

業
費

の
一

部
を

負
担
す

る
。

6
1

7

1
98

園
芸

作
物

生
産

支
援

事
業

1,
99

0
　

園
芸

特
産

物
の

産
地

づ
く

り
を

推
進

す
る

た
め
、

栽
培

技
術

の
向

上
、

収
益

性
の

向
上

、
経

営
の

安
定

化
に

資
す

る
取

組
を

支
援

す
る

。
6

1
4
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令
和
７
年
度
当
初
予
算
　
主
な
重
点
事
業

★
　

・
・

・
・

　
新

規
・

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

事
業

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

項
目

事
業

名
事

業
費

（
千

円
）

事
業

内
容

款
項

目
加

速
化

ア
ク

シ
ョ

ン

1
99

②
地

域
経

済
を

支
え

る
農

業
生

産
の

拡
大

園
芸

産
地

つ
る

お
か

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
業

　
★

（
果

樹
・

園
芸

施
設

強
靭

化
支

援
事

業
補

助
金

）
4,

50
0
　

産
地

維
持

に
向

け
た

園
芸

施
設

の
長

寿
命

化
対
策

と
し

て
、

パ
イ

プ
ハ

ウ
ス

、
果

樹
雨

除
け

施
設

、
果

樹
棚

等
の

補
強

・
改

修
の

ほ
か

、
防

風
ネ

ッ
ト

・
防

霜
フ
ァ

ン
等

の
災

害
被

害
軽

減
資

材
の

導
入

を
支

援
す

る
。

6
1

4
③
産
業
振
興
と
人
材
育
成

2
00

②
地

域
経

済
を

支
え

る
農

業
生

産
の

拡
大

強
い

農
業

産
地

づ
く

り
支

援
事

業
12

2,
89

3
　

県
の

補
助

金
を

活
用

し
、

渇
水

や
異

常
高

温
に
伴

う
園

芸
作

物
の

被
害

対
策

と
し

て
、

遮
光

資
材

の
導

入
を

支
援

す
る

。
ま

た
、

国
の

交
付

金
を

活
用

し
、

農
業
法

人
等

に
よ

る
集

出
荷

貯
蔵

施
設

等
の

産
地

の
基

幹
施

設
の

整
備

を
支

援
す

る
。

6
1

4

2
01

循
環

型
農

業
拡

大
推

進
事

業
（

地
域

自
給

圏
形

成
支

援
事

業
補

助
金

）
75

0
　

市
内

で
生

産
さ

れ
る

小
麦

や
大

豆
な

ど
を

活
用
し

、
地

域
の

製
造

販
売

業
者

等
と

共
同

し
て

新
た

な
商

品
の

開
発

・
販

売
を

行
う

こ
と

で
、

地
域

内
で

資
源

と
経
済

が
循

環
す

る
仕

組
み

を
実

証
し

、
ス

マ
ー

ト
・

テ
ロ

ワ
ー

ル
構

想
の

モ
デ

ル
を

形
成

す
る

。
6

1
4

2
02

環
境

保
全

型
農

業
支

援
事

業
75

,9
23

　
環

境
保

全
型

農
業

の
推

進
に

向
け

て
、

国
の

交
付

金
を

活
用

し
、

農
業

者
の

実
施

す
る

地
球

温
暖

化
防

止
や

生
物

多
様

性
保

全
に

効
果

の
高

い
農

業
生

産
活

動
に
要

す
る

か
か

り
増

し
経

費
を

支
援

す
る

。
6

1
4

2
03

畜
産

経
営

基
盤

強
化

支
援

事
業

8,
44

7
　

Ｊ
Ａ

全
農

等
の

民
間

預
託

牛
制

度
の

利
用

に
係
る

預
託

金
利

及
び

手
数

料
へ

の
支

援
や

、
10
齢

以
上

に
達

し
た

繁
殖

用
和

牛
雌

牛
の

更
新

に
係

る
支

援
等

、
生

産
性

向
上

に
つ

な
が

る
取

組
を

実
施

し
、

畜
産

農
家

の
経

営
基

盤
強

化
を

図
る

。
6

1
6

2
04

②
地

域
経

済
を

支
え

る
農

業
生

産
の

拡
大

中
山

間
地

域
等

直
接

支
払

交
付

金
事

業
27

5,
46

5
　

中
山

間
地

域
等

直
接

支
払

制
度

の
周

知
・

普
及
と

円
滑

な
事

業
推

進
を

図
る

と
と

も
に

、
対

象
農

地
の

関
係

者
に

よ
る

集
落

協
定

の
承

認
や

交
付

金
の

円
滑

な
交
付

を
行

う
。

6
1

5

2
05

②
地

域
経

済
を

支
え

る
農

業
生

産
の

拡
大

鳥
獣

被
害

対
策

事
業

　
★

19
,9

33

　
捕

獲
・

侵
入

防
止

・
環

境
整

備
の

対
策

を
総

合
的

に
進

め
る

た
め

、
鳥

獣
被

害
防

止
対

策
協

議
会

を
中

心
と

し
た

有
害

鳥
獣

の
捕

獲
活

動
や

、
地

域
・

住
民

が
行
う

侵
入

防
止

柵
等

の
設

置
、

追
払

い
、

環
境

整
備

等
の

予
防

活
動

を
推

進
す

る
た

め
の

支
援

を
行

う
。

ま
た

、
令
和

7年
度

は
新

た
に

イ
ノ

シ
シ

に
よ

る
農

地
農

業
用

施
設

の
掘

り
起

こ
し

被
害

復
旧

に
対

す
る

支
援

を
行

う
。

6
1

5

2
06

農
地

保
全

活
動

支
援

事
業

　
★

2,
00

0
　

地
域

農
業

の
維

持
や

農
地

保
全

を
目

的
と

し
て
共

同
で

使
用

す
る

農
機

具
等

の
導

入
に

対
し

支
援

す
る

。
6

1
7

③
産
業
振
興
と
人
材
育
成

2
07

②
地

域
経

済
を

支
え

る
農

業
生

産
の

拡
大

多
面

的
機

能
支

払
活

動
支

援
事

業
91

0,
05

4
　

地
域

が
共

同
で

行
う

農
用

地
、

農
業

用
水

路
等
の

日
常

的
な

保
全

管
理

活
動

や
、

補
修

や
更

新
な

ど
施

設
の

長
寿

命
化

の
た

め
の

活
動

を
支

援
す

る
。

6
1

8

2
08

③
農

産
物

の
付

加
価

値
向

上
と

販
路

拡
大

鶴
岡

産
農

産
物

消
費

拡
大

事
業

（
ロ

ン
ド

ン
市

場
開

拓
チ

ャ
レ

ン
ジ

事
業

）
3,

55
0
　

鶴
岡

産
農

産
物

・
加

工
品

等
の

継
続

し
た

輸
出
の

実
現

及
び

海
外

食
市

場
で

の
消

費
拡

大
を

図
る

た
め

、
ロ

ン
ド

ン
の

日
本

食
レ

ス
ト

ラ
ン

で
期

間
限

定
の

鶴
岡
産

メ
ニ

ュ
ー

提
供

、
商

談
会

を
実

施
す

る
。

6
1

3
③
産
業
振
興
と
人
材
育
成

2
09

鶴
岡

産
農

産
物

消
費

拡
大

事
業

（
鶴

岡
産

農
産

物
等

販
路

拡
大

チ
ャ

レ
ン

ジ
支

援
事

業
補

助
金

）
90

0
　

農
産

物
等

の
販

路
及

び
消

費
拡

大
を

図
る

た
め
、

国
内

外
で

の
商

談
会

の
参

加
や

Ｅ
Ｃ

販
売

な
ど

、
新

た
な

取
組

を
行

う
事

業
者

等
に

対
し

て
、

そ
の

活
動

経
費
や

販
促

資
材

製
作

経
費

を
支

援
す

る
。

6
1

3
③
産
業
振
興
と
人
材
育
成

2
10

鶴
岡

産
農

産
物

消
費

拡
大

事
業

（
鶴

岡
産

小
麦

消
費

拡
大

事
業

）
42

6
　

鶴
岡

産
小

麦
の

Ｐ
Ｒ

と
消

費
拡

大
を

図
る

た
め
、

鶴
岡

産
小

麦
を

使
用

し
た

加
工

品
を

学
校

給
食

に
提

供
す

る
。

6
1

3

2
11

④
効

率
的

な
木

材
生

産
と

健
全

で
豊

か
な

森
林

づ
く

り
森

林
環

境
教

育
推

進
事

業
3,

92
4
　

担
い

手
育

成
の

一
環

と
し

て
、

森
林

の
身

近
さ
や

多
様

な
自

然
環

境
を

体
感

さ
せ

る
森

林
学

習
事

業
を

行
う

と
と

も
に

、
下

刈
り

な
ど

の
森

林
作

業
を

体
験

で
き
る

実
習

事
業

を
行

う
。

6
2

2
③
産
業
振
興
と
人
材
育
成

2
12

④
効

率
的

な
木

材
生

産
と

健
全

で
豊

か
な

森
林

づ
く

り
林

道
念

珠
関

線
開

設
事

業
11

,4
00

　
林

道
の

開
設

に
よ

り
、

木
材

生
産

基
盤

と
な

る
林

内
路

網
の

整
備

を
行

い
、

森
林

整
備

や
木

材
搬

出
等

の
効

率
化

を
図

る
。

6
2

4

2
13

④
効

率
的

な
木

材
生

産
と

健
全

で
豊

か
な

森
林

づ
く

り
作

業
道

整
備

事
業

9,
00

0
　

森
林

組
合

な
ど

が
実

施
す

る
作

業
道

の
開

設
及
び

敷
砂

利
事

業
の

支
援

を
行

い
、

林
内

路
網

の
整

備
を

推
進

し
、

森
林

整
備

や
木

材
搬

出
等

の
効

率
化

を
図

る
。

6
2

4

2
14

高
性

能
林

業
機

械
導

入
支

援
事

業
14

,9
50

　
高

性
能

林
業

機
械

の
導

入
を

支
援

し
、

効
率

的
・

計
画

的
か

つ
安

全
な

木
材

生
産

を
図

る
。

6
2

4
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令
和
７
年
度
当
初
予
算
　
主
な
重
点
事
業

★
　

・
・

・
・

　
新

規
・

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

事
業

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

項
目

事
業

名
事

業
費

（
千

円
）

事
業

内
容

款
項

目
加

速
化

ア
ク

シ
ョ

ン

2
15

④
効

率
的

な
木

材
生

産
と

健
全

で
豊

か
な

森
林

づ
く

り
森

林
病

害
虫

等
防

除
事

業
　

★
12

0,
12

0
　

松
く

い
虫

被
害

を
は

じ
め

と
す

る
森

林
病

害
虫
等

防
除

対
策

を
実

施
し

、
健

全
な

森
林

環
境

の
保

全
を

図
る

。
令

和
7年

度
は

、
事

業
費

を
増

額
し

、
被

害
木

の
伐

倒
駆

除
に

取
り

組
む

。
6

2
2

2
16

⑤
水

産
物

の
安

定
供

給
と

漁
村

の
活

性
化

担
い

手
育

成
事

業
55

9
　

漁
業

担
い

手
の

育
成

・
確

保
を

図
る

た
め

、
漁
業

研
修

時
に

負
担

と
な

る
初

期
投

資
費

用
（

転
居

費
用

や
家

賃
）

の
補

助
、

漁
業

後
継

者
の

漁
船

取
得

等
に

係
る

資
金

借
入

へ
の

利
子

補
給

等
を

行
う

。
6

3
2

③
産
業
振
興
と
人
材
育
成

2
17

水
産

業
振

興
推

進
事

業
(加

茂
水

産
高

等
学

校
地

域
連

携
事

業
)

60
0
　

漁
業

後
継

者
や

6次
産

業
化

の
プ

ロ
を

目
指

す
人

材
の

育
成

に
取

り
組

む
た

め
、

加
茂

水
産

高
等

学
校

地
域

連
携

協
議

会
を

設
置

し
、

構
成

員
と

連
携

し
て

水
産

高
校

な
ら

で
は

の
活

動
を

支
援

す
る

。
6

3
2

2
18

⑤
水

産
物

の
安

定
供

給
と

漁
村

の
活

性
化

水
産

業
成

長
産

業
化

支
援

事
業

19
,0

00
　

漁
業

者
等

の
所

得
向

上
と

水
産

業
の

成
長

産
業
化

を
図

る
た

め
、

県
の

補
助

事
業

に
よ

り
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

型
の

漁
業

者
支

援
を

行
う

ほ
か

、
当

該
事

業
の

対
象
と

な
ら

な
か

っ
た

も
の

の
同

等
の

効
果

が
見

込
ま

れ
る

事
業

に
対

し
、

市
独

自
の

「
が

ん
ば

る
水

産
業

応
援

事
業
補

助
金

」
に

よ
り

支
援

を
行

う
。

6
3

2
③
産
業
振
興
と
人
材
育
成

2
19

水
産

業
振

興
推

進
事

業
7,

85
7
　

小
学

生
を

対
象

と
し

た
稚

魚
放

流
に

よ
る

環
境
学

習
の

実
施

な
ど

、
水

産
業

の
振

興
に

向
け

た
各

種
の

取
組

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
水

産
資

源
の

維
持

・
回

復
を
図

る
た

め
、

活
動

主
体

で
あ

る
内

水
面

漁
協

等
の

取
組

を
支

援
す

る
。

6
3

2

2
20

栽
培

漁
業

推
進

事
業

5,
44

9
　

水
産

資
源

の
維

持
・

回
復

の
促

進
と

漁
家

経
営
の

安
定

を
図

る
た

め
、

山
形

県
漁

協
が

実
施

す
る

種
苗

育
成

及
び

放
流

に
係

る
経

費
を

県
と

沿
岸

3市
町

が
連

携
し

、
支

援
す

る
。

6
3

2

2
21

水
産

業
振

興
推

進
事

業
　

★
(蓄

養
魚

流
通

モ
デ

ル
事

業
)

48
7
　

魚
価

の
向

上
、

安
定

供
給

を
図

る
た

め
、

漁
業
者

と
山

形
県

漁
協

が
漁

獲
し

た
魚

介
類

を
県

栽
培

漁
業

セ
ン

タ
ー

や
由

良
・

鼠
ヶ

関
市

場
内

の
水

槽
で

一
時

的
に

飼
育

し
て

良
質

改
善

と
出

荷
調

整
を

行
う

取
組

の
実

施
体

制
構

築
に

係
る

経
費

を
県

と
連

携
し

、
支

援
す

る
。

6
3

2

2
22

庄
内

浜
水

産
物

消
費

拡
大

推
進

事
業

1,
84

3

　
付

加
価

値
向

上
に

よ
る

漁
業

者
の

所
得

向
上

を
図

る
た

め
、

庄
内

浜
産

水
産

物
を

リ
ー

ド
す

る
ト

ッ
プ

ブ
ラ

ン
ド

の
創

出
を

目
的

に
県

等
関

係
機

関
が

設
立

し
た
庄

内
浜

ブ
ラ

ン
ド

創
出

協
議

会
に

参
画

し
、

事
業

費
の

一
部

を
負

担
す

る
。

併
せ

て
、

県
漁

協
の

直
営

店
海

丸
2号

店
で

の
中

食
商

品
開

発
と

販
売

実
証

事
業

に
対

し
、

県
と

沿
岸

2市
1町

で
協

調
支

援
す

る
。

6
3

2
③
産
業
振
興
と
人
材
育
成

2
23

⑤
水

産
物

の
安

定
供

給
と

漁
村

の
活

性
化

魚
の

お
い

し
い

ま
ち

鶴
岡

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

事
業

2,
50

0
　

漁
獲

量
の

減
少

が
続

く
中

で
も

漁
業

収
入

を
確
保

す
る

た
め

、
鮮

魚
店

等
で

の
販

売
促

進
と

一
般

家
庭

で
の

魚
食

普
及

に
向

け
た

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

事
業

を
秋

に
実
施

す
る

。
6

3
2

（
５

）
商

工
と

観
光

　
～

市
民

の
暮

ら
し

を
潤

す
力

強
い

産
業

を
振

興
し

、
人

材
を

育
て

な
が

ら
、

国
内

外
と

の
交

流
を

活
性

化
さ

せ
、

多
く

の
人

を
惹

き
つ

け
る

地
域

を
つ

く
り

ま
す

～

2
24

①
意

欲
を

喚
起

し
市

民
の

暮
ら

し
を

支
え

る
は

た
ら

く
場
の

確
保

・
振

興

地
域

内
企

業
の

高
度

化
、

企
業

活
性

化
支

援
事

業
（

鶴
岡

高
専

技
術

振
興

会
事

業
補

助
金

）
4,

80
0
　

鶴
岡

工
業

高
等

専
門

学
校

と
地

域
産

業
界

の
連
携

促
進

及
び

研
究

教
育

機
能

の
充

実
を

図
る

た
め

、
鶴

岡
高

専
技

術
振

興
会

が
行

う
産

学
連

携
事

業
等

を
支

援
す
る

。
7

1
2

2
25

中
小

企
業

成
長

促
進

事
業

（
が

ん
ば

る
中

小
企

業
応

援
事

業
補

助
金

）
20

,0
00

　
市

内
の

中
小

企
業

等
が

行
う

生
産

性
向

上
、

新
製

品
開

発
、

新
分

野
展

開
等

の
取

組
を

支
援

す
る

。
7

1
2

2
26

労
働

力
確

保
推

進
事

業
　

★
（

ス
ポ

ッ
ト

ワ
ー

ク
活

用
支

援
事

業
補

助
金

）
（

職
場

適
応

援
助

者
配

置
支

援
事

業
補

助
金

）
6,

95
4
　

労
働

力
確

保
・

経
営

力
強

化
に

向
け

た
温

泉
宿
泊

業
の

モ
デ

ル
事

業
を

支
援

す
る

ほ
か

、
令

和
7年

度
は

新
た

に
本

市
企

業
の

人
手

不
足

等
に

関
す

る
実

態
調

査
や
ス

ポ
ッ

ト
ワ

ー
ク

マ
ッ

チ
ン

グ
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

に
係

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
事

業
、

職
場

適
応

援
助

者
（

就
労

支
援
サ

ポ
ー

タ
ー

）
の

配
置

支
援

等
を

実
施

す
る

。
5

1
1

③
産
業
振
興
と
人
材
育
成

2
27

工
業

一
般

振
興

事
業

（
企

業
懇

談
会

の
実

施
）

1,
86

2
　

首
都

圏
等

の
企

業
と

の
懇

談
会

を
開

催
し

、
企
業

動
向

の
情

報
収

集
を

行
い

、
市

内
工

業
団

地
へ

の
企

業
立

地
と

地
元

企
業

と
の

取
引

拡
大

を
図

る
。

7
1

2

2
28

工
業

団
地

管
理

運
営

事
業

　
★

（
工

業
用

水
事

業
の

公
営

企
業

会
計

移
行

準
備

）
2,

53
0
　

工
業

用
水

道
の

企
業

会
計

化
に

向
け

て
、

工
業
用

水
道

の
資

産
整

理
や

資
産

評
価

、
台

帳
デ

ー
タ

整
備

等
を

行
う

。
7

1
2

2
29

地
域

内
企

業
の

高
度

化
、

企
業

活
性

化
支

援
事

業
（

地
域

資
源

活
用

研
究

開
発

支
援

事
業

補
助

金
）

7,
46

8
　

シ
ル

ク
産

業
及

び
産

地
の

自
立

化
を

図
る

た
め
、

新
製

品
・

素
材

等
の

開
発

や
ブ

ラ
ン

ド
化

を
促

進
し

、
デ

ザ
イ

ン
・

品
質

・
販

売
手

法
等

に
お

け
る

競
争

力
を
高

め
る

取
組

を
支

援
す

る
。

7
1

2
③
産
業
振
興
と
人
材
育
成
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令
和
７
年
度
当
初
予
算
　
主
な
重
点
事
業

★
　

・
・

・
・

　
新

規
・

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

事
業

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

項
目

事
業

名
事

業
費

（
千

円
）

事
業

内
容

款
項

目
加

速
化

ア
ク

シ
ョ

ン

2
30

②
明

る
く

元
気

な
地

域
の

活
力

の
源

と
な

る
ま

ち
の

賑
わ
い

の
創

出
商

店
街

振
興

対
策

事
業

（
鶴

岡
Ｔ

Ｍ
Ｏ

事
業

補
助

金
）

6,
00

0
　

賑
わ

い
の

創
出

を
図

る
た

め
、

中
心

商
店

街
や
各

種
団

体
等

が
連

携
す

る
各

種
イ

ベ
ン

ト
や

セ
ミ

ナ
ー

、
商

店
街

の
空

き
店

舗
の

利
活

用
を

支
援

す
る

。
7

1
2

2
31

商
店

街
振

興
対

策
事

業
　

★
（

空
き

店
舗

解
消

リ
フ

ォ
ー

ム
補

助
金

）
8,

00
0
　

市
内

の
事

業
者

・
創

業
者

・
事

業
継

承
者

等
に
よ

る
新

規
開

業
に

向
け

た
店

舗
改

装
等

を
支

援
す

る
。

令
和

7年
度

は
新

た
に

、
中

心
市

街
地

を
対

象
と

す
る

加
算
措

置
を

設
け

る
。

7
1

2

2
32

商
店

街
振

興
対

策
事

業
　

★
（

公
民

共
創

の
ま

ち
づ

く
り

推
進

事
業

費
補

助
金

）
6,

00
0
　

公
民

共
創

に
よ

る
中

心
市

街
地

活
性

化
を

推
進
す

る
た

め
、

公
募

に
よ

り
選

定
し

た
事

業
者

が
行

う
リ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
遊

休
物

件
の

利
活

用
を

支
援

す
る
。

7
1

2
④

定
住

・
交

流
人

口

2
33

ま
ち

な
か

若
者

創
業

・
に

ぎ
わ

い
応

援
事

業
（

ま
ち

な
か

賑
わ

い
創

出
支

援
事

業
補

助
金

）
3,

00
0
　

ま
ち

な
か

広
場

と
そ

の
周

辺
の

継
続

的
な

賑
わ
い

創
出

を
図

る
た

め
、

イ
ベ

ン
ト

広
場

を
利

用
し

た
定

期
的

・
多

発
的

な
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

す
る

。
7

1
2

④
定

住
・

交
流

人
口

2
34

ま
ち

な
か

若
者

創
業

・
に

ぎ
わ

い
応

援
事

業
　

★
（

中
心

市
街

地
賑

わ
い

イ
ベ

ン
ト

支
援

事
業

補
助

金
）

1,
00

0
　

中
心

市
街

地
に

お
け

る
賑

わ
い

創
出

を
図

る
た
め

、
市

内
の

複
数

事
業

者
の

団
体

等
で

行
う

イ
ベ

ン
ト

を
支

援
す

る
。

令
和

7年
度

は
補

助
率

・
補

助
上

限
額

の
高

い
「

若
者

参
加

枠
」

を
創

設
し

、
従

来
の

イ
ベ

ン
ト

に
加

え
て

集
客

難
易

度
及

び
公

益
性

が
高

い
イ

ベ
ン

ト
を

手
厚

く
支

援
す

る
。

7
1

2
④

定
住

・
交

流
人

口

2
35

②
明

る
く

元
気

な
地

域
の

活
力

の
源

と
な

る
ま

ち
の

賑
わ
い

の
創

出
Ｆ

Ｏ
Ｏ

Ｄ
Ｅ

Ｖ
Ｅ

Ｒ
管

理
運

営
事

業
3,

64
0
　

食
文

化
情

報
発

信
拠

点
Ｆ

Ｏ
Ｏ

Ｄ
Ｅ

Ｖ
Ｅ

Ｒ
の
テ

ナ
ン

ト
の

入
居

促
進

を
図

る
と

と
も

に
、

館
内

装
飾

の
充

実
や

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
に

よ
り

賑
わ

い
の

創
出

に
向
け

て
取

り
組

む
。

8
5

1

2
36

③
本

市
の

産
業

を
支

え
発

展
に

導
く

は
た

ら
く

人
の

確
保
・

育
成

労
働

福
祉

対
策

事
業

（
正

社
員

化
促

進
事

業
奨

励
金

）
2,

00
0
　

50
歳

未
満

の
市

内
に

在
住

・
勤

務
す

る
非

正
規
雇

用
労

働
者

を
正

社
員

に
転

換
し

、
6か

月
間

継
続

雇
用

し
た

事
業

者
に

奨
励

金
を

支
給

す
る

。
5

1
1

2
37

産
業

人
材

育
成

支
援

事
業

（
産

業
ひ

と
づ

く
り

支
援

事
業

補
助

金
）

24
,6

51
　

庄
内

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

が
実

施
す

る
起

業
家
育

成
や

Ｗ
ｅ

ｂ
活

用
、

企
業

連
携

等
の

経
営

支
援

・
創

業
支

援
事

業
、

も
の

づ
く

り
中

核
人

材
育

成
事

業
及

び
職
業

能
力

開
発

講
座

事
業

等
を

支
援

す
る

。
7

1
2

2
38

③
本

市
の

産
業

を
支

え
発

展
に

導
く

は
た

ら
く

人
の

確
保
・

育
成

食
文

化
創

造
都

市
推

進
事

業
（

料
理

人
等

技
術

向
上

支
援

事
業

）
65

0
　

市
内

の
若

手
料

理
人

の
技

術
向

上
を

図
る

た
め
、

コ
ン

ク
ー

ル
へ

の
参

加
や

専
門

技
術

の
自

己
研

修
に

要
す

る
経

費
を

支
援

す
る

。
2

1
6

2
39

④
高

度
な

研
究

教
育

に
よ

る
新

産
業

創
出

と
起

業
家

育
成

先
端

研
究

産
業

支
援

セ
ン

タ
ー

管
理

運
営

事
業

33
3,

78
0
　

ベ
ン

チ
ャ

ー
企

業
・

研
究

開
発

型
企

業
な

ど
の
事

業
活

動
を

支
援

す
る

た
め

、
施

設
の

適
切

な
管

理
と

利
便

性
の

確
保

を
図

る
。

ま
た

、
令

和
7年

度
は

、
施

設
の

照
明

設
備

を
LE
Dに

更
新

す
る

。
2

1
6

2
40

新
産

業
創

出
地

域
基

盤
事

業
（

鶴
岡

サ
イ

エ
ン

ス
パ

ー
ク

ま
つ

り
補

助
金

）
60

0
　

鶴
岡

サ
イ

エ
ン

ス
パ

ー
ク

の
地

域
理

解
、

人
材
交

流
に

よ
る

地
元

企
業

と
の

連
携

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
開

催
さ

れ
る

「
鶴

岡
サ

イ
エ

ン
ス

パ
ー

ク
ま

つ
り
」

を
支

援
す

る
。

2
1

6

2
41

⑤
鶴

岡
な

ら
で

は
の

観
光

の
振

興
観

光
一

般
事

業
・

国
際

観
光

推
進

事
業

（
観

光
案

内
所

等
の

運
営

）
14

,5
30

　
市

内
に

あ
る

観
光

案
内

所
等

に
お

い
て

、
観

光
案

内
や

、
交

通
機

関
・

宿
泊

施
設

の
案

内
な

ど
各

種
情

報
の

提
供

、
レ

ン
タ

サ
イ

ク
ル

の
貸

出
し

な
ど

、
観

光
客
へ

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
駅

前
の

観
光

案
内

所
で

は
、

英
語

対
応

ス
タ

ッ
フ

を
配

置
し

、
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
観

光
の

さ
ら

な
る

推
進

を
図

る
。

7
1

4

2
42

鶴
岡

観
光

地
域

づ
く

り
推

進
事

業
　

★
6,

55
0
　

観
光

地
域

づ
く

り
を

目
指

し
た

観
光

資
源

の
磨
き

上
げ

や
受

入
環

境
整

備
と

情
報

発
信

を
実

施
す

る
。

令
和

7年
度

は
新

た
に

「
羽

黒
山

五
重

塔
令

和
の

大
改

修
特
別

コ
ン

テ
ン

ツ
造

成
支

援
事

業
」

、
「

温
泉

街
魅

力
向

上
周

辺
環

境
整

備
モ

デ
ル

事
業

」
を

実
施

す
る

。
7

1
4

④
定

住
・

交
流

人
口

2
43

鶴
岡

Ｄ
Ｍ

Ｏ
支

援
事

業
（

運
営

・
機

能
強

化
補

助
金

の
う

ち
観

光
戦

略
推

進
、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
活

動
支

援
）

6,
00

0
　

Ｄ
Ｅ

Ｇ
Ａ

Ｍ
が

実
施

す
る

観
光

戦
略

の
推

進
及
び

観
光

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
活

動
の

育
成

を
支

援
し

、
鶴

岡
の

魅
力

の
一

層
の

発
信

と
誘

客
の

拡
大

を
図

る
。

7
1

4
④

定
住

・
交

流
人

口

2
44

鶴
岡

Ｄ
Ｍ

Ｏ
支

援
事

業
　

★
（

観
光

誘
客

推
進

・
体

制
強

化
補

助
金

）
9,

30
0

　
Ｄ

Ｅ
Ｇ

Ａ
Ｍ

が
実

施
す

る
観

光
ラ

イ
ト

ア
ッ

プ
事

業
や

羽
黒

山
午

年
御

縁
年

企
画

と
連

動
し

た
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

の
誘

客
体

制
強

化
事

業
を

支
援

す
る

。
ま
た

、
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
の

受
入

れ
に

向
け

て
日

本
政

府
観

光
局

が
東

北
エ

リ
ア

で
開

催
す

る
ア

ド
ベ

ン
チ

ャ
ー

ウ
ィ
ー

ク
20
25
に

参
画

し
、

出
羽

三
山

な
ど

を
フ

ィ
ー

ル
ド

と
し

た
ア

ド
ベ

ン
チ

ャ
ー

ツ
ー

リ
ズ

ム
を

推
進

す
る

。

7
1

4
④

定
住

・
交

流
人

口

2
45

中
期

観
光

戦
略

プ
ラ

ン
推

進
事

業
32

7
　

中
期

観
光

戦
略

プ
ラ

ン
に

基
づ

く
施

策
・

事
業
の

進
捗

管
理

、
成

果
検

証
に

よ
る

PD
CA
サ

イ
ク

ル
を

実
践

す
る

た
め

、
有

識
者

や
観

光
事

業
者

を
交

え
た

意
見

交
換

会
や

市
職

員
等

を
対

象
と

し
た

研
修

会
等

を
行

う
。

7
1

4
④

定
住

・
交

流
人

口
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令
和
７
年
度
当
初
予
算
　
主
な
重
点
事
業

★
　

・
・

・
・

　
新

規
・

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

事
業

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

項
目

事
業

名
事

業
費

（
千

円
）

事
業

内
容

款
項

目
加

速
化

ア
ク

シ
ョ

ン

2
46

⑤
鶴

岡
な

ら
で

は
の

観
光

の
振

興
シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
推

進
事

業
　

★
6,

64
0
　

本
市

の
観

光
、

食
文

化
、

産
業

な
ど

一
体

的
な
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
。

令
和

7年
度

は
、

首
都

圏
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

し
た

「
東

北
自

治
体

連
携

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

」
や

「
都

営
バ

ス
ラ

ッ
ピ

ン
グ

」
な

ど
に

よ
り

、
交

流
人

口
の

拡
大

や
認

知
度

向
上

に
繋

げ
る

。
7

1
4

2
47

鶴
岡

市
日

本
遺

産
活

用
事

業
　

★
（

3
つ

の
日

本
遺

産
魅

力
活

用
事

業
補

助
金

）
9,

00
0
　

サ
ム

ラ
イ

ゆ
か

り
の

シ
ル

ク
及

び
北

前
船

の
各
推

進
協

議
会

の
統

合
に

加
え

、
出

羽
三

山
を

含
め

て
設

立
予

定
の

「
（

仮
称

）
鶴

岡
市

日
本

遺
産

推
進

協
議

会
」
の

日
本

遺
産

ス
ト

ー
リ

ー
を

活
用

し
た

観
光

振
興

及
び

地
域

活
性

化
の

取
組

を
支

援
す

る
。

7
1

4
④

定
住

・
交

流
人

口

2
48

や
ま

ぶ
し

温
泉

ゆ
ぽ

か
管

理
運

営
事

業
　

★
（

サ
ウ

ナ
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
工

事
）

9,
60

0
　

付
加

価
値

の
向

上
と

入
浴

者
数

の
増

加
を

図
る
た

め
、

オ
ー

ト
ロ

ウ
リ

ュ
の

導
入

に
よ

る
サ

ウ
ナ

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

を
行

う
。

7
1

5

2
49

あ
さ

ひ
自

然
体

験
交

流
施

設
管

理
運

営
事

業
　

★
（

湯
殿

山
自

然
体

験
グ

ラ
ン

ド
デ

ザ
イ

ン
事

業
補

助
金

）
14

,3
01

　
地

域
お

こ
し

協
力

隊
（

2名
）

を
委

嘱
し

、
「

R天
国

」
の

更
な

る
情

報
発

信
や

誘
客

促
進

な
ど

、
シ

ー
ズ

ン
を

通
し

た
湯

殿
山

ス
キ

ー
場

を
核

と
す

る
自

然
体

験
交

流
施

設
を

利
用

し
た

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

を
構

築
す

る
。

7
1

5
④

定
住

・
交

流
人

口

2
50

あ
さ

ひ
自

然
体

験
交

流
施

設
管

理
運

営
事

業
　

★
（

湯
殿

山
ス

キ
ー

場
ゲ

ー
ト

シ
ス

テ
ム

設
置

工
事

）
36

,0
00

　
混

雑
緩

和
・

ス
ム

ー
ズ

な
リ

フ
ト

乗
車

に
よ

る
来

場
者

の
利

便
性

向
上

及
び

ス
タ

ッ
フ

の
負

担
軽

減
の

た
め

、
湯

殿
山

ス
キ

ー
場

に
ゲ

ー
ト

シ
ス

テ
ム

を
設

置
す
る

。
7

1
5

2
51

ま
つ

り
振

興
事

業
　

★
38

,4
47

　
天

神
祭

を
は

じ
め

各
地

域
の

伝
統

や
地

域
資

源
を

生
か

し
た

ま
つ

り
や

温
泉

街
な

ど
で

行
わ

れ
る

各
種

イ
ベ

ン
ト

に
引

き
続

き
支

援
す

る
ほ

か
、

赤
川

花
火

大
会
の

合
併

20
周

年
を

記
念

し
た

企
画

に
対

し
て

支
援

を
拡

充
す

る
。

7
1

4

2
52

加
茂

水
族

館
改

築
事

業
　

★
1,

33
9,

43
6
　

令
和

8年
度

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
オ

ー
プ

ン
に

向
け

、
改

築
工

事
を

継
続

す
る

ほ
か

、
令

和
7年

度
は

、
財

源
と

し
て

住
民

参
加

型
市

場
公

募
債

の
発

行
を

行
う

な
ど
、

各
種

PR
を

実
施

す
る

。
な

お
、

改
築

工
事

予
算

に
は

イ
ン

フ
レ

ス
ラ

イ
ド

に
よ

る
増

額
見

込
み

分
（

約
1.

4億
円

）
を

含
ん

で
い

る
。

7
1

5
④

定
住

・
交

流
人

口

（
６

）
社

会
の

基
盤

　
～

自
然

と
都

市
が

調
和

し
た

コ
ン

パ
ク

ト
シ

テ
ィ

の
形

成
を

進
め

、
交

通
や

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
充

実
に

よ
り

市
域

内
外

の
交

流
を

促
進

し
な

が
ら

、
誰

も
が

安
全

で
快

適
に

暮
ら

せ
る

ま
ち

を
つ

く
り

ま
す

～

2
53

①
快

適
な

都
市

環
境

の
形

成
都

市
再

興
基

本
計

画
策

定
事

務
　

★
11

,0
93

　
コ

ン
パ

ク
ト

な
市

街
地

形
成

と
地

域
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

、
賑

わ
い

の
あ

る
中

心
市

街
地

形
成

の
た

め
、

平
成

29
年

度
に

策
定

し
た

都
市

再
興

基
本

計
画

の
次

期
計

画
に

向
け

た
中

間
評

価
・

検
証

を
行

う
。

8
5

1

2
54

①
快

適
な

都
市

環
境

の
形

成
官

民
連

携
ま

ち
づ

く
り

事
業

（
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

運
営

支
援

補
助

金
）

2,
60

0
　

ま
ち

づ
く

り
人

材
の

育
成

と
中

心
市

街
地

の
賑
わ

い
創

出
を

推
進

す
る

た
め

、
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

の
運

営
経

費
を

支
援

す
る

。
8

5
1

2
55

①
快

適
な

都
市

環
境

の
形

成
温

海
公

園
整

備
事

業
40

,0
00

　
令

和
9年

度
の

供
用

開
始

に
向

け
て

、
温

海
公

園
（

ば
ら

園
）

の
改

修
工

事
を

行
う

。
8

5
6

2
56

①
快

適
な

都
市

環
境

の
形

成
赤

川
か

わ
ま

ち
づ

く
り

事
業

61
,5

00
　

市
の

中
心

河
川

で
あ

る
赤

川
の

自
然

を
活

用
し
た

ふ
れ

あ
い

・
交

流
・

健
康

づ
く

り
の

空
間

と
な

る
よ

う
に

、
「

赤
川

か
わ

ま
ち

づ
く

り
計

画
」

に
基

づ
き

、
下
流

域
（

赤
川

河
川

緑
地

）
及

び
上

流
域

（
櫛

引
総

合
運

動
公

園
、

櫛
引

や
す

ら
ぎ

公
園

等
）

の
公

園
施

設
整

備
を

行
う

。
8

5
6

2
57

②
交

流
・

連
携

の
推

進
と

基
盤

の
整

備
高

速
自

動
車

道
建

設
事

業
対

策
業

務
1,

58
6
  

関
係

機
関

と
連

携
し

、
日

本
海

沿
岸

東
北

自
動
車

道
及

び
東

北
横

断
自

動
車

道
酒

田
線

の
整

備
促

進
の

活
動

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
高

速
交

通
基

盤
の

充
実

を
図
る

。
8

1
1

2
58

道
の

駅
あ

つ
み

移
転

整
備

事
業

　
★

1,
59

9,
07

4
　

道
の

駅
あ

つ
み

の
移

転
整

備
に

つ
い

て
、

事
業
用

地
を

取
得

す
る

ほ
か

、
整

備
工

事
に

着
手

す
る

。
ま

た
、

鼠
ヶ

関
川

親
水

広
場

の
整

備
に

向
け

た
設

計
を

行
う

。
8

5
2

③
産
業
振
興
と
人
材
育
成

2
59

道
路

公
共

事
業

34
0,

62
6
　

幹
線

道
路

網
の

整
備

や
生

活
関

連
道

路
の

整
備
を

行
い

、
道

路
機

能
の

向
上

並
び

に
生

活
利

便
性

の
向

上
を

図
る

。
8

2
7

2
60

②
交

流
・

連
携

の
推

進
と

基
盤

の
整

備
道

路
新

設
改

良
事

業
19

0,
10

9
　

市
民

生
活

に
密

着
し

た
生

活
道

路
等

の
整

備
に
よ

り
、

生
活

環
境

の
向

上
及

び
利

便
性

の
向

上
を

図
る

。
8

2
3

2
61

②
交

流
・

連
携

の
推

進
と

基
盤

の
整

備
橋

梁
新

設
改

良
事

業
57

5,
96

8
　

老
朽

化
し

た
橋

梁
の

補
修

や
架

替
等

を
実

施
す
る

。
ま

た
、

橋
梁

の
計

画
的

な
点

検
を

行
い

、
長

寿
命

化
を

図
る

。
8

2
5
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項
目

事
業

名
事

業
費

（
千

円
）

事
業

内
容

款
項

目
加

速
化

ア
ク

シ
ョ

ン

2
62

②
交

流
・

連
携

の
推

進
と

基
盤

の
整

備
都

市
計

画
道

路
鶴

岡
駅

錦
町

線
整

備
事

業
11

,0
00

　
鶴

岡
駅

前
地

区
の

魅
力

向
上

を
図

る
た

め
、

全
農

倉
庫

南
側

か
ら

エ
ス

モ
ー

ル
方

面
に

至
る

都
市

計
画

道
路

鶴
岡

駅
錦

町
線

の
歩

道
整

備
を

行
い

、
歩

行
者

が
安
心

・
快

適
に

通
行

で
き

る
空

間
を

整
備

す
る

。
8

5
2

2
63

都
市

計
画

道
路

苗
津

大
山

線
整

備
事

業
　

★
10

,0
00

　
苗

津
大

山
線

の
道

路
拡

幅
・

歩
道

整
備

に
向

け
た

予
備

設
計

等
を

実
施

す
る

。
8

5
2

2
64

②
交

流
・

連
携

の
推

進
と

基
盤

の
整

備
都

市
計

画
道

路
山

王
町

本
町

線
整

備
事

業
13

,2
70

　
山

王
町

本
町

線
（

川
端

通
り

）
の

令
和

7年
度

の
一

方
通

行
解

除
に

向
け

て
、

舗
装

工
事

等
を

実
施

す
る

。
8

5
2

2
65

②
交

流
・

連
携

の
推

進
と

基
盤

の
整

備
交

通
輸

送
対

策
事

業
　

★
30

5,
49

3

　
路

線
バ

ス
や

地
域

主
体

の
デ

マ
ン

ド
交

通
、

乗
合

タ
ク

シ
ー

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
輸

送
へ

の
支

援
、

市
営

バ
ス

の
運

行
、

路
線

バ
ス

運
行

事
業

者
の

車
両

更
新

経
費
へ

の
支

援
等

、
市

民
の

生
活

交
通

の
確

保
を

図
る

。
　

令
和

7年
度

は
、

路
線

バ
ス

が
廃

止
さ

れ
る

藤
島

地
域

・
朝

日
地

域
に

お
い

て
交

通
再

編
を

実
施

す
る

ほ
か

、
鶴

岡
市

地
域

公
共

交
通

計
画

を
更

新
す

る
。

2
1

7
②

SD
Gs

2
66

交
通

輸
送

対
策

事
業

　
★

(タ
ク

シ
ー

ピ
ー

ク
シ

フ
ト

実
証

事
業

）
92

0
　

タ
ク

シ
ー

の
混

雑
時

間
の

平
準

化
を

図
る

た
め
、

予
約

が
少

な
い

時
間

帯
に

お
け

る
高

齢
者

等
の

利
用

料
金

を
割

引
す

る
タ

ク
シ

ー
事

業
者

に
対

し
て

支
援

す
る
。

2
1

7

2
67

港
湾

管
理

業
務

34
8
　

「
み

な
と

オ
ア

シ
ス

加
茂

・
鼠

ヶ
関

」
に

お
い
て

、
Ｐ

Ｒ
の

強
化

及
び

地
元

や
加

茂
水

族
館

等
と

の
タ

イ
ア

ッ
プ

事
業

を
展

開
し

、
港

を
核

と
し

た
ま

ち
づ

く
り
を

行
う

。
8

4
1

2
68

③
安

全
・

安
心

な
生

活
基

盤
の

整
備

空
き

家
有

効
活

用
支

援
事

業
（

空
き

家
利

活
用

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
推

進
事

業
）

5,
00

0
　

空
き

家
利

活
用

の
更

な
る

促
進

を
図

る
た

め
、
空

き
家

バ
ン

ク
を

運
営

し
、

空
き

家
対

策
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
Ｎ

Ｐ
Ｏ

つ
る

お
か

ラ
ン

ド
・

バ
ン

ク
の
空

き
家

利
活

用
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

事
業

を
支

援
す

る
。

8
5

1
④

定
住

・
交

流
人

口

2
69

③
安

全
・

安
心

な
生

活
基

盤
の

整
備

市
営

住
宅

維
持

管
理

費
　

★
（

短
期

お
試

し
住

宅
の

整
備

）
84

,0
87

　
住

宅
に

困
窮

す
る

低
所

得
者

の
居

住
安

定
と

社
会

情
勢

の
変

化
に

対
応

し
た

居
住

環
境

向
上

の
た

め
、

市
営

住
宅

の
適

切
な

維
持

管
理

を
行

う
。

ま
た

、
移

住
希
望

者
へ

空
い

て
い

る
公

営
住

宅
を

提
供

し
、

移
住

・
定

住
の

促
進

を
図

る
。

　
令

和
7年

度
は

、
1か

月
未

満
の

短
期

利
用

者
向
け

に
移

住
希

望
者

向
け

お
試

し
住

宅
を

1戸
増

設
す

る
。

8
7

1

2
70

③
安

全
・

安
心

な
生

活
基

盤
の

整
備

木
造

住
宅

耐
震

化
等

促
進

事
業

  
★

7,
64

6
　

補
助

対
象

を
県

の
改

定
に

あ
わ

せ
「

昭
和

56
年
5月

以
前

に
着

工
し

た
住

宅
」

か
ら

「
平

成
12
年

5月
以

前
に

着
工

し
た

住
宅

」
に

変
更

す
る

。
ま

た
、

災
害

危
険
区

域
等

に
居

住
す

る
住

民
の

住
宅

移
転

や
除

却
に

支
援

を
行

う
。

8
7

1

2
71

③
安

全
・

安
心

な
生

活
基

盤
の

整
備

朝
日

庁
舎

改
築

事
業

36
4,

55
3
　

新
朝

日
庁

舎
の

供
用

を
開

始
し

、
旧

庁
舎

等
の
解

体
や

既
存

車
庫

の
改

修
等

を
行

う
。

2
1

1

2
72

公
共

施
設

等
総

合
管

理
計

画
推

進
事

業
 
★

（
公

共
施

設
等

総
合

管
理

計
画

の
改

訂
）

11
,8

89

　
公

共
施

設
等

総
合

管
理

計
画

の
推

進
に

必
要

な
公

共
施

設
の

更
新

・
統

廃
合

・
長

寿
命

化
等

に
よ

る
最

適
な

維
持

管
理

の
実

施
の

た
め

、
公

共
施

設
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

シ
ス

テ
ム

を
運

用
す

る
。

　
令

和
7年

度
は

、
前

期
施

設
類

型
別

基
本

方
針

（
平

成
28
年

度
～

令
和

7年
度

）
の

見
直

し
を

行
い

、
中

期
施

設
類

型
別

基
本

方
針

（
令

和
8年

度
～

令
和

17
年

度
）

を
策

定
す

る
。

2
1

5

2
73

水
道

広
域

連
携

推
進

事
業

24
9,

62
4
 「

庄
内

地
域

水
道

事
業

統
合

基
本

計
画

」
と

「
水

道
事

業
の

統
合

に
関

す
る

基
本

協
定

」
に

基
づ

き
、

令
和

8年
4

月
か

ら
の

水
道

企
業

団
に

よ
る

事
業

開
始

の
た

め
に

必
要

な
各

種
業

務
を

、
構

成
市

町
を

代
表

し
て

本
市

が
発

注
す

る
ほ

か
、

庄
内

広
域

水
道

事
業

統
合

準
備

協
議
会

へ
の

負
担

金
を

支
払

う
。

2
74

③
安

全
・

安
心

な
生

活
基

盤
の

整
備

水
道

施
設

改
良

事
業

96
2,

51
0
　

老
朽

化
が

進
ん

だ
水

道
施

設
及

び
管

路
を

計
画
的

に
更

新
し

、
耐

震
化

す
る

こ
と

に
よ

り
、

水
道

水
の

恒
常

的
な

安
定

供
給

を
図

る
。

2
75

③
安

全
・

安
心

な
生

活
基

盤
の

整
備

公
共

下
水

道
・

集
落

排
水

・
浄

化
槽

事
業

（
管

渠
、

ポ
ン

プ
場

、
処

理
場

等
改

良
事

業
）

4,
54

0,
16

3
　

市
民

の
生

活
環

境
改

善
、

公
衆

衛
生

の
向

上
及
び

公
共

用
水

域
の

水
質

保
全

を
図

る
た

め
、

下
水

道
整

備
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
処

理
場

の
長

寿
命

化
及

び
施
設

の
耐

震
化

を
実

施
し

、
汚

水
処

理
能

力
の

向
上

を
図

る
。

2
76

③
安

全
・

安
心

な
生

活
基

盤
の

整
備

公
共

下
水

道
・

集
落

排
水

・
浄

化
槽

事
業

（
汚

泥
資

源
化

施
設

の
更

新
整

備
)

1,
21

5,
22

0
　

令
和

9年
度

の
稼

働
に

向
け

て
、

老
朽

化
し

た
汚

泥
資

源
化

（
コ

ン
ポ

ス
ト

化
）

施
設

を
更

新
整

備
す

る
。

事
業

は
地

域
官

民
連

携
型

（
Ｄ

Ｂ
＋

Ｏ
方

式
）

に
よ

り
実

施
し

、
令

和
7年

度
は

施
設

整
備

工
事

に
着

手
す

る
。

企
業

会
計

（
下

水
道

）

企
業

会
計

（
下

水
道

）

企
業

会
計

（
水

道
）

企
業

会
計

（
水

道
）

- 30 -



令
和
７
年
度
当
初
予
算
　
主
な
重
点
事
業

★
　

・
・

・
・

　
新

規
・

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

事
業

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

項
目

事
業

名
事

業
費

（
千

円
）

事
業

内
容

款
項

目
加

速
化

ア
ク

シ
ョ

ン

2
77

④
計

画
的

な
治

水
強

化
と

市
土

の
保

全
河

川
維

持
事

業
33

,4
58

　
河

川
の

維
持

管
理

を
行

い
氾

濫
を

防
止

す
る

と
と

も
に

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
る

河
川

清
掃

事
業

を
通

し
て

、
河

川
愛

護
の

意
識

向
上

を
図

る
。

8
3

2

2
78

県
事

業
負

担
金

（
急

傾
斜

地
崩

壊
対

策
事

業
）

20
,5

56
　

県
が

行
う

急
傾

斜
地

崩
壊

対
策

事
業

等
に

つ
い
て

、
事

業
費

の
一

部
を

負
担

す
る

。
8

2
3

（
７

）
地

域
の

振
興

　
～

各
地

域
固

有
の

特
性

や
地

域
資

源
を

最
大

限
に

生
か

し
、

地
域

住
民

が
誇

り
と

愛
着

を
持

ち
、

安
心

し
て

暮
ら

し
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

地
域

づ
く

り
を

行
い

ま
す

～

2
79

①
鶴

岡
地

域
地

域
ま

ち
づ

く
り

未
来

事
業

（
鶴

岡
）

（
鶴

岡
地

域
ま

ち
づ

く
り

未
来

事
業

補
助

金
）

20
,1

52
　

鶴
岡

地
域

の
広

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
組

織
が

、
未
来

に
向

け
て

取
り

組
む

ま
ち

づ
く

り
事

業
を

支
援

し
、

住
み

よ
い

、
活

力
あ

ふ
れ

る
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

構
築
を

推
進

す
る

。

2
80

②
藤

島
地

域
地

域
ま

ち
づ

く
り

未
来

事
業

（
藤

島
）

22
,4

95
1．

未
来

に
繋

げ
る

田
園

文
化

と
多

様
な

水
田

活
用

農
業

の
振

興
 5
,6
92
千

円

②
藤

島
地

域

　
・

藤
島

地
域

人
と

環
境

に
や

さ
し

い
農

業
推

進
事

業
　

・
藤

島
農

産
物

元
気

事
業

　
・

庄
内

農
業

高
等

学
校

地
域

連
携

事
業

　
・

藤
島

地
域

農
の

魅
力

拡
大

事
業

　
・

藤
島

地
域

里
山

整
備

活
性

化
事

業

②
藤

島
地

域
2．

歴
史

と
文

化
、

交
流

が
彩

る
ふ

じ
の

ま
ち

づ
く

り
の

推
進

 1
5,
48
5千

円

②
藤

島
地

域
　

・
藤

島
歴

史
公

園
「

Ｈ
ｉ

ｓ
ｕ

 花
」

魅
力

発
信

事
業

　
・

藤
島

歴
史

公
園

「
Ｈ

ｉ
ｓ

ｕ
 花

」
か

ら
始

ま
る

地
域

づ
く

り
事

業
　

・
藤

島
地

域
花

咲
か

せ
活

動
支

援
事

業
　

・
ふ

じ
の

里
づ

く
り

事
業

　
・

鶴
岡

伝
統

芸
能

祭
開

催
事

業
　

・
藤

島
地

域
観

光
拠

点
魅

力
ア

ッ
プ

事
業

　
　
　

　
　

　
　

　
　

★
　

・
ふ

じ
の

ま
ち

か
ど

整
備

事
業

　
・

東
田

川
文

化
記

念
館

利
活

用
事

業
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

★
　

・
藤

棚
の

整
備

事
業

②
藤

島
地

域
3．

く
ら

し
や

す
い

“
藤

島
”

を
実

感
で

き
る

生
活

基
盤

の
再

構
築

 1
,3
18
千

円

②
藤

島
地

域
  

・
藤

島
文

厚
エ

リ
ア

等
検

討
事

業
　

・
長

沼
温

泉
ぽ

っ
ぽ

の
湯

活
性

化
事

業

2
81

③
羽

黒
地

域
地

域
ま

ち
づ

く
り

未
来

事
業

（
羽

黒
）

14
,0

82
1．

人
を

惹
き

つ
け

魅
力

あ
ふ

れ
る

観
光

の
推

進
 1
2,
65
2千

円

③
羽

黒
地

域

　
・

松
ヶ

岡
魅

力
創

出
支

援
事

業
　

・
大

鳥
居

周
辺

花
い

っ
ぱ

い
事

業
　

・
出

羽
三

山
精

進
料

理
魅

力
発

信
事

業
　

・
映

画
ロ

ケ
等

支
援

事
業

　
・

史
跡

松
ヶ

岡
青

空
マ

ル
シ

ェ
支

援
事

業
　

・
太

陽
に

輝
く

ひ
ま

わ
り

畑
創

出
支

援
事

業
　

・
羽

黒
山

午
年

御
縁

年
誘

客
対

策
事

業
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

★
　

・
手

向
地

区
持

続
可

能
な

歴
史

ま
ち

づ
く

り
推
進

事
業

　
　

　
　

★
  

・
羽

黒
山

ス
ギ

並
木

保
全

計
画

策
定

事
業

③
羽

黒
地

域
2．

地
域

の
特

色
を

生
か

し
価

値
を

高
め

る
農

業
の

推
進

 6
65
千

円

③
羽

黒
地

域
　

・
月

山
高

原
「

黄
金

色
の

麦
畑

」
創

出
事

業

3．
活

力
あ

る
地

域
づ

く
り

を
担

う
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

推
進

 7
65
千

円

③
羽

黒
地

域
　

・
羽

黒
地

域
の

お
し

ご
と

み
～

つ
け

た
事

業
  

・
広

瀬
さ

行
っ

て
み

っ
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

支
援
事

業
　

　
　

　
　

★
　

・
羽

黒
地

域
ふ

ら
っ

と
い

っ
ぽ

事
業
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令
和
７
年
度
当
初
予
算
　
主
な
重
点
事
業

★
　

・
・

・
・

　
新

規
・

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

事
業

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

項
目

事
業

名
事

業
費

（
千

円
）

事
業

内
容

款
項

目
加

速
化

ア
ク

シ
ョ

ン

2
82

④
櫛

引
地

域
地

域
ま

ち
づ

く
り

未
来

事
業

（
櫛

引
）

12
,3

96
1．

フ
ル

ー
ツ

の
里

づ
く

り
の

推
進

と
、

地
域

資
源

の
観

光
連

携
に

よ
る

魅
力

度
の

向
上

　
5,
55
3千

円

④
櫛

引
地

域
　

・
櫛

引
地

域
都

市
農

村
交

流
促

進
事

業
　

・
く

し
び

き
フ

ル
ー

ツ
振

興
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事
業

　
・

鶴
岡

市
南

部
エ

リ
ア

観
光

周
遊

促
進

事
業

2．
黒

川
能

な
ど

貴
重

な
歴

史
文

化
の

継
承

と
活

用
推

進
 4
,4
40
千

円

④
櫛

引
地

域

　
・

黒
川

能
保

存
伝

承
支

援
事

業
　

・
能

楽
青

年
交

流
事

業
　

・
櫛󠄁

引
地

域
歴

史
文

化
施

設
ガ

イ
ダ

ン
ス

整
備
事

業
　

・
櫛

引
地

域
歴

史
文

化
施

設
収

益
性

向
上

支
援
事

業
　

　
　

★

④
櫛

引
地

域
3．

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
活

性
化

と
明

る
く

健
康

で
暮

ら
し

や
す

い
地

域
づ

く
り

の
推

進
 2
,4
03
千

円

④
櫛

引
地

域
　

・
く

し
び

き
若

者
未

来
創

造
事

業
　

・
櫛

引
地

域
花

い
っ

ぱ
い

運
動

で
環

境
美

化
推
進

事
業

　
・

く
し

び
き

夏
の

イ
ベ

ン
ト

推
進

事
業

　
・

ゆ
～

To
wn

活
性

化
事

業
 

　
・

横
綱

柏
戸

記
念

館
活

性
化

事
業

2
83

⑤
朝

日
地

域
地

域
ま

ち
づ

く
り

未
来

事
業

（
朝

日
）

19
,0

18
1．

中
山

間
地

域
に

お
け

る
定

住
環

境
の

支
援

 1
4,
48
8千

円

⑤
朝

日
地

域

　
・

朝
日

地
域

若
者

語
ら

い
の

場
あ

り
の

ま
ま

未
来

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
業

　
・

朝
日

地
域

大
鳥

地
区

移
動

支
援

モ
デ

ル
事

業
　

・
朝

日
地

域
共

創
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
支

援
事

業
　

・
大

泉
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

支
援
事

業
　

　
　

★
　

・
朝

日
地

域
助

け
合

い
玄

関
前

除
雪

支
援

事
業

　
・

か
た

く
り

温
泉

運
営

支
援

事
業

　
・

朝
日

地
域

フ
レ

イ
ル

予
防

事
業

2．
森

林
資

源
、

自
然

環
境

な
ど

を
活

用
し

、
中

山
間

地
に

特
化

し
た

農
林

業
の

振
興

 2
,2
10
千

円

⑤
朝

日
地

域
  

・
朝

日
地

域
山

の
恵

み
産

地
化

事
業

　
・

朝
日

地
域

拠
点

形
成

事
業

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

★

3．
自

然
、

文
化

、
風

土
な

ど
、

地
域

資
源

を
活

用
し

た
観

光
の

振
興

 2
,3
20
千

円

　
・

大
鳥

池
避

難
小

屋
衛

星
通

信
実

証
実

験
事

業
　

　
　

　
　

★
　

・
朝

日
地

域
観

光
あ

い
の

り
タ

ク
シ

ー
運

行
事
業

　
・

六
十

里
越

街
道

魅
力

発
信

事
業

　
・

桧
原

二
ノ

俣
峠

越
山

道
復

元
事

業

2
84

⑥
温

海
地

域
地

域
ま

ち
づ

く
り

未
来

事
業

（
温

海
）

18
,6

24
1．

あ
つ

み
温

泉
と

道
の

駅
を

拠
点

と
し

た
地

域
振

興
 1
,0
40
千

円

⑥
温

海
地

域
　

・
道

の
駅

あ
つ

み
商

品
開

発
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー
ム

事
業

　
　

★
　

　
・

温
海

地
域

水
産

物
販

売
実

証
実

験
事

業

2．
自

然
・

歴
史

・
文

化
を

生
か

し
た

交
流

人
口

、
関

係
人

口
の

拡
大

 1
3,
39
4千

円

⑥
温

海
地

域

　
・

温
海

地
域

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

推
進

事
業

　
・

温
海

地
域

家
族

ま
る

ご
と

移
住

体
験

事
業

　
・

温
海

地
域

体
験

旅
行

推
進

事
業

　
・

温
海

地
域

教
育

環
境

充
実

事
業

 

- 32 -



令
和
７
年
度
当
初
予
算
　
主
な
重
点
事
業

★
　

・
・

・
・

　
新

規
・

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

事
業

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

項
目

事
業

名
事

業
費

（
千

円
）

事
業

内
容

款
項

目
加

速
化

ア
ク

シ
ョ

ン

⑥
温

海
地

域
地

域
ま

ち
づ

く
り

未
来

事
業

（
温

海
）

3．
地

域
特

性
を

生
か

し
た

農
林

水
産

業
の

振
興

 2
,0
50
千

円

　
・

温
海

地
域

在
来

作
物

振
興

事
業

　
・

温
海

地
域

小
ロ

ッ
ト

農
産

物
生

産
振

興
事

業
　

・
温

海
地

域
伝

統
的

工
芸

品
振

興
事

業

4．
海

・
山

・
自

然
豊

か
に

暮
ら

し
続

け
ら

れ
る

環
境

整
備

 2
,1
40
千

円

⑥
温

海
地

域
　

・
温

海
地

域
生

き
る

力
を

育
む

教
育

推
進

事
業

　
・

温
海

地
域

養
蚕

環
境

整
備

事
業

　
・

温
海

地
域

支
え

合
い

訪
問

活
動

事
業

　
　

　
　

　
　

　
　

★

（
８

）
鶴

岡
の

ま
ち

づ
く

り
を

支
え

、
進

め
る

取
組

28
5
対

話
と

協
働

に
よ

る
政
策

推
進

ふ
る

さ
と

寄
附

金
事

業
　

★
1,

39
4,

77
1
　

市
外

の
寄

附
者

へ
本

市
の

観
光

・
物

産
の

PR
と
し

て
返

礼
品

を
贈

呈
す

る
と

と
も

に
、

ふ
る

さ
と

納
税

サ
イ

ト
を

強
化

・
拡

充
す

る
こ

と
に

よ
り

、
ふ

る
さ

と
寄
附

金
制

度
の

推
進

を
図

る
。

令
和

7年
度

は
、

市
制

施
行

20
周

年
記

念
返

礼
品

の
造

成
や

広
報

媒
体

の
活

用
強

化
を
図

る
。

2
1

7
④

定
住

・
交

流
人

口

28
6

広
報

広
聴

事
業

　
★

（
シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
戦

略
）

3,
30

0
　

SN
Sを

活
用

し
た

情
報

発
信

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

本
市

の
シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
戦

略
を

策
定

す
る

。
2

1
2

28
7
対

話
と

協
働

に
よ

る
政
策

推
進

企
業

版
ふ

る
さ

と
寄

附
金

事
業

3,
43

2
　

企
業

版
ふ

る
さ

と
納

税
マ

ッ
チ

ン
グ

サ
ー

ビ
ス
を

活
用

す
る

な
ど

、
企

業
版

ふ
る

さ
と

寄
附

金
の

獲
得

強
化

に
取

り
組

む
。

2
1

6
④

定
住

・
交

流
人

口

28
8
対

話
と

協
働

に
よ

る
政
策

推
進

市
民

ま
ち

づ
く

り
活

動
促

進
事

業
2,

91
0

　
市

民
の

ま
ち

づ
く

り
活

動
を

支
援

し
、

多
様

な
主

体
に

よ
る

ま
ち

づ
く

り
へ

の
参

加
を

促
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

将
来

的
な

協
働

の
担

い
手

の
発

掘
と

人
材

育
成

を
図

る
。

ま
た

、
ふ

る
さ

と
寄

附
金

制
度

を
活

用
し

た
ク

ラ
ウ

ド
フ

ァ
ン

デ
ィ

ン
グ

に
よ

る
コ

ー
ス

を
運

営
し
、

活
動

団
体

が
事

業
を

実
施

す
る

た
め

の
資

金
調

達
を

支
援

す
る

。

2
1

7

28
9
効

果
的

で
効

率
的

な
行
財

政
運

営
行

財
政

改
革

推
進

事
業

　
★

1,
08

9
　

令
和

7年
度

に
終

了
す

る
第

3次
行

財
政

改
革

大
綱

及
び

実
施

計
画

の
全

体
総

括
を

行
う

と
と

も
に

、
令

和
8年

度
か

ら
の

5年
間

を
計

画
期

間
と

す
る

第
4次

行
財

政
改

革
大

綱
及

び
実

施
計

画
の

策
定

を
行

う
。

2
1

1

29
0
効

果
的

で
効

率
的

な
行
財

政
運

営
Ｒ

Ｐ
Ａ

導
入

事
業

5,
72

0
　

定
型

業
務

の
効

率
化

を
図

る
た

め
、

Ｒ
Ｐ

Ａ
導
入

に
よ

る
効

果
検

証
を

行
い

、
効

果
が

認
め

ら
れ

た
業

務
に

つ
い

て
導

入
を

進
め

る
。

2
1

1
⑤

デ
ジ

タ
ル

現
下

の
情

勢
を

踏
ま

え
た

課
題

へ
の

対
応

29
1
物

価
高

騰
等

へ
の

負
担
緩

和
定

額
減

税
調

整
給

付
金

給
付

事
業

54
9,

67
1
　

令
和

6年
度

に
実

施
し

た
定

額
減

税
調

整
給

付
金

に
不

足
が

生
じ

る
者

へ
の

追
加

給
付

等
を

行
う

。
2

1
1

2
92

総
合

的
な

デ
ジ

タ
ル

化
戦

略
の

推
進

朝
日

庁
舎

改
築

事
業

　
★

（
ス

マ
ー

ト
オ

フ
ィ

ス
化

の
推

進
）

2,
57

9
　

デ
ジ

タ
ル

技
術

を
活

用
し

た
情

報
発

信
や

オ
ン
ラ

イ
ン

会
議

を
推

進
し

、
業

務
効

率
化

を
進

め
る

。
2

1
1

⑤
デ

ジ
タ

ル

29
3

デ
ジ

タ
ル

化
戦

略
推

進
事

業
2,

92
2
　

デ
ジ

タ
ル

化
の

進
展

度
と

生
活

の
満

足
度

に
関
す

る
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

や
デ

ジ
タ

ル
化

推
進

会
議

を
通

じ
た

有
識

者
か

ら
の

助
言

・
評

価
を

踏
ま

え
、

デ
ジ

タ
ル
化

施
策

の
具

体
化

を
図

る
。

2
1

10
⑤

デ
ジ

タ
ル

2
94

総
合

的
な

デ
ジ

タ
ル

化
戦

略
の

推
進

市
民

窓
口

デ
ジ

タ
ル

化
推

進
事

業
　

★
9,

09
4
　

市
民

窓
口

の
利

便
性

向
上

と
業

務
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令和7年度当初予算　投資的経費 

国庫支出金 県支出金 市　債 その他 一般財源

【一般会計】 【単位：千円】

議場システム更新事業

（議場システム更新工事費） 76,000 57,000 19,000

庁舎管理施設改修等事業

（庁舎管理施設改修工事費） 232,000 227,200 4,800

朝日庁舎改築事業

（旧朝日庁舎等解体工事費等） 364,553 305,900 50,000 8,653

市有財産管理事業

（旧労働基準監督署解体工事費等） 27,600 24,800 2,800

市有自動車管理事業

（庁用車購入費） 5,460 5,460

旧大泉鉱山寿岡堆積場耐震対策事業

16,500 11,360 1,893 3,247

先端研究産業支援センター管理運営事業

（入退室管理システム及びＬＥＤ照明更新工事費） 107,200 97,400 9,800

地方大学・地域産業創生事業

（先端研究産業支援センター空調設備更新工事費） 6,000 4,000 2,000

情報一般管理事業

（情報機械室空調設備更新工事費） 18,500 13,800 4,700

ケーブルテレビ運営事業

（ケーブルテレビ設備更新実施設計業務委託料等） 30,000 30,000 0

交通安全推進事業

（道路反射鏡新設・更新工事費） 3,600 3,600

コミュニティセンター整備事業

（旧加茂コミュニティセンター解体工事費） 27,500 24,700 2,800

公民館類似施設整備事業

（公民館類似施設整備費補助金） 8,275 8,275

コミュニティセンター改修事業

（湯野浜コミュニティセンター改修工事費等） 310,590 310,400 190

多文化共生推進事業

（出羽庄内国際村改修工事費） 415,331 139,239 276,000 92

社会福祉総務一般管理費

（本庁舎１階面談室設置工事費） 900 900

障害者福祉施設管理運営事業

（障害者福祉施設改修・解体工事費） 12,540 10,900 1,640

児童福祉施設等改修事業

11,600 10,400 1,200

民間保育園等改修費補助事業

294,371 215,918 4,528 59,100 14,825

第三学区放課後児童クラブ整備事業

21,678 17,300 4,378

契約管財課

議会事務局

契約管財課

契約管財課

契約管財課

契約管財課

政策企画課

政策企画課

情報企画課

情報企画課

コミュニティ推進課

防災安全課

コミュニティ推進課

コミュニティ推進課

食文化創造都市推進課

福祉課

福祉課

子育て推進課

子育て推進課

子育て推進課

所　管　課 事　業　名 事 業 費
財　源　内　訳
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令和7年度当初予算　投資的経費 

国庫支出金 県支出金 市　債 その他 一般財源

【一般会計】 【単位：千円】

所　管　課 事　業　名 事 業 費
財　源　内　訳

保健衛生一般管理費

（湯野浜下区公衆浴場改修工事費） 5,700 4,200 1,500

鶴岡市総合保健福祉センター管理運営事業

（入退室システム更新、駐車場整備等） 47,200 35,400 11,800

休日夜間診療所事業

（医療器具購入費） 10,300 10,300 0

くしびき温泉ゆーＴｏｗｎ管理運営事業

（源泉井戸改修工事費等） 41,800 41,800 0

訪問指導事業

（車両購入費） 1,670 1,670

一般廃棄物処理施設管理事業

（車両購入費） 3,080 2,700 380

ごみ減量・リサイクル推進事業

（車両購入費） 1,700 1,700

不法投棄等対策事業

（車両購入費） 1,900 1,900

ごみ資源化処理事業

（ごみ資源化処理施設設備更新工事費） 20,000 14,100 1,136 4,764

一般廃棄物最終処分事業

（法面補修工事費・浸出水処理設備修繕工事費） 16,000 10,700 1,632 3,668

地域エネルギービジョン推進事業

（再生可能エネルギー設備普及促進事業費補助金） 2,000 2,000

強い農業産地づくり支援事業

(魅力ある園芸やまがた所得向上支援事業補助金) 12,301 8,200 4,101

強い農業産地づくり支援事業

(強い農業づくり総合支援事業補助金) 110,592 110,592 0

県営かんがい排水事業

（黄金1期地区かんがい排水事業負担金等） 19,500 17,700 1,800

水利施設ストックマネジメント事業

（笹川西部地区ストックマネジメント事業負担金） 3,640 3,200 440

水田農業低コスト・高付加価値化基盤整備事業

（井岡2期地区ほ場整備事業負担金等） 80,600 74,200 6,400

農村地域防災減災事業

（五斗畑地区ため池等整備事業負担金等） 4,220 3,600 620

団体営土地改良事業

（農業基盤整備促進事業負担金等） 8,374 7,500 874

森林環境譲与税活用事業

（林道改良工事費） 6,000 6,000

作業道整備事業

（作業道開設事業費補助金） 9,000 9,000

地域包括ケア推進課

健康課

健康課

健康課

廃棄物対策課

廃棄物対策課

健康課

廃棄物対策課

廃棄物対策課

環境課

廃棄物対策課

農政課

農政課

農山漁村振興課

農山漁村振興課

農山漁村振興課

農山漁村振興課

農山漁村振興課

農山漁村振興課

農山漁村振興課
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令和7年度当初予算　投資的経費 

国庫支出金 県支出金 市　債 その他 一般財源

【一般会計】 【単位：千円】

所　管　課 事　業　名 事 業 費
財　源　内　訳

林道念珠関線開設事業

11,400 11,400 0

高性能林業機械導入支援事業

（高性能林業機械導入事業補助金） 14,950 14,950 0

水産業成長産業化支援事業

19,000 7,000 12,000

漁港修築事業負担金

23,728 21,300 2,428

工業団地管理運営事業

（中央工業団地施設購入費） 78,000 78,000 0

庄内産業振興センター管理運営事業

（マリカ西館改修工事負担金） 6,007 6,007

産業団地開発推進事業

（産業団地開発事業負担金） 657,697 157,000 360,900 139,797

観光地美化整備事業

（観光地公衆トイレ改修工事費） 1,800 1,300 500

観光地美化整備事業

（観光地公衆トイレ解体工事費） 880 700 180

やまぶし温泉ゆぽか管理運営事業

（サウナリニューアル工事費） 9,600 7,600 2,000 0

あさひ自然体験交流施設管理運営事業　　

（湯殿山スキー場ゲレンデ施設改修工事費） 2,000 2,000 0

あさひ自然体験交流施設管理運営事業　　

（湯殿山スキー場ゲートシステム設置工事費） 36,000 36,000 0

羽黒山スキー場管理運営事業

（ペアリフト改修工事費） 12,000 12,000 0

櫛引たらのきだいスキー場管理運営事業

（第1ペアリフト改修工事費） 4,200 4,200 0

加茂水族館改築事業

1,329,337 997,000 332,000 337

道路維持事業

（交通安全施設整備工事費） 25,000 9,000 16,000

道路照明灯改修事業

280,000 252,000 28,000

道路新設改良事業

190,109 188,000 2,109

県事業負担金

40,406 38,100 2,306

共同下水溝整備事業補助金

200 200

農山漁村振興課

農山漁村振興課

農山漁村振興課

商工課

商工課

農山漁村振興課

観光物産課

商工課

観光物産課

観光物産課

観光物産課

観光物産課

観光物産課

観光物産課

土木課

観光物産課

土木課

土木課

土木課

土木課
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令和7年度当初予算　投資的経費 

国庫支出金 県支出金 市　債 その他 一般財源

【一般会計】 【単位：千円】

所　管　課 事　業　名 事 業 費
財　源　内　訳

道路舗装新設事業補助金

665 665

橋梁新設改良事業

501,968 260,589 236,100 5,279

消雪施設等改修事業

10,035 6,021 3,600 414

除雪機械整備事業

169,508 53,606 115,800 102

克雪対策生活道整備事業補助金

250 250

道路公共事業

340,626 120,967 207,400 12,259

港湾改修等県事業負担金

14,722 14,700 22

駅前再開発ビル管理事業

（駅前再開発ビル改修工事費） 34,000 25,500 8,500

鶴岡市歴史的風致維持向上計画事業

（宿坊街まち歩きサイン設置工事費） 10,000 5,000 4,500 500

山形県施行街路事業負担金

6,473 5,800 673

都市計画道路苗津大山線整備事業

10,000 10,000

都市計画道路山王町本町線整備事業

13,090 6,231 4,200 2,659

都市計画道路鶴岡駅錦町線整備事業

11,000 1,144 7,300 2,556

中心市街地将来ビジョン推進事業

（まちなか住環境整備応援補助金） 3,000 3,000

中心市街地将来ビジョン推進事業

（Ｄａｄａ広場改修工事費） 15,000 15,000 0

道の駅あつみ移転整備事業

1,598,979 876,900 710,000 12,079

都市公園等新営改良事業

10,000 450 9,500 50

街区公園整備事業

（大部公園トイレ改修工事費） 13,800 13,800 0

公園施設等長寿命化対応事業

（西部公園等遊具整備工事費） 35,000 17,500 15,700 1,800

赤川かわまちづくり事業

61,500 27,000 33,000 1,500

土木課

土木課

土木課

土木課

土木課

土木課

土木課

都市計画課

都市計画課

土木課

土木課

都市計画課

土木課

都市計画課

都市計画課

都市計画課

都市計画課

都市計画課

都市計画課

都市計画課
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令和7年度当初予算　投資的経費 

国庫支出金 県支出金 市　債 その他 一般財源

【一般会計】 【単位：千円】

所　管　課 事　業　名 事 業 費
財　源　内　訳

温海公園整備事業

40,000 40,000 0

市営住宅維持管理費

（市営住宅改修工事費） 7,800 7,800 0

克雪タウン計画促進事業

（克雪住宅整備支援事業補助金） 500 225 275

木造住宅耐震化等促進事業

(危険ブロック塀等除去促進事業補助金) 300 150 150

木造住宅耐震化等促進事業

(がけ地近接等危険住宅移転等事業補助金) 5,103 2,551 1,276 1,276

地域住宅活性化事業

（地域住宅リフォーム支援事業補助金） 84,000 5,550 29,625 48,825

地域住宅活性化事業

（地域住宅活性化事業補助金） 6,000 6,000

市営住宅新営改良事業

（市営住宅改修工事費） 60,716 27,322 33,300 94

消防車両等整備事業

（高規格救急自動車等購入費） 78,472 14,573 57,600 6,299 0

消防用通信指令設備更新事業

(消防用通信指令設備更新業務委託料等) 779,800 103,177 17,310 593,400 65,853 60

非常備消防施設新営改良事業

(消防ポンプ庫建設工事費等) 72,750 72,100 650

常備消防施設新営改良事業

（櫛引分署屋根改修工事費等） 28,079 10,710 13,600 1,867 1,902

朝日分署改築事業

（旧朝日分署解体工事費等） 66,682 60,200 6,482

地域防災対策事業

（山形県衛星通信システム第3世代化工事負担金） 15,978 15,900 78

小学校新営改良事業

23,000 23,000 0

小学校大規模改修事業

（鼠ヶ関小冷房設備改修工事費等） 86,970 9,665 77,300 5

朝暘第五小学校改築事業

437,600 51,973 385,000 627

中学校通学対策事業

（スクールバス購入費） 66,414 11,700 54,700 14

中学校新営改良事業

30,000 1,568 28,400 32

中学校大規模改修事業

（温海中火災受信機更新工事費等） 23,100 2,000 21,100 0

都市計画課

建築課

建築課

建築課

建築課

建築課

建築課

消防本部総務課

建築課

消防本部警防課

消防本部総務課

消防本部総務課

消防本部総務課

管理課

防災安全課

管理課

管理課

管理課

管理課

管理課
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令和7年度当初予算　投資的経費 

国庫支出金 県支出金 市　債 その他 一般財源

【一般会計】 【単位：千円】

所　管　課 事　業　名 事 業 費
財　源　内　訳

藤島地域義務教育学校整備事業

（地質調査、用地測量業務委託料等） 61,800 41,300 20,500

鶴岡市中央公民館管理運営事業

（女性センター空調改修工事費等） 2,535 1,900 635

歴史的建造物保存事業

（松ヶ岡開墾場貯桑土蔵保存修理工事費等） 63,206 28,250 2,825 29,100 3,031

歴史的建造物保存事業

（安倍家住宅屋根葺替工事費等） 54,094 27,047 24,300 2,747

歴史的建造物保存事業

（旧遠藤家住宅保存修理工事設計業務委託料） 3,280 2,400 880

大鳥自然の家事業

（体育館屋根改修工事費） 18,400 18,400 0

史跡松ヶ岡開墾場管理運営事業

（2番蚕室女子トイレ洋式化工事費） 1,400 1,400 0

鶴岡アートフォーラム管理運営事業

（屋上防水工事費等） 23,400 23,400 0

東田川文化記念館管理運営事業

（トイレ洋式化工事費等） 2,300 2,300 0

スポーツ施設改修事業

（小真木原陸上競技場改修工事費） 171,600 171,600 0

スポーツ施設改修事業

（羽黒テニスコート芝張替工事費等） 51,500 51,500 0

人工芝グラウンド整備事業

（基本設計・実施設計業務委託料等） 48,626 48,300 326

学校給食センター管理運営事業

（蒸気ボイラー交換工事費等） 20,900 20,900 0

農地農業用施設災害復旧事業

27,514 5,750 10,600 2,210 8,954

林業施設災害復旧事業

15,000 1,500 5,600 7,900

市単独災害復旧事業

27,000 5,000 22,000

公共土木施設災害復旧事業

18,383 8,671 4,300 5,412

10,521,907 1,320,447 216,159 7,152,500 1,264,797 568,004

管理課

中央公民館

社会教育課

社会教育課

社会教育課

社会教育課

社会教育課

社会教育課

社会教育課

スポーツ課

スポーツ課

学校給食
センター

スポーツ課

農山漁村振興課

農山漁村振興課

土木課

土木課

計
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令和7年度当初予算　投資的経費

国庫支出金 県支出金 市　債 その他 一般財源

【単位：千円】

荘内病院

（施設整備費） 312,100 312,100 0

荘内病院

（機器整備費） 548,757 36,457 512,300 0

荘内病院

（リース資産購入費） 835 835

湯田川リハビリテーション病院

（施設整備費） 7,100 7,100 0

湯田川リハビリテーション病院

（機器整備費） 243,000 162,000 81,000 0

1,111,792 0 36,457 993,500 81,000 835

【単位：千円】

施設改良費

1,159,768 47,402 509,900 602,106 360

施設整備費

31,460 5,400 26,060 0

固定資産購入費

19,466 19,466 0

1,210,694 47,402 0 515,300 647,632 360

【単位：千円】

管渠建設改良費

2,261,721 677,600 1,470,500 65,281 48,340

ポンプ場建設改良費

93,000 46,500 46,500 0

処理場建設改良費

1,453,747 720,850 682,100 12,150 38,647

雨水費

516,594 212,000 280,500 24,094

流域下水道建設費

20,918 20,900 18

固定資産購入費

9,124 1,600 7,524

4,355,104 1,656,950 0 2,502,100 77,431 118,623

荘内病院

【病院事業会計】

荘内病院

荘内病院

荘内病院

荘内病院

上下水道部総務課

計

上下水道部総務課

【水道事業会計】

上下水道部総務課

上下水道部下水道課

計

【下水道事業会計（公共下水道事業）】

上下水道部下水道課

上下水道部下水道課

上下水道部雨水事務室

上下水道部下水道課

上下水道部下水道課

計

所　管　課 事　業　名 事 業 費
財　源　内　訳
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令和7年度当初予算　投資的経費

国庫支出金 県支出金 市　債 その他 一般財源
所　管　課 事　業　名 事 業 費

財　源　内　訳

【単位：千円】

管渠建設改良費

686,895 267,500 402,300 6,835 10,260

処理場建設改良費

36,000 15,000 21,000 0

固定資産購入費

5,300 5,300

728,195 0 282,500 423,300 6,835 15,560

【単位：千円】

浄化槽建設費

8,800 2,169 5,700 931 0

8,800 2,169 0 5,700 931 0

上下水道部下水道課

上下水道部下水道課

上下水道部下水道課

上下水道部下水道課

計

計

【下水道事業会計（集落排水事業）】

【下水道事業会計（浄化槽事業）】
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債  務  負  担  行  為

【一般会計】

事       項 期       間 限   度   額

旧朝日庁舎等解体工事請負契約
令和7年度から
令和8年度まで

144,600千円

朝日庁舎改築外構整備工事請負
契約

令和7年度から
令和8年度まで

66,693千円

奨学金返済支援金（助成候補者認
定分）

令和7年度から
令和26年度まで

86,000千円

奨学金返済支援金（助成対象者認
定分）

令和7年度から
令和16年度まで

29,322千円

高齢者住宅等整備資金融資あっせ
ん事業利子補給金

令和7年度から
令和17年度まで

融資総額3,000千円に対し、基準日におけ
る長期プライムレートに0.2％を加算した割
合又は2.3％のいずれか低い割合で計算し
た額

指定ごみ袋製作業務委託契約
令和7年度から
令和8年度まで

27,937千円

肉用牛預託事業利子補給
令和7年度から
令和15年度まで

融資総額12,800千円の融資残高に対し、
年2.725％以内の割合で計算した額

小真木原陸上競技場改修工事請
負契約

令和7年度から
令和8年度まで

257,400千円

松ヶ岡開墾場貯桑土蔵保存修理工
事請負契約

令和7年度から
令和8年度まで

88,676千円

松ヶ岡開墾場貯桑土蔵保存修理工
事監理業務委託契約

令和7年度から
令和8年度まで

8,322千円

特殊はしご付消防自動車購入契約
令和7年度から
令和8年度まで

264,000千円

非常備消防ポンプ自動車購入契約
令和7年度から
令和8年度まで

27,900千円
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